「しかし、たとえそれらすべてが訪れ、実現するとしても、やはり俺はそんなものを認めないし、認めたくもないね！　たとえ二本の平行線がやがて交わり、俺自身がそれを見たとしても、俺がこの目でたしかに見て、交わったよというとしても、やはり俺は認めないよ。これが俺の本質なんだ、アリョーシャ、俺のテーゼだよ」
――ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』（原 卓也・訳）
［プロローグ］

　――彼女は暗い夜の森を走っていた。

　目の前を、一人の男の子が同じように走っている。彼女と彼は、その小さな手をつないでいた。二人はまるで、何かから逃げるように足を動かしている。
　ごく幼い子供たちだった。どちらもまだ、小学生くらいだろう。男の子のほうがやや年齢が上だったが、もちろんその幼さには何の足しにもならなかった。

　時刻は、春の宵といったところ。月の光は厚い葉の重なりに遮られて、地面にまではほとんど届いていない。湿り気を帯びた空気は不自然に冷たく、まるでそこにだけ冬がまだ残っているかのようだった。

　森には鬱蒼と木々が茂り、藪のせいで足元もおぼつかない。風に揺れる梢は、ざわざわと盗賊の足音みたいに響いた。幾層にも重なった暗闇からは、今にも腹を空かせた狼や、首のない血塗れの幽霊が姿を現しそうである。

　彼はその右手に、カンテラ型の電灯を掲げていた。その光は、森の暗闇を弱々しい魂みたいに照らしている。彼女のほうは左手に、絵本を抱えていた。二人の持ち物は、どうやらそれだけらしい。
「――！」

　不意に、彼女は木の根につまずいて転びそうになる。けれどその手を、彼がしっかりと支えていた。彼女は少しよろめいただけで、倒れてしまうようなことはない。

「――大丈夫？」

　と、彼は心配そうに訊いた。

「うん――」

　彼女はその手を強く握りかえしながら答える。

　何だかそれは、ヘンゼルとグレーテルに似ていた。いじわるな継母のせいで、深い森の奥に置き去りにされてしまった二人の子供たちに。

　けれど――

　それはあながち、間違いとはいえなかった。どちらも、この世界から放りだされてしまった、という点では。

　もしも二人に例の童話と違うところがあるとすれば、それは彼らが自分たちの家への帰り道を探しているのではなく、そこから逃げだしている、という点だった。帰る場所さえ、この二人は失ってしまっている。

　二人はつい今しがた、ある施設から脱けだしてきたばかりだった。
　そこはある宗教法人によって作られた、特殊な施設だった。そこに住む大人たちは、世界の美しさしか語らなかった。ただ、きれいなだけの物語を。子供たちは大きな鳥籠にでも入れられるようにして、そこで暮らしていた。不完全な外の世界とは、一切の関わりを持たないまま――
　そこは一種の、歪んだ形をしたエデンだった。知恵の樹のない楽園。

　けれどそんな場所でさえ、世界は不完全だった。

　正しい時計を持っている人間がいなければ、時間のずれが修正されることはない。それは時がたつほど、解離していく。小さな世界ほど、その狂いは大きくなった。

　そして誰かが、犠牲になる。

　彼女には、何の落ち度もなかった。この世界がどんなに不完全な場所なのか、彼女は知らなかったのだから。それを知るには幼すぎたし、それを教えてくれる人間も存在しなかった。

　そしてある時、彼女は傷を負うことになる。それは魂に致命傷を与えるような出来事だった。心の原型が崩れ、精神にひび割れが生じるような。頭のまだ白紙だった部分が乱暴に塗りつぶされ、心の大切な部分に汚い黴の根がはるような。
　もしもそのことが今も続いていたら、彼女は完全に壊れてしまっていただろう。それが二度と回復されることはない。例えどんな魔法を使ったとしても。
　その夜も、彼女の部屋には顔のない黒い影がやって来た。鍵をかけても、扉をふさいでも無駄だった。それは形を持たない存在みたいに、どんな場所にでも侵入してくる。

　けれど――

　気づいたとき、その影はいなくなっていた。代わりに、彼の姿がそこにあった。

　そこには英雄のための祝典も、賢者による称賛も、詩人の作った頌歌も存在しない。

　あるのはただ、いつもと同じ暗い夜の闇だけ。

　彼女に何とか理解できたのは、もう怖いものはいなくなった、ということだけだった。絵本の中の怪物が、必ず最後にはいなくなってしまうみたいに。

　だから彼にそう訊かれたとき、彼女の答えはもう決まっていたのだ。

「いっしょに行こう、ぼくと」

「――うん」

　そして彼女は、その手をつかんだ。

　二人の子供はそうして、施設をあとにした。外の世界のことなど何も知らず、身を守る術さえ持たないまま。一冊の絵本と頼りない明かりのほかには、ポケットに入れるための小さなパンさえもなく。

　それは、何の用意もなく星空を目指すような、無謀で無意味な行為だったのだろうか？
　常に暗闇しか存在しないその場所で、人は生きていくことはできない。そこには空気も水もなく、あるのは仮借ない炎熱と酷薄な冷気だけでしかない。足場すらないそこでは、人はどこにも導かれず、どこにも到達しない。
　どれだけ不完全でも、人はその場所で生きていくしかない。例え魂を凍らせ、心を傷つかせても。世界はそこにしか、存在していないのだから。
　けれど、それでも――

　二人はやがて、疲れて足をとめた。森の木が一時的に途切れ、あたりには洞窟の底を照らすように月明かりが射しこんでいる。二人の手はつながれたままだった。

「――かみさまはやっぱり、いないのかな？」

　と、彼女はその幼い声で、とても静かに訊いた。誰にも聞かれることのない独り言でもつぶやくみたいに。
　けれどその問いに、彼は何のためらいもなく答えている。

「だったら、ぼくが神様を作るよ」

　そうだ――

　彼女は思った。

　怖いことなんて、何もない。

　永遠に、この暗い森は続いていくのかもしれない――

　運命は、少しも助けてはくれないのかもしれない――

　幸福は、いつまでも手に入らないのかもしれない――

　孤独は、消えもせずに続いていくのかもしれない――

　でも、大丈夫。

　――彼女は知っていたから。

　この世界で彼の手が離されることは二度とないのだ、と。
　彼女はそれを、知っていたから――
※

　完全世界は失われてしまった。

　それが戻ってくることは、もう二度とない。人はあまりに多くのものを捨ててしまったし、あまりに多くのものを手に入れてしまった。それらを拾いなおすことも、放りなげてしまうことも、もう不可能なことでしかない。
　世界そのものの重さが不変であったとしても、その均衡は崩れてしまう。例え魔法を使ったとしても、それを防ぐことはできない。
　永遠を閉じこめ、運命を手なずけ、幸福を作りだし、孤独を支配したとしても――

　世界はやはり、不完全なままだ。

　終わりは何かの始まりにすぎず、始まりは何かの終わりでしかない。
　けれどただ一つ、死だけが終わることはない。生の終わりが、死の始まりでしかないのとは違って。

　なら、誰かが死を終わらせるべきだと思ったとしても、不思議ではないだろう。

　――物語を、より完全なものにするために。

　この世界では、どんなものでも失われてしまう。どんな大切な、かけがえのないものだったとしても。流れ星が消えるよりも早く。桜が散るのより簡単に。
　けれどだからといって、それが許されていいというわけではない。

　世界の片隅にようやく残されたような場所。ささやかな、どこまでも他愛のない時間。
　それが壊されるというなら――

　この不完全な世界がそれを許すというなら――

　もはや、世界そのものを書き換えてしまうしかないのかもしれない。

　いずれにせよ、この物語はここで終わる。

　完全世界を求めた人々と、その誕生と終焉を巡る物語は。
　四季は繰り返され、再び春がやって来た。すべてが新しく生まれ、作り変えられる季節。

　終わりは終わり、始まりが始まる――
　この世界に不完全でいられるのは、子供たちだけだ。彼らだけが、〝完全な魔法〟を持っているのだから。

　もはや〝不完全な魔法〟しか持たない人々は、この世界に耐えることはできない。彼らはどうしても、完全世界を求めずにいられない。

　それがどれほど残酷で、不条理で、間違ったことだとしても。転がり落ちるとわかっている岩を、それでも頂上へと運ばずにはいられないように。
　――では、始まりと終わりを語るとしよう。

　この「不完全世界と魔法使いたち」を巡る、最後の物語のことを。
［一つめの始まり］
１

　四月の、ある日のことだった。

　何か上機嫌なことでもあったみたいに暖かく、気持ちのよい青空が広がっている。光を溶かしこんだような風が吹いて、息をするたびに体の中身が入れかわってしまいそうだった。
　県道にあるバス停の前に、赤と白のバスがやって来ている。ブザーが鳴ってドアが開くと、並んでいた人々が次々と乗車していった。大抵の人がそのバスに乗るらしく、誰もが羊の群れみたいな大人しさで車内へと消えていく。
　小さくクラクションを鳴らしてバスが出発すると、あとには二人の少年と少女だけが残っていた。

　放課後らしく、二人とも中学校の制服を着ている。デザインがかなり違っているのは、通っている学校が別々だからなのだろう。

「次のバスかな？」

　と、少女のほうが訊いた。

　さっぱりとした短めの髪をしていて、それが時々風に揺れる。発見されたばかりの鉱石みたいな、きらきらした目をしていた。動作の一つ一つに、その年齢の少女らしい健康で自然なのびやかさがあった。草原で花摘みをしているよりは、思いきり駆けまわっているほうが似あいそうな少女でもある。
「――いや、もう少し先みたいだ」

　時刻表を見ながら、少年が答えた。ややこみいった形の路線図が、そこには載っている。

　少年は、少女より少し身長が高い程度のごく平均的な背格好をしていた。やや大人びた、落ちついた雰囲気をしている。そこからは夜の星座にも似た、いつも正しい位置にある賢さと優しさが感じられた。その瞳は透明で明るい、青空みたいな場所につながっているようでもある。

　少年の名前は宮藤晴、少女は水奈瀬陽といった。

　かつて小学生だった頃に知りあった二人は、中学になってからある出来事をきっかけにして、あらためて交流を復活させていた。今はアキの用事にハルがつきあう格好で、このバス停で落ちあった、という状況である。
「ハル君、学校のほうはどう？」

　と、アキはバス停のベンチに腰かけながら言った。

「三年になったばかりだし、まだよくはわからないよ」

　ハルも同じように、ベンチに座る。人はいないので、二人のあいだには余裕があった。
「勉強は？」

「今のところ問題ない」

「――今年は受験の季節だね」

　アキはハルのほうをのぞきこんで、少しいじわるそうな笑顔を浮かべる。

「ぼくのほうはね」
　とハルは苦笑した。
「アキのほうは、何も心配しなくていいんでしょ？」

「そりゃあ、わたしはもうすませちゃってますから」

　県道にはまばらな量で車が走っていた。自動車も春の季節には気がゆるむのか、何となくのんびりした様子をしている。

「――でも、何だか変だね。もうすぐ十五歳になって、それから高校生になるなんて。そんなの、想像もしたことないのに」

　親しい人からの便りみたいな風が吹いて、アキはちょっとのびをした。そんなセリフを聞いていると、この少女もこの少女なりに大人になりつつあるのだとわかる。
「世界は必ずしも、永遠を必要とはしないから……」

　ハルは風の行方を目で追うみたいにして言った。かつての事件で出会った、ある人のことを思いだしながら。

　そう――

　世界は変わっていくのだ。
　それが、どれくらいの希望と残酷さを含んでいたとしても。

　しばらくすると、もう一台バスがやって来て停まった。二人が座ったままでいると、今度は扉も開けず、ただ落し物の確認でもするみたいに少しだけ停車して、そのまま出発する。あとには、サイズのあわない空白だけが残されていた。
「――今度の日曜日、いつも通りの集まりを開くって」
　その空白を埋めるみたいにして、ハルは言った。

「佐乃世さんの家？」

「うん」

「でもわたし、いまだにうまく使えないんだよね、魔法って……」

　軽くため息をついて、アキは言う。

「何かコツとかってあるのかな？」

「訓練あるのみ、かな」
　ハルはちょっと考えるようにして言った。

「ほかには？」

「たゆまぬ努力と練習」
「やっぱり、ハル君もそうだったの？」

「うん――母さんが死んでからは、ずっと」

「そっか」

　と、アキは透明なガラス玉を手の平の上で転がすようにして言った。
「なら、わたしもがんばらないとね」

　その時、不意に風が吹いてきて、桜の花びらが何枚か舞い落ちてきた。秒速五十センチほどで落下する白い花びらは、指先くらいの大きさしかないというのに、世界の色あいをすっかり変えてしまっているように見える。
「春だね――」

　その小さな花片に手をのばして、アキは言った。

「――うん、春だ」
　鈍い音の響きを乗せてバスがやって来たのは、それからほどなくのことだった。

　丘の上に続く急な坂道を、バスは苦労して登っていく。ほとんど乗客はいなかったけれど、それでも青息吐息という感じだった。一度でも止まってしまえば、それっきり動けなくなってしまいそうである。
　二人の目指す歴史博物館は、その坂道の上にあった。付近には美術館やミュージックホールもあって、ちょっとした文化スポットを形成している。市の中心部とはいえ緑が多く、あまり街中という感じはしない。
　いくつめかの停留所で、二人はバスを降りた。目的地までは、徒歩であと数分というところである。人通りはほとんどなく、春の空気はひどく長閑だった。
「じゃあ、行きますか」

　と言って、アキは歩きはじめた。遊歩道にはあちこちに緑陰が落ちて、誰かが窓でも開けたみたいに春の陽射しが注いでいる。

　しばらくすると、目指す建物が見えてきた。歴史博物館は赤レンガでできた古びた建物で、元は兵器廠として使われていたものだった。それだけに、余計な重りを一つ分足したような、重厚な外観をしている。窓はどれも小さく、頑丈そうな鉄格子と扉がつけられていた。その無骨な居ずまいには、今でも実用に耐えられるのだという威厳めいたものが漂っている。
　二人は小道を通って入口から中に入ると、受付けの前に立った。中学生以下は入場無料なので、学生証を見せるだけでよい。
「ようこそ、歴史博物館へ」

　受付けの若い女性が、にこやかに声をかけてきた。何となく微笑ましいものでも見るような目で、二人のことを眺めている。

「――あの、久良野さんは在館ですか？」

　そんな女性に向かって、ハルは訊いた。あまり中学生らしくはない礼儀正しさだった。

「あら、じゃああなたたちが宮藤くんと水奈瀬さん？」

　女性はちょっと慌てたように言う。
「そうです」

　アキが快活にうなずいた。

「そうか、考えたら気づきそうなものだったのにね――桐子さんから、話は聞いてます。今日は予定通りのはずだから、特別展示室のほうにいるはずよ。準備にもう少し時間がかかると思うけど」
「特別展示室は、向こうのほうですよね？」

　アキが指さすと、女性は丁寧にうなずいた。その動作も、展示品の一部みたいに。

「――ええ。よければ、それまでは館内のほかの場所もまわってみるといいんじゃないかしら？」

「ありがとうございます」

　二人はお礼を言って、受付けをあとにした。女性は二人の姿が見えなくなるまで、小さく手を振っている。

　勧められたとおり、ハルとアキの二人は館内を巡回することにした。平日の午後という時間のせいか、あたりにはまばらにしか人の姿はない。空気がしんとして、耳を澄ますと少し前くらいの時間の音なら聞こえてきそうだった。
「……わたし、博物館ってわりと好きだな。静かで,落ちついてて、正しいものが正しい場所にあるって感じがするから」

　木製の廊下を歩きながら、アキはちょっとした秘密でも囁くように言った。

　元々、この場所を訪れたのはアキの取材のためだった。歴史博物館では今、幕末から明治期にかけての地元での動向をテーマとした特別展を開催していて、アキは新聞部でのレポートとして、それを参考にするために足を運んだのである。

　その特別展の展示物を眺めながら、

「そろそろじゃないかな？」

　と、壁にかけられた時計を確認して、ハルは言った。約束の時間までは、あと少しである。
「うん、行ってみようか」

　アキもうなずいて、二人は別の部屋へと向かった。階段をのぼって、受付けで指示されたとおり北側二階の展示室へ移動する。
　その部屋には入ってすぐ、大きな写真パネルが飾られていた。その頃に交流のあった、地元出身の武士と外国人商人のものらしい。端正だがやや目つきの冷たい男と、口髭を生やした顔を真横に向けた、何となく愛嬌のある外国人の姿が、そこには写されている。

　やや広く空間をとった部屋の中央には、半円形になってイスが並べられ、その中心に机が一つ置かれていた。机の上には箱状のものが用意され、その傍らに目的の人物が立っていた。
「こんにちは、久良野さん」

　と、アキはごく明るい調子で声をかけた。

　何やら箱をいじっていた女性は、声に気づいて顔をあげた。しゃれた眼鏡に、シャツとジーンズという飾り気のない格好をしている。あくまで自然体な雰囲気だが、全体の動きはきびきびとしていた。胸元には、学芸員であることを示す身分証がつけられている。

「いらっしゃい、二人ともよく来たわね」

　彼女はどっちにめくっても表になりそうな笑顔で言った。

「はい、お言葉に甘えて失礼させてもらいました――」
　ぺこりと頭を下げて、アキは言う。

「いいのよ、遠慮なんかしなくて。うちのナツが、いつもお世話になってるんだから」

　彼女――久良野桐子は、二人の共通の知人である久良野奈津の母親だった。ナツと二人は、いろいろな必要もあって親しくしている。今回は、その縁故を利用しての訪問だった。

「どちらかというと、お世話をされてる気がしますけど……」

　桐子の言葉に、アキはあの人を食ったような少年のことを頭に思い浮かべながら答える。

「目に浮かぶような光景ね、それは」

　と、桐子は悪びれもせずに、にやっと笑ってみせた。子供に関しては自由放任が、彼女の基本方針である。

「あんまりひどいようだったら、何発か殴ってくれていいわよ。もちろん、グーでね」

「たぶん、その前に逃げられちゃいますよ」

　アキが言うと、桐子は軽くため息をついている。彼女にも彼女なりの、母親の悩みというのがあるようだった。
「……でしょうね。あの子にも博物館に来るよう言ってるんだけど、全然よりつかないのよね」

　親の職場を訪ねにくいのは、中学生くらいなら当然のことではあるだろう。

「フユちゃんのほうも機会をうかがってるんだけど、あの子はなかなか隙を見せないわね。下手に誘っても、簡単に断わられちゃうでしょうし。まあ、そこがあの子の魅力的なところなんだけど」

　そんなセリフを聞いて、アキは苦笑するしかない。この人にかかれば、壊れない壁もいつかは撤去されてしまいそうだった。

「……と、無駄話はこの辺にしとかないとね。そろそろ開演時間だから、準備しないと。二人とも席に座って、もちろん最前列で」

　桐子はひどく嬉しそうな顔で、二人に告げた。
「特等席でゆっくり鑑賞していってね。本当に、こんな機会はめったにないんだから」
２

　予定時間がやって来ると、席のほとんどは埋まっていた。どうやら、そのためにわざわざ来館した人もいるらしい。部屋の密度が急に変わって、元々そこにあったはずのものがいくつか、外に押しだされたようでもある。
　座席の中心にある机の上には、一つの箱が置かれていた。ちょうど両手に抱えられるくらいの大きさで、表面には精緻な象嵌細工が施されている。そこには抽象的な二本の樹と、鮮やかな草花が図案化されていた。

　久良野桐子は全員の着席を確認するために、あたりを見まわす。一瞬遠くのほうに視線をとめてから、けれどまた元の場所に向きなおった。それから書類の端を揃えるような咳払いを一つすると、口を開く。

「――このたびは、当歴史博物館の特別企画展にご来場いただき、まことにありがとうございます。歴史の主筋からは外れるとはいえ、巨大な転換期にあたって地元地域でいかなる動きがあったかを知ることは、新たな知見ともなりうるかと思われます。この部屋では幕末における東西交流と銘打って、ある人物へと焦点が当てられています。その一人は藩の下級武士であったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かしざき),柏崎)、もう一人は外国人商人のシャムロック・Ｌ・ヘルンです。ヘルンは当時における典型的な、冒険的、投機的な商人の一人でしたが、二人の交流の特徴的なところは、それが経済面だけでなく、ごく私的な面にも及んでいたことです。
　例えば、柏崎とヘルンはしばしば手紙や贈り物のやりとりをしています。手紙には現在から見るとやや不分明な箇所もありますが、非常に友誼に富んだ、濃やかなものといっていいでしょう。その交流は維新後にも継続され、結果としてこの地で客死することになったヘルンの墓が、柏崎によって建てられたりもしています」

　桐子はそこまで言うと、いったん手元の箱に視線を動かし、それからまた話を続けた。

「ここにある箱は、当時の主流であったシリンダータイプのオルゴールです。これは柏崎の結婚を機に、ヘルンからその妻であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えい),櫻)へと贈られたものでした。その時代としても大変高価なもので、装飾も見事な出来ばえです。当館は〝柏崎コレクション〟としてこうした品々を多く所蔵していますが、その大部分は彼からの妻への贈答品を寄贈されたものです。
　……では、口上はこの辺で終了として、あとはオルゴールの実演に移りたいと思います。言うまでもありませんが、史料保存という観点からすれば、このような機会はめったに訪れるものではありません。みなさん、どうか耳を澄ませて、百数十年前という時代の音をお聞きください」

　桐子は箱の蓋を開くと、ラチェットレバーを何度か回して、さらにいくつかの操作を行った。それから最後にスイッチを入れると、自身は少し下がって用意してあったイスに腰を下ろす。
　――一瞬、どこか遠くで生命の回路がつながるような、そんな気配があった。

　それからオルゴールは、静かに音を鳴らしはじめる。ゼンマイが定められたピッチでシリンダーを回し、打ちつけられたピンがコームと呼ばれる櫛歯を弾いていった。音楽がそのままの形で保存された箱の中からは、誰かが望んだとおりの変わらないメロディーが流れていく。
　オルゴールの曲はやや異国的な、聞き覚えのないものだった。そこにはかすかな、石と土と風の気配があった。星の光をそっと並べたような、オルゴール特有の響きが世界を満たしてく。
　眠りを集めるような――

　夢をろ過するような――

　そんな、響きが。

　結局、演奏は十五分ほどで終了した。最後の音が響き終わったとき、世界は少しだけきれいになっていたようでもある。

　オルゴールがその短い目覚めを終えると、小さな夜空の下で眠るようだった人々は、席から立ちあがってそれぞれ散っていった。さきほどまでそこにあったはずの時間は、すでに跡形もなく消えてしまっている。
「わたしはちょっと、桐子さんと話があるから」

　ということで、アキは演奏後もその場に残ることになった。もちろん、新聞部での仕事のためだろう。
　アキの用事が終わるまではすることもないので、ハルはさっきの展示室に戻ることにした。歴史の勉強をするにはいい機会なのは間違いない。
　廊下に出て、階段のほうに向かう。緋毛氈の敷かれた階段を降りていると、ハルは不意に声をかけられていた。
「――宮藤くん、だよね？」

　ハルが振り向くと、そこには知らない少女が立っていた。

　きれいな、たぶんそうとしか形容のしようがない少女だった。けれどそれは、しばらく眺めてみてようやくそうだとわかるような、ごく静かで控えめな種類のものである。何かを主張するのではなく、そっと手渡すような。年齢はおそらく高校生くらいで、長い髪は邪魔にならないようにまとめられていた。柔らかな若草みたいな表情をして、光でもすくいとれそうな、そんな感じの手をしている。ハードカバーくらいの大きさをした本を脇に抱えていた。
　彼女はちょうど、踊り場にある窓の下に立っている。そこには、春の光がかすかな音を立てて注いでいた。
「そうですけど……あなたは、どなたですか？」

　ハルは首を傾げるようにして訊いた。とりあえず、相手の様子に怪しげなところはない。
「ごめんなさい、やっぱり、こっちから名のるべきだったよね」
　と、彼女は他意のない笑顔を浮かべて言った。ふわふわとした、たんぽぽの綿毛でも飛ばすような笑顔である。
「私は、牧葉澄花といいます。水奈瀬さんの先輩にあたる、衣織学園の高等部二年よ」
　そう言われてよく見ると、彼女はアキとよく似た感じの制服を着ていた。

「えっと、牧葉さん――」

「澄花さん、でいいわよ」

　ハルが口を開こうとすると、彼女はちょっと隙のないにこやかさで言った。どこかの赤い頭巾をかぶった少女なら、簡単におばあさんだと信じてしまいそうでもある。

「――それで、ぼくに何か用ですか、澄花さん？」

　とハルは、少し戸惑いつつも訊いた。もしかしたら、手か口でも見せてもらったほうがいいのかもしれない。
「実は、ちょっと君と話をしてみたくて」

　澄花は何の屈託もなさそうな顔で言っている。

「でも、ぼくは――」

　ハルがなおもためらっていると、澄花は穏やかにそれを制した。
「でも私は、君のことを知っているんだよ。多少はね。例えば、宮藤晴くんが魔法使いだということも――」

「…………」

　言われて、ハルは口を噤んだ。もしかしたら彼女は狼ではなくて、毒リンゴでも売りにきた魔女なのかもしれない。
「心配しなくても、私が君に危害を加えることはないよ」

　澄花はそう、まるで変わりのない口調で言った。

「――というより、そんな力を私は持っていない、といったほうが近いかな」

　澄花はごく自然な様子で、持っていた本を開いた。古い装丁本のような、少し重みのある本だった。持ち歩くのには、あまり便利とはいえない。凝った装飾が施されていたが、題名らしきものは見られなかった。もしかしたら、それは本ではないのかもしれない。

「私の魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ミリオン・アーカイブ),物語記憶)〉は、〝ある固定座標から視た世界を文字に置き換える〟というもの。それはこの世界を変える、どんな力も持ってはいない。私にできるのはただ、世界にインクを浸してそれを紙に写すことだけ――」
　澄花はそう言って、本のページをハルのほうに示した。

　何も書かれていなかった真っ白なページには、浮かびあがるようにして文字が刻まれていく。そこからはかすかな魔法の揺らぎが感じられた。鉛筆のたてる小さな音を聞くような、かすかな揺らぎが。
「ちなみにこの本自体も魔術具よ。無限にページが続く〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ディスクリプト),書籍魔法)〟。私にぴったりだと思わない？」
　にこっとして、澄花は本を戻した。そして陽射しがほんの少し翳るような調子で、彼女は言った。

「私にできるのは、そんなことだけ。こんな力しか、私にはない。それでも、少しでも彼の役に立てれば……」

　館内は、誰もいなくなったように静かだった。耳を澄ませば、光の粒が窓ガラスを叩く音さえ聞こえてきそうである。

「あなたは、いったい――？」

　ハルは彼女のまっすぐな目を見返しながら、けれど何を訊いていいのかわからなかった。彼女が何か、大切なことを伝えようとしていることはわかる。
　でもそれは――

　文字の薄れて消えてしまった本を読むみたいに、判然としないものだった。

「――あなたにとっての〝完全世界〟は何？」

　不意に、澄花は言った。手の平にすくったものを、そっと零すみたいに。

「ぼくは……」ハルは小さく首を振って、それに答えている。「ぼくにとってそれは、もう失われてしまったものです。そしてそれが失われたことの意味を、ぼくは知っています。それは、ぼくが受けとったものでもあるんです」
　その答えを聞いて、澄花はにっこりと笑って言った。

「君は強い子だね、宮藤くん」

　そして、そのままの笑顔で続ける。

「私にとっての完全世界は、とてもシンプルなもの。そして、とても大切なもの。それがあるかぎり、私は幸せでしかいられない――もしも君にそれがわかれば、あの人に勝てるかもしれない」

　どこかで物音がして、人のやって来る気配があった。急に時間が動きだしたみたいに、光の音も消えてしまう。
「オルゴール、素敵だったね」

　澄花はまるで、さっきまでの会話などなかったかのように言った。

「水奈瀬さんには、君のほうからよろしく言っておいてくれるかな。私は後ろのちょっと離れたところにいたから、彼女は気づいてないと思うけど」
　そう言って階段を降りると、彼女はハルの脇を通っていってしまった。柔らかな春の風が静かに消えていくみたいな、そんな気配だけを残して。

　――もちろん、この時のハルには彼女の言っていることの意味などわかるはずはなかった。まだ何も書かれていない、白紙のページを眺めるのと同じで。そこからはどんな言葉も、読みとることはできない。

　それがわかるのはずっと先の、もう物語が終わりを迎える頃のことだったのである。

３
　学校の帰り、久良野奈津は駅の近くにある百貨店によってみることにした。市の中心部にある古いデパートは、それなりの人出で賑わっていた。春の季節は特殊な空気を製造する機械みたいに、あたりの雰囲気をいつもとは違ったものにしている。どこからか、桜と惜別を歌ったポップソングが聞こえた。
　正面入口から入ってすぐ、ナツはフロアの中心にあるエスカレーターに向かった。

　母親とは対照的な、シックな黒い眼鏡をかけた少年である。背は少し高めで、すらりとした手足をしていた。理知的な顔だちのわりに、どこかいたずらめいた、油断のならない雰囲気をしている。けれど、それも計算式としては正しいような、どこか不思議な印象を与えていた。心の中にある倉庫が人よりちょっと余裕を持って作られている、という感じでもある。
　天国までにはいささか時間のかかりそうなエスカレーターに乗りながら、ナツはぼんやりとデパートの様子を眺めていた。この場所には多少の因縁めいたものがあって、そのことを考えていたのである。けれど今は、特別な運命が世界を支配しているわけではない。

　六階のフロアには、雑貨屋や文房具店、おもちゃ売り場などが並んでいる。通路を歩いていたナツは、その途中でふと足をとめた。

　意外な人物が、そこにいたからである。

　ファンシーそうな小物の並んだ文房具屋に、その少女は立っていた。その光景は、あまりそぐわない感じがしている。雪の降る下で、五月祭の踊りでもおどるみたいに。
「――そんなところで、何をしてるんだ？」

　ナツは近くまで行って、訊ねてみた。とはいえその相手との近くまでは、普段よりも半歩ほど下がった位置ではあったけれど。

　声をかけられた少女――志条芙夕は、ゆっくりとナツのほうを向く。

　透明で冷たい、名前のとおりの冬のような瞳をした少女だった。長い髪は、それが当然みたいにまっすぐのばされている。氷の結晶に似た細身の体は、どこか触れがたいもののような雰囲気をしている。けれど雪を象った髪留めは、彼女のそんな印象をずいぶんと和らげているようでもあった。
　ナツとフユは、同じ中学校の生徒でもあった。学校から直接来たらしく、フユも制服姿のままという格好である。
「ああ、あなただったのね、久良野奈津――」
　フユはそれが当然であるかのような、やや迷惑そうな口調で言った。そういう癖のようなものだったが、本心が含まれていないわけではない。

「残念ながら、な」

　と、ナツはおどけた仕草で肩をすくめてみせた。この少年も、人とは少し違った性格をしている。
「俺はここでは、意外な人物に会う運命らしくてな」

「別に意外ということはないでしょ？」

　フユはあくまで、無表情そうに言う。

「私がどこにいたって、私の自由なんだから」

「けど、一人で来たって感じじゃないな？」

　言われて、フユは青葉にたまった朝露が零れるくらいのわずかさで、ため息をついた。どうやら、誰かとは違ってこの少年をごまかすことはできそうにない。

「……ええ、そうよ。友達といっしょ。たぶん、そう呼んで構わないと思うけど」

「その推定友達はどこにいるんだ？」

「二人とも部活の関係で遅くなるそうよ。私だけ、一足先にここに来たの」

　少しうんざりした様子で、フユは言った。この少女がそんなふうに感情を露出させるのは、珍しいことではあったけれど。

「ずいぶん奇特な人間もいたもんだな。お前と友達だなんて」
　ナツは素直に感心したように言う。そんなセリフが皮肉っぽく聞こえないところのある、不思議な少年だった。

「そうね――」

　と、フユはやや自嘲気味にうなずいてみせる。

「天使の置き土産ってところかしら？」

　かつて一人の少女が、孤独さえ届かない場所へと消えてしまった。フユが待ちあわせをしているのは、その少女の友人たちだった。時間的には、その時からまだ季節が四分の一だけ巡ったにすぎない。

　例え雪が融けてしまったとしても、すべてが変わるわけではなかった。

「……それで、あなたのほうは何をしているのかしら？」

　時間の流れを戻すようにして、フユは訊いた。

「俺がどこにいようと俺の勝手だ、と誰かに聞いたけどな」

「あなたのほうは一人みたいね」

　指摘されて、ナツはとりあえず冗談はやめにして答えた。
「……俺はちょっと頼まれものをして、おもちゃ屋のほうに用事がある」

「頼まれものってことは、あの子に？」

　現在、久良野家には一人の少女が仮寓中だった。運命の導くところによってナツと出会い、今ではもう六年生になっている。

「スターチャイルドってお気に入りのアニメの、プラモデルが欲しいって言われてな」

「プラモデル？」

　あまり女の子らしくはない趣味だった。

「まあ、作るのは俺なんだけどな」

「……何なの、それ？」

　ナツは軽く肩をすくめてみせた。そして淡々とした口調で言う。
「要するに、あいつはわがままを言いたいんだ。というより、俺たちに気を使わせないようにわがままな振りをしている、といったほうが近いかな？　貸し借りのあるほうが、関係の上手くいく場合もある、ってことだ。まあ、あいつの場合は元からの性格もある気はするけどな」

「…………」

　フユはあらためて、この少年の性格を認識する気がしていた。寛闊というのか、細やかというのか、よくはわからなかったけれど。

　とりあえずの話もすんで、二人は別れようとした。けれどそこで、ナツはふと思い出したように訊いている。

「――そういえば、今度の日曜はどうするんだ？」

「佐乃世さんのところでしょ？」フユはすぐに答えた。「たぶん、行くでしょうね」
「そりゃよかった、おかげで絵の続きが描ける」

「――確か、魔法の訓練をするための集まりだったはずだけれど？」
　フユは呆れたように言った。
「アキのやつの特訓が終わればな」

　言って、ナツはいじわるそうな顔でにやりとする。

「何であいつだけは、いつまでたっても初歩の訓練から上達しないんだろうな？」

「それが彼女の特質というものじゃないかしら」

　誉めているのか貶しているのかよくわからないことを、フユは言った。実際、その点は自分でもいまいち判然とはしない。

　それから今度は本当に別れると、ナツは予定通りにおもちゃ売り場へと向かった。フユは元のまま、文房具店で友達の到着を待ち続けている。
　おもちゃ売り場にさしかかって、ナツが通路に面した棚の一つを横切っているときのことだった。コーナーのところから、子供が二人飛びだしてきている。

「おっと――」

　ナツは一人目から危うく身をかわして、ついでに転びそうになったもう一人を支えてやった。小学校五年生くらいの、男女二人組である。
「危ないから、走るときはもうちょっと気をつけたほうがいいな」
　丁寧に注意してやると、転びそうになった男の子のほうは深々と頭を下げた。ぶつかりそうになったのは、手前にいる女の子のほうではあったけれど。

「ごめんなさい。今度からは気をつけます」

　ちょっと幼い感じはしたが、男の子は素直に謝っている。何となく、育ちのよさを感じさせる態度だった。
　一方で、女の子のほうは特に反省するそぶりもなく、男の子にさっさと来るよう目で合図をしている。子供ながらに横暴さが板についていた。

「サクヤも謝ったほうがいいよ」
　と、男の子は良識的にたしなめるが、女の子のほうは取りつく島もなかった。
「別にあたしは悪くないんだからね、ニニ。それより、早く行きましょ」

　ニニと呼ばれた少年は、申し訳なさそうに悄然とうなだれている。ずいぶんと力関係がはっきりしているようだった。ナツはそれを見て、もういいよ、というふうに手で示してやる。男の子はもう一度だけ頭を下げて、女の子のあとを追った。
「…………」

　どことなく似た雰囲気のある二人だったが、兄妹という感じではない。せいぜい仲のよい幼なじみ、というところだった。同じ惑星をまわる二つの衛星、というような。

　けれど――

　ナツはかすかな違和感を覚えていた。まるでその二人が、だまし絵か何かみたいに。本当はそう見えているだけで、本当はこの世界のどこにも存在などしていないのだ、というふうに。

　それはたぶん、魔法によく似た感じでもあった。

「……いや」

　と、ナツは小さくつぶやく。さすがにそれは、勘ぐりすぎというものだろう。そこにいるのはどう見ても、ごく普通の二人の子供でしかなかったのだから。

　ナツは肩をすくめると、それっきり二人のことは忘れてしまった。黒板の落書きを、あっさりと消してしまうみたいに。そうして頼まれたプラモデルのあるコーナーへ、ゆっくりと歩いて向かった。
※

　――だからもちろん、その二人があとでこんな会話をしていたなどとは、ナツには知るよしもないことだったのである。
　二人は広いおもちゃ売り場の、別のコーナーのところに並んで立っていた。

「あれが、〝クラノナツ〟？」
　と、サクヤは訊く。ほとんど桜色の髪をした少女で、それを片側でくくっていた。どことなく、品のよい山猫といった雰囲気をしている。たった今、一欠片の夢の痕跡もなく目覚めたばかりのような、輪郭のくっきりとした瞳をしていた。

「――そうだよ。こんなところで会うなんて、ちょっと意外だったけど」

　ニニと呼ばれていた少年のほうは、棚に並んだ商品を眺めながら答えた。
　彼のほうは少女と違っていかにもおっとりとした、多少鈍重そうな表情をしている。ほっそりとした体格と、天使を思わせる顔つきをしていた。その容貌には、年季の入った古い機械で製造されたかのような不思議な柔らかさと温かみがあった。
「いいの、あのまま放っておいて？」

　サクヤは前を向いたまま、唇を尖らせるように言った。見ため通りに感情表現の豊かな少女である。
「大丈夫だよ。その気になれば、いつでも殺せる。あの人の魔法については、もうわかってるんだから」
　少年は無機質な表情とは裏腹の、ひどく物騒なもの言いをした。
　傍から見れば、それは玩具を探すのに夢中になっている二人組の子供にしか見えなかった。仲のよい、どこにでもいそうな二人組。だが奇妙なのは、その会話が近くにいてもまったく聞きとれない、ということだった。

　まるで、その二人のまわりからだけ、空気が抜きとられてしまったみたいに――

「けど、意外なところで希槻さまの邪魔になるかもしれないわよ」

　サクヤはあくまで、自説をひっこめようとしなかった。

「どうかなあ」

「それに、あのフユってのも何だか怪しいし」

「二人は同じ中学だし、別におかしくはないよ。どっちにしたって、それはボクらの仕事じゃない。放っておけばいいんだよ」

　言われて、サクヤはうんざりした顔で首を振った。太平洋の真ん中にいても気づきそうな、わかりやすい表情である。目印としては便利かもしれなかった。
「あんたって、本当に面白みってものに欠けた性格してるわよね」
「そうかな」

　別に罵倒される趣味があるのではないだろうが、ニニは平気でにこにこしている。どうやら、この二人は普段からそんな調子らしい。
「ボクにはよくわからないけど、でもサクヤはどっちかというと熱血漢て感じだよね」

「どうかしらね」

　相手をするのも面倒そうに、サクヤは投げやりに答える。

「でも、そのほうが人間らしくていいよ」

　そんなふうに言われて、サクヤは黙ってしまう。急に手の平に乗せられた、きれいな色の花びらの処遇に困るみたいに。
「……あ、これなんて可愛くないかな？」

　不意にそう言って、ニニは天使みたいな無邪気さで玩具の一つを手に取った。

　サクヤがのぞきこんでみると、そこには脳天を割られて血反吐をはきだしているような、熊か何か正体不明のおもちゃがあった。何に使うのかもよくわからなかったが、ひどく不気味なことだけは確かである。

「本気で言ってるの、それ……？」

　いっそ悪夢でも見ているほうがましだとでも言いたそうな、サクヤの口調だった。

「うん、せっかくだから買っていこうかな。今日は何でも好きなものを買っていいって言われてるし」
　サクヤはため息といっしょに、いくつかの言葉も力なく飲みくだした。たぶん、そのうち胃がうまく分解してくれるだろう。もしも自分の体に、そういう器官が備わっていればの話ではあったけれど。

「心配しなくても、ちゃんと仕事はするよ」

　少女の表情をどう解釈したのか、ニニは励ますように言った。まるで、朝の挨拶でも交わすような気軽さで。
「執行者をやっつけるのなんて、本当にたいしたことじゃないんだから」
４
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんじょうしずか),千條静)は焦っていた。

　仲間からの呼びだしだと思って指定された場所へ向かうと、いきなり魔法での攻撃を受けたのである。彼はすぐさま逃走に移ったが、敵の追撃は続いていた。おまけに、その正体は不明である。
　千條は魔法委員会の〝執行者〟だった。

　世界における魔法の存在を統轄するのが、魔法委員会の役目である。完全世界の失われたこの世界において、魔法の使用はその均衡を著しく危険に曝す。その力は、正しく制御されなければならない。
　執行者は、そのための処置を実際に行う人間たちのことだった。魔法に関わる案件の調査、監視、処理が、その主な任務である。彼らには調査対象に関しての生殺与奪の権限さえ認められている。
　そのため、本来なら彼らに対抗しようとする人間など存在しないはずだった。

　はずだった、が――

（くそっ……！）

　千條は路地裏を走りながら、道の分岐に差しかかるたびに〝幻〟を出現させた。自分と同じ姿をしたそれを、別の方向へと走らせる。古典的な表現を借りるなら、それはいわゆる〝分身の術〟というやつだった。見ためには、完全に区別はつかない。ただし魔法の揺らぎでは判別可能なので、自身にも一部に幻を重ねていた。
　彼の魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(メルヘン・ビジョン),精霊工房)〉は、〝好きな幻を作りだすことができる〟というものだった。幻像には動きをつけることも可能だったし、視認範囲でならリアルタイムでのコントロールを行うこともできる。ただしそうでない場合は、幻は数分で消滅してしまう。呼びだしの待ち伏せを回避したのも、この魔法によるものだった。

　角を曲がるときに壁や障害物といった幻像も作りだしてみるが、追跡者を振りきれた様子はなかった。多少の距離はあったが、糸でもたぐりよせるような正確さであとをつけてくる。
　時刻は真夜中で、街に人気はない。月の光はひどく無関心そうに空の上にあった。暗闇は迷惑そうに足音をやりすごすだけである。

　逃走は不可能と判断して、千條はやがて覚悟を決めた。こうなった以上、相手を迎え撃つしかない。場合によっては相手の無力化――つまり、殺傷ということもありえた。

　もう営業の終了したらしいアミューズメント施設の、立体駐車場へと足を入れる。三階部分まで階段をのぼると、明かりこそつけられていたが、駐車されている車はほとんどない。千條はすばやく幻の車をいくつか作りだすと、そのうちの一つに身を隠した。外周の付近で、そこからなら駐車場の全体を見渡すことができる。
　執行者として、千條は魔法以外にも様々な訓練を受けていた。ピアノの消音ペダルでも踏むみたいに呼吸を整えると、腰に装着したヒップホルスターからＨ＆Ｋ・ＵＳＰを抜きだす。下手な魔術具を利用するよりは、こちらのほうがよほど実用的だった。
（さあ、来るならこい……）

　千條は心音さえ低くなるように、息を殺している。今までの様子からして、おそらく相手はこの近くまではやって来ているだろう。
　駐車場の電灯が、軽く音を立てて明滅した。飛んでいた蛾が、何かの拍子に地面へと落ちる。暗闇がいっそう深くなっていく気配があった。まるで、海の底へと世界が沈んでいくみたいに。
「……？」

　と、不意に千條は奇妙なことに気がついた。

　自分が隠れている幻の、その一部に不自然な歪みが生じている。水面に釣り糸をたらしたときの、ごく小さな波紋に似たものがそこにはあった。その場所で空気の屈折率がわずかに変化している、という感じである。

　特に考えることもなく、千條はその歪みに手をのばした。

　触れても、何の感触もない。指を離しても、状態は同じである。床にできた光の点に指を置いても、何の変化もないのと同じで。

　けれど――

　そこには、かすかな魔法の揺らぎがあった。

「――！」

　気づいて、千條が立ちあがったときにはもう遅い。
　彼の背後で、鉄柵の上に足を降ろすかすかな音が聞こえた。追跡者はどういう方法を使ってか、階段も使わずに直接その場所に飛んできたらしい。

　もちろん、千條の潜伏位置を正確に把握して。

　そう――

　千條が気づき、そして不用意にも触れてしまったかすかな空間の歪み。

　それは、やはり古典的な表現を借りるなら〝鳴子〟と呼ぶべきものだった、追跡者は魔法を使って微細な糸状の振動波をはりめぐらし、触れたものの位置を検出していたのである。

　だが、千條静がそこまでのことを理解したかどうかはわからない。

　何故なら背後を振り向いた瞬間、胸に当てられた誰かの手によって、その心臓の鼓動は永遠に停止させられていたからである。まるで、ストップウォッチのタイマーを止めるみたいに。
　彼が最後に理解できたのは、自分を殺したその相手が子供みたいな姿をしている、ということだけだった。

　天使みたいに、ひどく無邪気な顔をした子供の姿を――
５

　それから、数時間後のことである。

　すでに深夜をまわり、ほとんどの人間は眠りについている。立体駐車場にはまだ明かりが残っていたが、それもやがては消えるだろう。どんなものにも、休息は必要だった。
　駐車場の三階部分には、二人の男がいた。

　あまり、柄のよくなさそうな二人組である。一人はコートに安物のスーツを着た、目つきだけがやけに鋭い小太りの中年男だった。もう一人はパーカーに派手な金髪をした、いかにも軽薄そうな若者である。

　二人のあいだには、死体が一つ転がっていた。

　それはもちろん、千條静のものだった。心臓は完全に停止している。体は死後硬直によって冷たく固まり、皮膚は間違った服でも着せられたみたいに白く変色していた。とはいえ、外傷も血の跡もないため、あまり死体らしい感じはしない。

　もう四月とはいえ、夜になればそれなりに冷えこんだ。月の光は世界を温めてはくれない。じっとしていると、今にも息が白く凍りつきそうだった。
「……で、こいつはいったい何をしたんすか？」

　金髪のほうが、しきりに体を揺すりながら訊いた。寒いせいもあったが、本物の死体を前にして緊張しているせいもある。

「さあな」

　小太りのほうは、それに比べるとひどく落ちついていた。場馴れしている、という感じでもあった。

「売り上げ金でもくすねたんすかね？」

「いいや、こいつは俺たちなんかとはまるっきり違った理由によるらしいぞ」

　金髪の質問に、小太りはかすかに含み笑いをして答えた。

「違う理由って、何すか？」

「魔法らしい」

　言われて、金髪はきょとんとした顔をする。ひどく間の抜けた表情だった。

「何かの冗談すか、それ？」

「いいや、百パーセントまじらしい。詳しいことは俺も知らんがな。まあ、俺たちみたいな下っ端にゃわからん話だし、知る必要もないってことだろう――」

　その二人組は、ある非合法組織の末端としてここにやって来ていた。単純な使い走りで、詳細などについては知らされていない。ただ小太りのほうは、この仕事が内容ほど疎かなものではないことは察していた。上のほうの幹部と何らかのつながりのある人物からの依頼で、そいつは「コウジョウ」という名前らしかった。わかるのはそれだけで、あとは男か女かも判然とはしなかったが。
　それからしばらくして、スロープをのぼって車が一台やって来ていた。特にどうということのない白いワゴン車だったが、もちろん遊びに来たわけではない。
　男たちに与えられた仕事は、死体の見張りとその処理だった。処理といっても、コンクリートで固めて海に沈める、といったことではない。それはこれから、ワゴン車に積んできたものによって行われる予定だった。

　二人の前でワゴン車が停まると、中から男が一人降りている。二人と同じ組織に属する人間で、陰気そうな雰囲気に能面のような顔つきをしていた。男は指定された場所まである物を受けとりに行き、それからここまでやって来たのである。ひどく手間のかかる話だった。
「……例のものはもらってきたのか？」

　小太りが訊くと、能面は黙ってうなずいている。

「ええ、後ろに積んであります」

　後部ハッチを開くと、そこには倒したシートの上に細長い箱のようなものが置かれていた。何か複雑な装飾が施され、表面には漆塗りのような艶があった。その黒さは、夜の一番深いところからすくいとってきたようでもある。

　それは一般的には、棺桶と呼ばれる形状をしていた。

　〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(バニッシュメント),消失魔法)〟の魔術具――

　それがそういうものであることを、むろん三人の誰もが知らない。知っていたとしても、理解することなどできなかっただろう。すでに魔法はかけられていたため、この場に魔法使いがいる必要はなかった。
「――で、こいつをどうするんすか？」

　三人がかりでその箱を地面に降ろすと、金髪がいかにも頭の鈍そうな訊きかたをした。
「死体を放りこめって話だ」と、小太りが答える。
「そりゃ棺桶ですからね」

「ところがそいつに死体を入れると、体だけ消えてなくなっちまうらしい」

「……まじすか」

　金髪は初めて見る昆虫でも目にしたみたいに、気味悪そうな顔で棺桶をのぞきこんでいる。

「ともかく、俺たちは指図通りに仕事をするだけだ――ところで、お前煙草持ってないか？」

　小太りは能面のほうを向いて言った。
「ありますが、車の中ですね」

「悪いが、取ってきてくれるか。ちょうど切らしちまってな」

　能面は文句も言わず、運転席へ戻っていった。そのあいだ、残った二人は死体と棺桶を見比べている。小太りが何か冗談を口にしようとした、その時――

　突如、轟音が鳴り響いた。

　ほんの数メートル先に落雷が直撃したかのような破砕音である。空気を無理やり引き裂き、空間に風穴を開ける、そんな音の衝撃だった。

　二人の心臓は幸いにして停止することはなかったが、もちろん同じくらいに驚いている。二人とももぐら叩きでもするみたいにすばやく、後ろを振り向いた。
　そこには、一人の男が立っている。

　ひどく、体格のよい男だった。身長は一メートル九十ほどもあるだろうか。ひきしまった体つきをしていたが、鈍重そうな感じは少しもない。そのたたずまいには、古代のギリシャ彫刻を思わせる力感があった。癖のある縮れた髪をして、顎髭を生やしている。全体としては、巨岩を割って根を張った樹木のようでもあった。
　やや奇抜なトレンチコートに、真紅のレザーグローブ、それにワークブーツに似た靴をはいている。一見すると正体不明の人間だったが、それが妙に似あっているようでもある。
　だが、異常なのは男の目の前にある光景だった。

　そこにはフロントが大きく陥没し、フレームそのものも無残にひしゃげてしまったワゴン車の姿があった。まるで、一つ眼の巨人にでも踏みつぶされたような格好である。もはやドアなど開きそうもなかったが、そもそも運転席の男は茫然自失でしばらくは動けそうもない。

　その異様な光景を作りだしたのが、目の前の男なのは間違いない。
　が、それに類するどんな破壊兵器も、男が持っている気配はなかった。というより、こんな状況をどうやれば引き起こせるというのか。
「――誰だ、てめえは？」

　混乱の中でもっとも早く我に返ったのは、小太りの男だった。とはいえ、歯車の狂った時計みたいに、声がうわずってしまうのはどうしようもない。

「お前らが、俺の名前を知る必要なんぞあると思うか？」

　男は嘲笑うように告げた。

（くそっ――）

　舌打ちしながら、小太りの男は胸元から拳銃を引き抜いた。こんな話は聞いていない。よくわからない話だとは思ったが、まさかここまでとは。

　銃を向けられても、男に動揺する気配はない。むしろ、呆れたような表情を浮かべている。

　――おやおや。

　とでも、言うように。

「おい、動くんじゃねえぞ。俺は脅しでやってるんじゃない。お前が何者か知らんが、舐めた真似しやがると、ぶっ放すぞ！」

　小太りは恫喝した。が、
「やってみろ」

「……何？」

「やってみろ、そうすりゃわかる」

　男は、不遜としか言いようのない顔をしている。

「この――」

　恐怖や不審よりも、かっと来るほうが先だった。小太りは引き鉄を引いた。派手な炸裂音を響かせて、弾丸が発射される。小太りには自信があった。弾は間違いなく男に命中する。次の瞬間には、男は地面に倒れてうめき声をあげているだろう。

　弾丸は確かに、命中した。

　だが――

　小太りはもう一度、信じられないものを目にした。

　高速度で射出された鉄の塊は、男の体に衝突すると甲高い音を立て、衝撃のほとんどを吸収して地面に落ちた。まるでパチンコ玉か、何かみたいに。
「どうだ、わかっただろう。そんなことをしても無駄だってな」

　男は不敵に笑う。

　続く小太りの判断は、早かった。この男は闇雲に銃を撃ちながら、急いで逃げようとした。もはやこれは、彼の手に負える話ではない。

　けれど男の反応は、それよりなお早かった。

　ボクシングでいう追い足とか、そういう次元の問題ではない。まるでカードゲームで一つ飛ばしを食らうように、一瞬後には小太りの襟首は締めあげられ、宙吊りにされていた。片腕で、スーパーの買い物袋でも掲げるみたいに楽々と。

　小太りは空しく足をばたつかせ、苦しそうにうめいた。締めあげられたときに、銃は落としてしまっている。
「……は、離せ」

「こいつを殺したのは、お前たちじゃないな」

　男は小太りの苦悶を頭から無視して言った。
「誰がお前たちをここに呼んだんだ？　こいつを殺したのはどこのどいつだ？」

「――おい！　手を離しやがれ」

　その時、不意にそんな怒鳴り声が響いている。

　頭を向けると、そこには金髪の男が立っていた。手には、拳銃が握られている。小太りの落としたトカレフではなく、千條静の持っていたＨ＆Ｋだった。どうやら、どさくさにまぎれてその銃を自分のものにしようと狙っていたらしい。
　金髪はぎこちない顔で凄んでみせた。鏡がないのは幸いだったろう。

「や……めろ」小太りは苦しい息の下で言った。「俺が……いるんだ、ぞ」

「――――」

　男は小太りを抱えたまま、無造作に後ろを向いて歩きだした。金髪の存在など目に入らないかのようである。

　なめんじゃねえ、とお決まりのセリフを吐きながら、金髪は引き鉄を引いた。

　が、かちかちと音がするだけで、いっこうに銃弾が発射される気配はない。慌てる金髪を尻目に、男は外縁の鉄柵へと近づいていった。そうして、一列に並んだ縦棒の一つを手につかむ。

　どうするつもりかと小太りが訝っていると、聞いたこともないような音を立てながら、男は力任せにその棒を折りとってしまった。もはや、人間の仕業とも思われない。

　その棒を片手に、男は小太りを地面に放り投げる。例え空っぽのスーツケースだったとしても、文句を訴えたくなるような手荒さだった。
　地面に背部を強打した小太りは、すぐには身動きがとれない。金髪はまだ銃の扱いに窮したままだった。男は小太りのコートの裾を踏みつけると、その上から狙いを定めた。

　小太りは慌てて後ずさろうとするが、男の足はコートの上でびくともしない。振りあげられた腕の先で、棒の先端がはっきりと体をとらえていた。暗がりで、男の表情は読めない。小太りは思わず目をつむった。
「待てっ、やめ――」

　悲鳴は異様な物音で遮られている。

　小太りは激痛を覚悟したが、意外にも何の痛みもない。恐る恐る目を開くと、もはや驚く気力もなくしてしまう光景が、そこには待っていた。

　駐車場のコンクリートの床に、何の変哲もない鉄棒が深々と突きささっている。どこかの岩に刺しこまれていたという、由緒ある聖剣よろしく。

　鉄棒はコートの股下のあたりを串刺しにしているため、小太りは身動きが取れない。冷静に対処すれば上着を脱げばいいだけなのだが、もはやそんな意志さえ喪失してしまっていた。

　それだけのことをすませてしまうと、男は金髪のほうへと向かった。英雄に追われる亀ほども慌てた様子はない。

「使えもしないものを使おうとするのは、よすんだな」

　それだけを言うと、男は金髪の首を抱えて強烈な膝蹴りをみまった。丹田を一撃されて、金髪は意識を保つのもおぼつかなくなる。

「――さて、あらためて質問だ」

　男は死神に似た足どりで小太りのほうへと戻った。

「お前たちの依頼主は誰で、こいつを殺したのは何者だ？」

「知らねえ、知らないんだよ。俺たちはただ死体の処理を頼まれただけで、詳しいことは何も知らねえんだ」

　小太りは刺さった鉄棒にすがって、細かく体を震わせながら喚いた。

「……本当か？」

「嘘じゃねえ。頼んできたのは、コウジョウとかいうやつだ。本当にそれ以上のことは知らねえ。もう勘弁してくれ――」

　小太りの言葉に、男は顔をしかめた。その「コウジョウ」という言葉に。

　なおも命乞いを続ける相手を無視して、男は死体の――千條静のほうへ近づいた。同じ執行者としての仲間だった彼のところへと。

　それから携帯端末を取りだすと、男はどこかへ電話をかける。相手はすぐに出たらしく、「……千ヶ崎だな？　俺だ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むろでら),室寺)だ」と短く告げて、男はすぐに会話をはじめた。
「……ああ、千條のやつはやはり殺されちまったらしい。方法はわからん。見たところ外傷はない……わかってる。事態は思っていたよりずっと深刻だ……それから、もう一つ確定したことがある。相手はやはり、あの鴻城希槻らしい。例の情報源のこともあるが、たった今その名前を聞いたところだ……そうだな、早急な対策が必要だ」

　それからさらに二言三言つけ加えて、男は通話を切った。途端に、夜の沈黙があたりを覆っている。鳥が、樹上の巣にでも戻ってくるみたいに。

「――今日のことは忘れろ」

　男はそう言うと、棺桶と死体のそれぞれを担ぎあげた。

「それが、お前たちのためだ。魔法使いでない人間が、魔法に関わる必要はない」

「…………」

　忘れろと言われたところで、そもそも誰一人目の前の事態を信じることなどできていなかった。朝、眠っているあいだに見たはずの夢を、思い出せないのと同じで。こんなことが、現実であるはずがなかった。
　男が去っていくと、そこには半壊の車と、地面に突き刺さった鉄棒、狐につままれたような三人の男たちという現実のほかは、何も残っていない。

　――すべてのことは、幻でしかなかったように。

６
　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しぶかわひろあき),渋河弘章)は、政治家だった。

　やや太鼓腹で頬のたるんだ、あまり健康的とはいえない風貌をしている。歳は六十近く。髪はすでに薄くなりはじめていた。地方議員を十五年ほど務めたのち、国会議員として当選。現在、三期を順調に重ね、近々行われるはずの解散総選挙においても、当選確実と言われていた。いわゆる、中堅議員というやつである。

　多くの議員と同じで、渋河弘章は政治的理想など持ちあわせていなかった。国家機構は理想論では動かない、ということを知っていたからである。政治に必要なのはあくまで、実利と安定だった。

　あくまで現実的なその彼は現在、来期に向けて忙しいはずの地方遊説を放りだして、ある屋敷を訪ねようとしている。

　その人物の屋敷を訪れるときは、必ず相手の用意した車に乗せられることになっていた。車を運転するのは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あきはらひさのり),秋原尚典)といういかにも執事然とした初老の男である。ボンネットには、特徴的なマスコットが飾られていた。その車はあまりに静かで振動の少ないため、まわりの景色のほうだけが移動して、自分は少しも移動していないような錯覚に陥るくらいだった。
　渋河はその人物の屋敷を何度か訪れたことはあったが、そのたびごとに案内される道順が違っているようだった。どうやら、そうした場所をいくつも持っているらしい。屋敷はどれも似たような造りで、人里からは離れていた。ローマ皇帝の別荘地でも思わせるような閑雅さである。あるいは、渋河の知らない屋敷がまだほかにもあるのかもしれなかったが、それをわざわざ知りたいとも思わなかった。

　渋河を乗せてきた車は、やがて森に囲まれた屋敷の玄関でとまった。運転席の秋原が、わざわざ席から降りてドアを開けてくれる。渋河が車から降りると、その老人は車に戻ってそのままどこかへ行ってしまった。

　一人残された渋河が屋敷の玄関に向かうと、そこにはある青年が待っていた。

　大学生、というところだろう。この場にはちょっと不釣りあいな若さだった。そのくせ、かけ違えたボタンみたいな、浮ついた感じのするところはない。雰囲気や格好からして、使用人という感じではなく、古い言葉での書生というところだった。
「お待ちしてました。ここからは僕が案内します」
　と青年は慇懃な態度で言う。けれどそこには、どこか相手の存在を軽視するところがあった。星々の距離や地質年代に比べれば、人間などたいしたものではない、というふうに。
　渋河は青年に案内されて、屋敷の中を歩いていった。館内は恐ろしく静かで、まるでその静寂を作るためにこの屋敷があるかのようだった。たいそうなものだ、と渋河はこうした屋敷を訪問するたびに同じ感想を抱いた。
　ほどなく、渋河は一室に通されている。青年はノックをしてから、返事も待たずに扉を開けた。そういうふうに指示されていたのだろうが、いかにも平然としすぎている。まるで禅の境地だな、と渋河は内心で青年のことを皮肉っぽく笑った。
　彼のような人間に言わせれば、この場所はあまりに現実離れしすぎていた。芸術家気どりの連中がいくら真善美を主張したところで、世界の実勢はあくまで現実によって支配されているのだ。歴史がそれを証明している。世界は恐ろしく頑丈なのだ、と。
（……ふん、まあいい）

　青年に続いて、渋河も室内に足を入れた。

　執務室、とでもいうところだろう。飾り気のない部屋には、重厚な机だけが威圧的ともいえる質量で構えていた。調度品の類はほとんどなく、窓からの光だけが唯一の装飾とでもいうようである。明かりはつけられていなかったが、そのせいだけとは思えない、奇妙な種類の暗闇がその部屋にはあった。
「連れてきました、鴻城さん」
　と、青年は告げた。まるで罪人を連行してきたような口ぶりである。書生にしても、こんなひどい口上はしないだろう。
「――ああ、ご苦労だったな」

　机の向こうに座った人物は、それを咎めもせずに軽く手を振る。青年はうなずくと、部屋の隅へと下がっていった。
　渋河は一瞬だけ、自分の気持ちを整理しなおした。そうしないと、この人物の前では何をされるかわかったものではなかったからである。まるで、悪魔とでも取り引きを交わすみたいに。
　その男は悠然とした態度で、渋河のほうに目をやった。路傍の石を見るほどの好意さえ、そこからはうかがえない。その顔には冷笑という言葉さえ生ぬるいほどの、氷点以下の温度しか持たない笑みが浮かんでいる。
　――鴻城希槻。

　それが、男の名前だった。

　外見的には渋河と比べてまだ若い、四十にもなっていない年齢に見える。オールバック風の髪型に、ほとんど隙のない服装をしていた。その右手の人さし指には、特異な意匠の指輪がはめられている。心身ともに鋼か何かで鍛造されたような雰囲気で、恐れや反抗心を抱くまえに、それを諦めてしまいそうだった。もしも途方もない時間をかけて暗闇の一番深いところが結晶化すれば、こんな男ができあがるのかもしれない。

「久しぶりだな、渋河さん」

　イスに座ったまま、鴻城は言った。渋河はもちろん立ったままである。位置的には見おろしているはずだったが、渋河には少しもそんな気はしなかった。

「ええ、半年ぶりほどになりますかね」

　渋河はかみ終わったガムみたいに強ばりそうになる顔を、無理に微笑ませて言った。
　およそ十年ほど前――それが渋河と鴻城が初めて対面したときである。その際、渋河は選挙戦に関するいくつかの援助を受けとっていた。主に、資金と人脈についてである。当選するのは当たり前の話だった。ダーツの矢を的まで歩いていって刺したようなものだ。
　とはいえ、その援助がどこから湧いてでたのかは、渋河は知らない。打ちでの小槌か、例の触ったものが黄金になる王様の手でも持っているのかもしれない。渋河にとって、それは今もって謎でしかなかった。
　そして何より、鴻城希槻というこの男は、その頃から少しも歳をとっていないように見える。まるで時間が停止して、十年という歳月など存在しなかったかのように。

（俺はやはり、悪魔とでも取り引きしようとしてるんじゃなかろうか）
　と、渋河は思う。だがそんな内心の疑懼を、彼は飲みくだした。ここが現実であることは間違いない。そして現実は決して崩れさることはない。

　この世界に、魔法でも存在しないかぎりは――

「今日お伺いしたのは、折りいってお頼みしたいことがありまして」

　渋河は平身低頭の態度で言った。
「だろうな」

　それに対して、鴻城はあくまで悠然としている。

「でなけりゃ、多忙な国会議員がわざわざこんな僻地にまで足を運んでくるわけがない」

　鴻城の言葉に、渋河は眉一つ動かさない。この程度のことを気にする必要はなかった。

「……ところで、ここから先は内密の話をお願いしたいのですが」

　そう言って、渋河は部屋の隅にいる青年のほうに目をやった。が、鴻城はにべもない。

「いや、そいつのことをあんたが気にする必要はない。というより、あんたのお頼みとやらにはおそらく、そいつが必要になるだろうからな」

　渋河はやや不審そうな顔をしたが、もちろん文句を言える立場ではない。不承不承、そのことを受けいれた。
　それから渋河は、一枚の封筒を取りだす。ごく一般的な、事務用のものである。彼はそこから、一枚の便箋を抜きだして机の上に進めた。

　鴻城は面白くもなさそうな顔で、その便箋を手にする。

「やつの遺書だろう」
　と、それが何なのか、この男はすでに予見していたらしい。

「おわかりなら、話は早い」渋河は言って、一挙にまくしたてた。「そいつは確かに、うちの親父が書いた遺書です。本来なら持ちだせる物ではないんですが、まあ特例というやつです。ところが、その遺書の内容というのが話にならないんですな。生前持っていた財産はすべて破棄、もしくは慈善団体へ寄附しろ、というんです。家族やお袋にも何も残さずに、です。どうやらあの男は、天国か地獄へでも財産を持っていけると勘違いしたらしいですな。ふざけた話だが、遺書は法的に正式なもので、私には手の出しようがないんですよ」

　鴻城はやはり興味のなさそうな顔で、指に挟んだ紙をひらひらさせている。
「それで、俺にどうにかして欲しい、と」

「聞いていますよ」
　と渋河は急にずるそうな顔つきをした。「あなたには、そういう力があると。それが何のことなのかは、私には見当もつきませんがね」

「…………」

　鴻城は少し、黙っていた。秤に載せれば重さが量れそうな沈黙である。

「――あんたは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そぶえしゅうさく),祖父江周作)という男を知っているな」

「祖父江？」

　知っているも何も、大学の同期で渋河にとっては一種の子分だった男である。何かと世話をしてやったことがあり、国家試験に合格して官僚になった今でもつきあいがあった。

「ああ、そうだ、その祖父江だ。あんたからそいつに、あまり派手な動きはするな、と伝えてくれ」

「派手な動き？」

　反問は、しかし鴻城によって拒否されている。

「あんたがそのことを知る必要はない。あんたはただ、伝えてくれればいいんだ。俺のことを口にする必要もない――それが、あんたの頼みとの交換条件だ」

「……たった、それだけのことが？」

　渋河は戸惑った。しかし、

「不満か？」

　と訊かれて、壊れた人形みたいに大慌てで首を振る。そんな条件でいいのなら、渋河としてはこちらからお願いしたいくらいのものだった。

「もちろん、構いませんよ。これでも私は、あの男とは懇意ですからな」
　まるで恩を着せるような口ぶりで、渋河は言った。

　それはけっこう――と、鴻城はかすかな笑みを浮かべる。相変わらず温度というものを持たない、そんな笑顔を。

「――あれで、魔法委員会への牽制になるんですか？」

　秋原に案内されて渋河が部屋から去ったあと、青年は訊いた。

「なるのさ」

　鴻城は見慣れた文字の並んだ便箋を眺めながら言った。人生の最後に残すものとしては、頼りないほどの薄さである。

「俺は委員会という組織をよく知っているんだよ。何しろ、あれの創設に関わったのは俺自身なんだからな」
　青年はその言葉に、返事をするのは控えておいた。魔法委員会が正式に発足したのがいつにせよ、相当の昔であることは間違いない。いったいそれに、どう鴻城が関わったというのか。
「それはともかくとして、だ」

　と、鴻城はその紙を青年のほうに差しむけた。
「こいつはお前の仕事だ、清織。お前の〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ヘヴン・デバイス),神聖筆記)〉のな――」

　〈神聖筆記〉

　それは、〝記された文字を自由に編集する〟魔法だった。それが文字でさえあれば、肉筆、印字、刻字、いずれの種類も問わず、材質にも左右されない。古代の石版であろうと、電子書籍であろうと、完璧な改竄が可能だった。

「あの人とは、どういう知りあいなんです？」
　清織は文章にざっと目を通すと、書き換えるべき文章のあたりで魔法の揺らぎを作った。ワープロでの編集作業でも行うように、何の痕跡もなく既存の文字列が変更されていく。
「やつとはじいさんの頃からのつきあいだ」

　と、鴻城はこともなげにそんなセリフを口にした。

「三代そろってろくでなしだが、まあ俺にとってはどうでもいいことだ。実に現実的な連中だよ。反吐が出るくらいにな」

「父親のことを、憎んでいたようですね」

「ああ、無理もないな。憎まれて当然だろう。息子に輪をかけた、エゴの塊みたいな男だったからな。一種の精神異常というところだ。だが遺書に関しては、やつは読み違いをしている」

「読み違い、ですか？」

「あれはやつが突然、慈悲の心に目覚めたなんてものじゃない。おそらく、嫌になったんだろうよ。実業家として散々稼いできたが、虚しくなったのさ。気づくのが少々遅かったがな。やつにすれば、もう天国にも地獄にも持っていきたくなかったんだろう」
「何をです？」

「俺と関わったことを、だよ」

　鴻城は即答した。

「…………」

　清織は無言のまま、便箋を差しだす。鴻城は黙読でそれをチェックした。文言は、「遺産は法の定めたるところに従って分配されるべし」という毒にも薬にもならないものに変わっている。もちろん、改変の痕跡はどこにもない。いくら調べたところで、そんなものが見つかることはないだろう。

　それから文章の末尾に、こんな一言が加えられていた。「本当の財産は、我が胸のうちに眠る――」
「何だ、この最後の一文は」

　と、鴻城は吹きだして言った。

「少し花を添えておこうかと思ったんです」

　清織はごくまじめな顔で、笑いもしない。

　ふん、と鴻城は鼻を鳴らし、「――まあいいだろう」と便箋を机の上に放りだした。あの男がそんなことをいちいち気にするとは思えなかった。それどころか、最初からそう書いてあったのだと思うかもしれない。

「ところで、お前が結社に来てどれくらいになる？」

　不意に、鴻城は話題を変えた。
「……七年ほど、ですね。懐かしいというような時間でもありませんが」

　新月みたいな表情のない憎まれ口を、けれど鴻城はあっさりと無視した。

「何故、俺がお前を重用するかわかるか――？」

「便利だから、でしょう」

　清織はしれっと、自らそんなことを口にする。

「そうだな、暇なときにはつまらん憎まれ口も聞ける」鴻城はにやっと笑った。「だが本当の理由は、わかってはいないだろう」

「何ですか、それは？」

「……聞きたいか？」

　猫が鼠をいたぶるような鴻城の表情に、清織は軽く肩をすくめた。時計を見てどこかへ急ぐ兎を追いかけるような趣味を、清織は持っていない。
「どうせ教えてはくれないんでしょう？」

　鴻城はその通りだというふうに、ふっと笑った。

「だがそうだな、これは言っておいてやろう。お前は俺によく似ている。心の芯から凍りついているところがな。それはいくら季節が巡っても、決して融けることのない氷だ。永遠と絶対の名においてな。そしてもう一つ、お前は何かを企んでいる」
「ずいぶんな言われようですね」

　と清織はとぼけた。が、鴻城は言う。
「奈義真太郎のこと、俺が気づかないとでも思ったのか？」

「…………」

「まあいい」鴻城は何故か、それ以上詰問はしなかった。「お前は俺のいい退屈しのぎになる。お前はほかの連中とは違った形で〝完全世界〟を求めているようだからな」

　清織はやはり、返事をしなかった。井戸に放りこんだはずの石が、いつまでたっても何の音も立てないように。

　紙を手に取って立ちあがり、鴻城は部屋を出ていこうとした。けれどその途中、ふと気づいたみたいにして口を開く。

「委員会の執行者として、室寺のやつが来ているらしい。俺が言うのもなんだが、あの男の〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(モンスター・スペック),英雄礼讃)〉は少々厄介だ。委員会本部のほうには釘を刺しておいたが、場合によっては全面戦争になりかねん。その辺のことは、お前も覚悟しておくんだな――」

　それだけのことを告げると、鴻城は今度こそ部屋から出ていった。

　小さな音を立ててドアが閉まると、あとには清織と、いくらか密度の薄くなった暗闇だけが残されている。

　清織はふと、窓の外に目を凝らした。春の陽射しは、こんな場所でも祝福するように輝いている。

「――覚悟なら、もうできている」

　清織は誰に向かってでもなく、つぶやいた。

　そう――

　そんなものは、とっくの昔にできあがっているのだ。あの日の夜から、すでに。

　永遠と絶対の名において。

７
　河川敷には、ほとんど満開の桜が咲き誇っていた。その桜色は、風景そのものに色をにじませるような色調をしている。風が吹くと、まるであたりを彩色するみたいにして花片が散っていった。すべてのものを淡く、白く、世界の成り立ちそのものを柔らかく揺らしながら。

「…………」

　牧葉清織はそんな土手ぞいの道を、ゆっくりと歩いていた。

　春の世界とは対照的に、この男の周囲だけがどこか暗かった。まるで夜の一部が、そこにだけ残っているかのように。
　華奢というよりは、普通の人間なら必要とするものを身につけなかった、という体つき。月の光で描いたかのような、怜悧な面立ち。どこといった変わったところがないにもかかわらず、その存在は零と一のあいだほども世界と隔たっている。その顔には笑顔を作っただけでも壊れてしまいそうな、そんな表情が浮かんでいた。
　土が剥きだしになった道を、清織は歩いていく。両側の桜の木から影が落ちて、空気は少しひんやりとしていた。春の陽気は、その向こう側にある。

　しばらくすると、そこにはベンチが置かれていた。誰かが忘れていったような、くすんだ色をしたプラスチック製のベンチである。

　そこに、少女が一人座っていた。

「――遅いよ、お兄ちゃん」

　彼女――牧葉澄花は、口調だけは怒ったようにして、けれどその表情は間違って崩してしまったドミノみたいに、どうしようもなく笑っていた。
「秋原さんに近くまで送ってもらったんだ。でも確かに、ちょっと遅れたね」

　清織は時計を確認しながら言った。

「いつから〝一時間〟のことを〝ちょっと〟って言うようになったのかしら？」

　そう言われて、清織は苦笑するしかない。

「だから、たぶん時間通りには来れないって言ったのに」

「でも遅刻は遅刻だからね」
　澄花は容赦しなかった。

「ごめん、謝るよ」

　素直にそう言って、清織は澄花と同じベンチに座った。そこからは、一段下がった河川敷と、天橋市の中心を流れるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しらさ),白砂)川が見てとれる。頭上では、桜の木が風に揺れていた。
「あんまり遅いから、お団子全部食べちゃおうかと思ってたところだよ」

　澄花は言って、持っていたプラスチック容器を清織のほうに差しだした。

　容器の中にはちょうど半分だけ、和菓子が残っている。澄花らしいと思って、清織にはおかしかった。例え飛行機が砂漠に墜落して死にそうになったときでも、彼女はやはり、持っている水をみんなで分けるのだろう。

「どう、美味しい？」

　清織が串団子を食べるのを見て、澄花は訊く。

「……まずくはないよ」

　けれど返ってきた感想は、ひどくそっけなかった。大体においてこの青年は味音痴で、食べものの味にはまるでこだわらなかった。一種の健啖家だったが、料理人としてはもっとも腕の振るいがいのない相手でもある。

　それでも澄花は、飽きもせずにいつも感想を求めた。

「――総志じいちゃんがいたら、喜んだだろうな」

　清織は河川敷を眺めながら、ぽつりとつぶやくように言った。

「うん、そうだね。おじいちゃん、こういうのが好きだったもんね」

　澄花もどこか遠い目をして、それに答える。

　二人のあいだを、古くて懐かしい時間が流れていた。河川敷では兄妹なのか、二人の子供が走って遊んでいる。そんなすべてを、春が桜色に包んでいた。

「……そういえば、宮藤くんに会ったよ」

　と、澄花は不意に言った。

「ああ、どうだった？」

　清織は桜餅を葉っぱごと頬ばりながら訊いた。その様子は、裁断機が紙を細かくしているのにどこか似ている。澄花はちょっと笑いながら言った。

「いい子だったよ。強くて、素直で――私たちとは違ってる」

「そうか――」

　河川敷では二人の子供が、舞い散る桜の花びらに手をのばしていた。まるで、幸福の欠片でも摑もうとするみたいに。一人の指先が、その小さな花片を手にする。けれどそれはやっぱり、ただの何の変哲もない白い花びらであるにすぎない――

　それから少しだけ、時間が流れた。世界がより桜色に染まるだけの時間が。

「――もうそろそろ、終わりかもしれない」

　清織はそっと、もう壊れてしまった玩具でも手渡すように言った。

　それに対して澄花は何の迷いもなく、北極星が今もそこにあるのと同じくらいの確かさで答えている。

「清織といっしょなら、私は何も怖くなんてないんだよ――」

　はじまったばかりの季節の中で、桜は確かに散っていく。

［二つめの始まり］
１

「――いい？　魔法の揺らぎを作るの。そうしてゆっくり、それを魔術具に近づけていく」
　と、佐乃世来理は指示した。
　場所は、夕凪町にある彼女の自宅の一室である。部屋の床と天井には奇妙な模様のようなものがあり、壁面は白い漆喰で固められていた。窓はなく、今は明かりも消されて、小さなロウソクの炎だけが暗闇に浮かんでいる。
「……はい」

　アキはうなずいて、手元にある物体に意識を集中させた。二人は小さな机を挟んでイスに座っている。机の上には、すり鉢のようなものに丸い球を乗せた、奇妙な物が置かれていた。

　それは〝発光魔法〟の魔術具だった。魔法には揺らぎを形にするために魔術具を利用する一般型と、魔法使い自身を利用する特殊型が存在している。〝発光魔法〟は文字通り、光を作るための魔術具だった。

　二人は現在、魔法の訓練中だった。佐乃世来理は、魔法委員会によって〝管理者〟と呼ばれる役柄を委託されている。その仕事は、主に魔術具の収集や管理についてのものだったが、希望者に対して魔法の訓練を施すことも含まれていた。魔術具の利用と、管理者自身が魔法の扱いに長けている、という点で都合がよかったからである。

　この部屋も一種の魔術具で、〝魔法室〟と呼ばれていた。魔法の揺らぎの強化や、その精度の向上、制御の補助といった効果が得られる。揺らぎをうまくコントロールできない初心者には、うってつけの場所でもあった。

　部屋を暗くしているのは、集中力を高めるのと、魔法の発現を確認しやすくするためである。
「揺らぎを近づけたら、魔術具からの反応に注意して。目をつむって手探りするみたいに、その形を理解するの。見ためではなく、その魔法の形をね――」

　言われたとおり、アキは揺らぎとその感触に注意する。

「魔術具はお手本のようなものよ。トレースすべき形を教えてはくれるけど、線は自分で引かなければならない。魔術具の形をよく見て、揺らぎをそれにあわせるの。ゆっくり、小さなコップに水を注ぐみたいに」

　アキは言われたとおり、慎重に揺らぎを魔術具の形にあわせていく。

　魔術具は切れかけの電球みたいに、不規則に何度か明滅した。どう見ても、成功しているとは言いがたい。アキはため息をついた。

　そんな様子を見ながら、来理はどうしたものかと考えている。この少女には何か、アドバイスが必要なようだった。

「いい、アキ――？　揺らぎを形作るイメージは人それぞれよ。自分にあったイメージを思い浮かべなさい。例えば、そうね、絵を描くようなイメージ、パズルを組みたてるようなイメージ……どんなものだって構わない。そのイメージが自分にあっていれば、揺らぎのコントロールはうまくいくはずよ」

　イメージか、とアキは思う。

　けれどどんなものがいいだろう。料理のレシピ、裁縫の型取り、踊りの振りつけ、書道の書きとり――学校の授業を次々と思い浮かべてみるが、どれもいまいちぴんと来なかった。

（音楽は、どうかな……？）
　アキはふと、音に耳を澄ますイメージで魔術具の形を探ってみた。そうすると、前よりも少しだけその形がはっきりとわかる気がした。それから、聞こえた音の種類にあわせるようにして魔法の揺らぎを作る。ちょうど、楽器で演奏するみたいに。

　揺らぎは今までよりずっと正確に、安定して魔術具と同じ形を作った。世界をわずかにだけ組み変えて、青白い光が夜の月みたいに部屋の中を照らす――
「そう、いいわよ。そのイメージを忘れないようにしなさい。じゃあ今度は、揺らぎを強くしてみて。形はそのままで、密度だけをあげる」

　アキは音量をあげるため、楽器を強く、フォルテで弾くイメージを浮かべた。

　けれどその途端、形の輪郭はあっというまに狂ってしまう。強くしようとしすぎて、音程を間違えてしまったのだ。魔法の光は膨らみすぎた風船みたいに、一瞬だけ強く光って消えてしまう。あとにはロウソクの明かりだけが、何事もなかったように揺れていた。
「ちょっと急ぎすぎたみたいね」来理は特に失望した様子もなく言った。「今日のところは、これで十分。格段の進歩よ。揺らぎのコントロールだって、すぐにうまくなるわ」
　アキは深く息をついて、肩を落とした。実際のところとしては、あまり誉められている気はしない。

「……ハル君やフユはともかく、ナツにだって簡単にできるのに、どうしてわたしにはこんなに難しいんだろう」

　と、アキは愚痴をこぼした。

「何事にも向き不向きというのはあるわ。空を飛ぶのだけが鳥じゃない。走るのや、泳ぐのが得意な鳥だっている。でも、それはそれぞれでしょ？　魔法だって、そう」

　なぐさめられて、アキはうーんとうなってしまう。確かにそれはそうなのだけれど。
「――今日はこのくらいにしておきましょう。最後に私がやってみせるから、よく見ておいてちょうだい」

　来理はそう言うと、机の上の魔術具に手をかざした。そして、魔法の揺らぎを作る。

　揺らぎは鍵穴にぴたりとはまるように、その形が一致していた。アキの時よりずっと明るく、くっきりとした光が部屋を照らす。星の光をいっぱいに集めれば、こんなふうになるのかもしれなかった。
「未名さん、て……ハル君のお母さんて、どんな人だったんですか？」

　不意に、アキはそんなことを訊いている。どうしてそんなことを訊いたのか、アキには自分でもわからなかった。その質問は偶然見つけた落し物みたいに、気がつくと口をついて出てしまっている。
　来理はけれど、特に気にした様子もなく答えた。

「そうね、あの子は――未名は頭のいい子だった。ハルを見ていれば、それはわかるようにね。そのくせ妙に頑固で、言いだしたら聞かないところがあった。自分が間違っているとわかっても、それを素直に認められないところが」

　何かを思い出すように、来理はかすかに笑う。そして続けた。

「……けれどあの子は、何よりも失うことを怖れていた。変な言いかたをすれば、物事を大切にしすぎたのよ。この世界で何かを失わずにいられるなんて、無理なことだったのに」

　来理が静かに語るそのあいだにも、魔術具の光に変化はない。揺らぎはまるで、鉱石か何かみたいに安定している。でもそこに、わずかな違いがあるのにアキは気づいた。本来は同じはずの音階が、厳密には一致しないのと同じくらいの。

「――部屋の明かりをつけてくれるかしら、アキ」

　やがて来理は、いつもと同じ口調で言った。

「この不完全世界の私たちにふさわしい明かりを、ね」

２

　スケッチブックの上を、鉛筆が走っていく。そのたびに黒い線が描きたされるが、その描線はすぐに全体と混ざってしまい、見わけがつかなくなった。まるで最初から、そうだったみたいに。
　もう長いあいだ、ナツはスケッチブックにデッサンを続けていた。そこにははっきりフユとわかる少女が、イスに座って本を読んでいる。本物はすぐ目の前にいた。モデルを頼んだわけではないが、読書中の彼女はほとんど静止しているので、描くのには便利である。

　何本かの鉛筆を動かすナツの横では、ハルが邪魔にならないようにそれを見ていた。
「――絵を描いてるときは、何を考えてるの？」

　ナツの手がちょっととまったところで、ハルは訊いてみた。

「特には考えてないな」

　そっけなく、ナツは答えた。そしてまた、淀みなく手を動かしていく。髪の線を足したり、陰影を濃くしたり。そのたびごとに絵がよくなっていくのが不思議だった。まるで帽子からウサギでも取りだされているような気分になる。

「集中している、ということ？」

　ハルは特に気にした様子もなく、さらに訊ねた。
「まあそうかもな。少なくとも、今日の夕飯とかについて考えてるわけじゃない」ナツは鉛筆を立てて、片目をつむった。「けど集中しきってるわけでもないな。できるだけいろいろなものを見て、あまり考えすぎないように、見たままを描き写してるって感じでもある。極端なことをいえば、手を抜いてるな。それくらいの余裕は必要だろう」
「手を抜くのも難しい、ってことかな？」

　ハルは一応、そんなことを言ってみた。

「まあ、そんなところだな」

　いささか適当そうに、ナツは答える。
「――じゃあ、あなたはいつもさぞ大変なんでしょうね。手を抜いてないときがないんだから」

　不意に、そんな声が聞こえた。

　もちろん、フユである。けれど本を読む姿勢は変わっていない。文章から目を離しているのかどうかも怪しかった。
「手厳しいな……」

　と、ナツはおどけたふうに苦笑する。

「けどちゃんとした絵を描いてもらいたかったら、不用意な発言はよしたほうがいいぞ」

「頼んでないわよ、そんなこと」

　冷凍庫に安置された雪だるまみたいに、まるで動じることなくフユは言った。

「絵に変な落書きをされても構わないっていうのか？」

「好きにすればいいわ。それで困るのは、あなたのほうだと思うけど」

　ナツは手をとめてハルのほうを見ると、貝殻がほんの少しだけ開くみたいなため息をついた。「これだから、お姫様はな」

　そんな二人のやりとりを、ハルはただおかしそうに眺めている。

　三人がいるのは、来理の家にある居間だった。庭に面した広い部屋で、そこかしこに古めかしさがしみついている。その辺を見慣れない生き物が走っていても、たいして気にはならなそうだった。庭から入ってくる風や光は、普段よりもどこか礼儀正しい感じがしている。
　アキはまだ来理といっしょに訓練中で、ここにはいなかった。

「――そういえば、この前本を読んだんだ」

　ふと思いついたみたいに、ハルは言った。細部の描きこみに移っていて、ナツの手はやや遅くなりはじめている。

「何の本だ？」

　うるさがりもせず、ナツは訊きかえす。

「複雑系についての本」

「何でまた、そんなの読んだんだ？」

　ボタンの輪郭を濃くしながら、ナツは少し呆れている。

「ちょっと興味があったんだ。それで図書館から借りてきた。ナツのお父さんについての話も載ってた」

「俺の父親ってことは、言語学についての話だな」

　ナツは画面から少し目を離して、実物と比べてみた。ページをめくる以外にほとんど動きがないので、非常に描きやすかった。もしかしたら、その辺のリンゴより描画するのは楽かもしれない。

　と考えてから、それが安易に伝わってしまいそうな気がして、ナツは意識を描線に戻した。まったくのところ、この少女には妙に鋭いところがある。壁があるように見えて、それが透明にできているから、人より冷静に物事が観察できるのかもしれない。

「……言語の初期発生がどうのとか、そんな話だろう？」
　勘づかれる前に、ナツはハルとの会話に集中しているふりをした。
「うん、言語の文法生成過程を複雑系のアプローチによって解析する、とかそんな話」

「何のことだかわからん」

「数式とか、そういうのはぼくもよくわからないんだけど、要するに言葉がどうやってできあがっていたったのかをシミュレートするってことだと思う」
「まあ、それならわかる」

「それで、いくつかある言語生成モデルに、〝アトラクタ〟のあるものとないものがあるんだって」

「アトラクタ……？」

　ナツは眠っているあいだに石ころを詰められた狼みたいな顔をした。

「ひきつける、という意味の英単語。一見、無秩序でランダムな振るまいも、見方を変えるとあるパターンに落ちつく、そういう点のことをアトラクタっていうらしいんだ」

「熱平衡みたいなもんか」

「そう、物事はどこかで一つの点に収束する。それぞれのバランスをあわせて」

「…………」

　ナツはちょっと口を閉じて、瞳のところに鉛筆を入れた。描くということは、何かを描かないということでもある。描きたしているように見えても、実際には何かを削りとっていることが多い。

「――それで、その本の中に、人はどうして言葉を使うようになったのかが書かれてるんだ」

　ハルはちょっと言いよどんでから、鳥が風の具合を確かめるみたいにして言った。

「ふむ、何て書いてあったんだ？」

「それが可能性にあふれた世界だったからだって」ハルは言った。「それがプラスであるにしろ、マイナスであるにしろ。言葉は様々なものを作った。それまでより、ずっと強度のある素材で。でもそれは、人間に必要なことだった。想像する、ということが」

「うちの父親らしいな」

　ナツは空を漂う風船みたいな感じに笑った。
「言葉はいろんなものを作った。善いものも、悪いものも。でも人は、いつしか言葉に頼るようになったと思うんだ。少し、行きすぎなくらい。自分で作ったはずのロボットに追いまわされるみたいに」

「……ふむ」

「すべての言葉には、原理的に隙間が生まれる。何かを区別すれば、そうでないものとの隔たりが生じるから。そこに何か新しいものを運びこむこともできるけど、そのせいで本当のことが見えにくくなったりもする。言葉は結局、言葉以外のものを正しくは教えてくれないから」
「――そのせいで、この世界はよりいっそう不完全になっているんじゃないか、と？」
　言われて、ハルは小さくうなずく。

　ナツはスケッチブックをテーブルに置いた。砂時計が底をつくような自然さで。

「魔法のことについては、俺も気にはなってるよ。どうしてこんな力があるんだろう、ってな。もしかしたらそれで完全世界を取り戻せるのかもしれないし、そのほうが幸せなのかもしれない。世界にはどうも、悲劇が多すぎる」

　とんとん、とナツは鉛筆の端で画帳を叩いた。思考の形を整えるみたいに。

「でも前にも言ったと思うけど、それはどうでもいいことだよ。魔法はこの世界に存在する、それは変わらない。その事実にどんな意味があるのかはわからない。ただ、俺たちがそれをどう捉えるか、問題はそこなんだろうな。そのことにだけはたぶん、意味がある」
「うん――」

　それはナツらしいといえば、ナツらしい答えだった。この少年はそれがどんなものであれ、決して怖れようとはしない。何しろ、幽霊にだって形を与えてしまうのだから。

「どうやら、難しすぎて手を抜いていられないみたいね」

　不意にからかうような、フユの声が聞こえた。彼女はようやく本から顔をあげて、二人のほうを眺めている。
「そうは言いますがね、お姫様」ナツは苦笑して言った。「俺はどっかの天才作曲家じゃないんで、人としゃべりながら楽譜を完成させるなんて真似はできないんだよ」

「あなたがそんなに謙虚だとは知らなかったわ」

　フユはあくまで、手厳しかった。ナツは嘆息する。

「……まったく、お前はアキのやつよりずっと難物だよ。あの単純なお嬢さんなら、もうちょっと相手が楽なんだがな」

　ナツは匙を投げるような格好で言った。とはいえ、フユにしてみればおそらく、アキを相手にするほうが厄介だと思っているだろう。一種の三すくみみたいなもので、それがハルにはおかしかった。

「――フユは、どう思う？」

　と、ハルはことのついでに訊いてみた。

　フユはけれど、そんなことには何の興味もない、というふうに軽く肩をすくめてみせるだけだった。

「魔法なんて、あってもなくても同じよ。そんなものがあったって、人は変わらない。人が変わらないなら、世界が変わることもない」

　それは、彼女のテーゼだった。人は変わらない。変わるのは、関係だけだ。なら、そこに魔法があってもなくても、結局は同じことだった。魔法に意味はない。

　けれど――

　そうでないことも、彼女は知っていた。ごく少数の例外を。でもそれは、十分に無視していい数値だった。魔法なんて、その程度のものなのだ。

「まあ、人それぞれってことだろう」

　ナツが軽く場をいなしたとき、向こうからアキがやって来るのが見えた。敷石が大きく磨り減りそうな、あまり軽々とはしていない足どりである。
「お疲れさま――どうだった、訓練のほうは？」

　と、まずはハルが声をかけてやった。

　アキは消沈した様子で、その隣のイスに座る。喜ぶにしろ悲しむにしろ、実に率直な少女だった。

「あんまり、うまくはいかなかったかな」

「今日も今日とて、か」ナツは笑った。

「でも今日はわりとうまくいきそうだったんだよ」アキは抗弁する。

「どのくらいにだ？」

「ちゃんと光がついた」

「明滅訓練のほうはどうだ？」

　揺らぎを作ったり消したりして、すばやく光を点滅させる訓練のことだった。
「う、それは、まだだけど――」

　まだどころか、揺らぎの強弱さえまともにはコントロールできていない。

「百年一日だな、やっぱり」

　やれやれ、というふうにナツが頭を振ると、アキは不満そうな顔をしている。が、事実は事実なので言いかえすこともできなかった。
　そんなアキに向かって、
「無理して急ぐことはないよ。アキはアキのペースでやればいいんだから」

　と、ハルは言った。もちろん、それだけでアキの機嫌は直ってしまう。素直な少女なのだ。
「――そうだよね、人それぞれなんだから。それに、わたしは魔法使いになってから一番日が浅いわけだし」
　自分で自分をなぐさめられる程度に、アキは回復している。それからこの少女はふと、テーブルの上に置いてあるスケッチブックに気づいた。そこに描かれた、フユの絵にも。

「これって、ナツが描いたんだよね？」

　スケッチブックを手に取ってしげしげと眺めながら、アキは訊く。

「そりゃそうだ」

「何で、わたしの絵は描かないの？」

「……何故、お前の絵を描かなきゃならないんだ」

　と、ナツは極めて合理的、かつ正当な反問を行った。

「だって、来理さんの絵だってあるのに」

　そう言って、アキは居間の壁にかかった油絵を見る。

　立派に額装された絵が、そこには飾られていた。十号程度のカンバスに、イスに腰かけた来理の上半身が描かれている。そこにはこの媼に特有の、傷跡のない月みたいな雰囲気が写しとられていた。
　もちろん、描いたのはナツである。半年ほどかかって完成した作品だった。

「お前は頼まれても描く気になれないからな」

　ナツは気の毒そうに宣言した。

「何で？」

「わざわざ俺に言わせる気か」

　その時、道具の片づけをしていた来理が部屋へと戻ってきている。

「何だか賑やかそうね」

　と、彼女は雲一つない空みたいな笑顔を浮かべた。誰もがその前で、わざわざ雨を降らせようとは思わない笑顔を。

「来理さんの絵のことについて、しゃべってたんです」

　アキはできるだけいつも通りにしようとして、つい二七〇度ほど回転してしまった笑顔を作った。少々、調節に失敗している。

「ああ、あの絵のことね」

　来理はいかにも嬉しそうな顔で、壁にかかった絵のほうを見た。

「こんなに素敵な絵を描いてくれて、私としては感激ね。絵の贈り物だなんて、はじめてだし。でも、こうして眺めていると、ふとドリアン・グレイの肖像画を思い出しちゃうわね」

「ドリアン・グレイ？」

「……オスカー・ワイルドの書いた小説よ」

　と、フユは不意に、横から口をはさんだ。

「美貌の青年、ドリアン・グレイはある画家の願いで肖像画のモデルになる。その日から、彼自身は歳をとらず、代わりに絵の中の自分だけが醜く年老いていくの。彼はそのために悪徳の沼にはまっていく、そういう話――」

　言ってから、案外それはナツの魔法で可能なのではないだろうか、とフユは思ってしまう。記号を現実化する、その魔法でなら。
　いや、しかし――

「あら、フユの絵もあるのね」

　不意にそんな声が聞こえて、フユの意識は戻された。見ると、来理はスケッチブックを持って、その中の絵をのぞきこんでいる。

「そうなんです。でもナツは、わたしの絵を描くのは嫌だって言うんですよ」

　せっかくとばかりに、アキは自分の不満を注進した。

「アキだって、きっと素敵なモチーフになるわよ。どうして描いてあげないの？」

「……考えておきます」

　さすがのナツも、この人にはいつもの軽口は返せなかった。

　来理はなおもその絵を興味深そうに眺めていたが、「あら？」と小さな間違いにでも気づいたような声をあげている。

「このフユの絵、何だか雰囲気が柔らかいと思ったら、少し微笑んでいるのね。ほんの少しだから、気づかなかったけど」

「微笑んでる……？」

　フユは黒猫が目の前をよぎった程度の、不吉そうな予感に襲われる。
「俺は約束したわけじゃないからな」とナツは空とぼけをした。「そのまま描くとも、絵をいじらないともな」
「む――」

　フユは表情を変えずに、ほんの少しだけ眉をしかめる。

（変な魔法がかかってるわけじゃないと思うけど）

　そう思うのだが、こうなってはフユとしてはそれを祈るしかない。

　四人の子供たちの日曜日の集まりは、大抵はこんなふうに、穏やかで賑やかなものだった。

　――来理の用意したお茶とお菓子を囲んでいると、玄関のベルが鳴った。来理は席から立ちあがって、そちらのほうに向かう。

　しばらくすると、来理と訪問客の男が居間に姿を見せた。熊みたいな大男で、奇妙なデザインのトレンチコートを着ている。

「みんなはそのまま、お茶を続けてね」

　と、来理は言った。男は子供たちに向かって軽く会釈をして、二人はそのまま居間を通りすぎていく。

　二人が立ち去ったあとには、見慣れない空白に似た沈黙が残されていた。突然、知らない場所にでもやって来たみたいに。
「あの人、確か委員会の人間だよな」
　と、ナツは念のためという感じで訊いた。

「うん――室寺さんて、人だよ」
　ハルは答える。

「何しに来たんだ、あの人？」

「さあ――」

　ハルはかすかに首を傾げてから、カップを手に取って口をつけた。
　その紅茶は何だか、さっきまでとは少しだけ味が違っているような気がした。

３
　舞台袖から、出番を間違えて夏が顔を出したような陽気だった。じっとしていると、汗ばんできそうである。この気温が続けば、桜の見頃は短くなるかもしれない。

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いぬいしげふみ),乾重史)は市街地での探索にあたっていた。
　ドッレドヘアに細面で角ばった顔だち。肌が色黒で長い手足をしているのは、ある種の鳥を思わせる格好だった。人目を引くはずのその風貌は、けれどどこか風景の中に溶けこんで、目立たないものになっている。
　彼は室寺や千ヶ崎、殺された千條と同じで、委員会の執行者だった。元々、天橋市には千ヶ崎朝美が執行者として派遣されていたのだが、最近の動きを警戒して人員を増加されている。通常では、ありえないレベルの対応だった。
　その矢先に、仲間である執行者の一人が殺されている。
　千條静は、そう簡単にやられるような男ではなかった。冗談好きでふざけた性格だったが、頭は悪くない。それに〈精霊工房〉は、想像するよりもずっと厄介な魔法だった。それが、何もできずに殺されている。
　だが、委員会の反応は魯鈍だった。人員の追加派遣も、具体的な行動指示もなく、ただ以前と同じ任務を継続するように、とだけ言ってきている。
（普通ならありえんことやけどな）

　と、乾は思っていた。

　今回の件に、鴻城という男が関わっていることはわかっている。そして、結社と呼ばれる組織とつながりのあるらしいことも。鴻城希槻の魔法にかけられた人間は、彼に逆らうことができなくなる。情報が極端に少ないのは、そのためだった。
　それだけのことがわかったのさえ、つい半年ほど前のことである。ある協力者のおかげで得られた情報だったが、その協力者とはすでに連絡がつかなくなっていた。
　全体として、後手にまわりすぎている状況だった。そもそも、六年前の爆発事故の件で何かが起きはじめているのはわかっていたのである。その時もやはり、執行者の一人が行方不明になっていた。経験も実力も十分だった男が、である。
　とはいえ、委員会も完全に手をこまねいていたわけではない。結社の中には委員会側のスパイが存在した。元々は結社の人間として委員会への潜入調査を行っていたが、ある事件をきっかけに寝返った人物である。俗に言う、二重スパイというやつだった。
　その人物自身には、鴻城の魔法はかけられていない。だからこその通敵行為だったが、同時に重要な情報は限られている、というのも事実だった。結局のところ、委員会はまだ結社の目的やその全貌をつかめずにいる。

　現在必要とされるのは、何よりもまず情報の集積だった。敵情を正確に把握しなければならない。
　市の中央に位置する城址からほど近いところに、武家屋敷地があった。入り組んだ小路に土塀が連なり、品のよい迷路といった風情を形作っている。塀のそばには融雪にも利用される水路があって、澄んだ水が流れていた。
　乾はその付近に敵の拠点施設とでもいうべきものが存在するという情報を元に、探索を行っていた。ありていに言えばただ歩きまわっているのだが、〝感知魔法〟による揺らぎの調査を平行させている。
「…………」

　あたりを見まわして、乾はふと塀の上に目をやった。上方からなら、何か違ったものが見えるかもしれない、と思ったのだ。

　乾は小道の陰に入り、周囲に人影がないことを確認すると、魔法を使った。

　――途端に、彼の姿は頭の部分から消えていく。まるで特殊な炎で燃焼させるみたいにして、その姿は完全に見えなくなっていた。
　彼の魔法、〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ハイド・テリトリー),空想王国)〉は〝自身の周囲を透明化する〟ものだった。イメージとしては、透明な風呂敷のようなものを頭からかぶるのが近い。透明化、非透明化は部分的に行うことも可能だった。
（よし――）

　全身が透明化したことを確認すると、乾は適当な段差とでっぱりを利用して塀の上にのぼった。瓦を踏みながら、移動する。塀のすぐ下を観光客らしい数人が歩いていったが、乾の存在に気づいた様子はない。

　無理もなかった。

　乾は透明化するだけでなく、音の除去も行っていた。〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(サイレンサー),消音魔法)〟の魔術具によるものである。そのため、足音によって勘づかれる心配もない。存在の消去としては、ほぼ完璧だろう。直接触れるか、感圧装置でもなければ、その存在に気づくことはない。
　塀の上から屋根へと移り、乾は周辺を見渡した。ちょうど、迷路を上から眺めるような具合である。どこかくすんだ感じのする、春の風が吹きぬけていった。乾はついで、〝感知魔法〟のペンダントを垂らしてみる。
　どういうわけか、この近辺では魔法の揺らぎが錯綜していた。どうも、妨害用の魔法のようなものが使われているらしい。何らかの施設が存在することは確かなようだったが、これでは捜索はおぼつかなかった。

　屋根の上をいくつか移動したのち、乾は地面へと飛びおりた。着地の物音は一切しない。近くに人がいたとしても、気づくことはできないだろう。
　それから、乾は魔法を解こうとする。誰かに目撃されないようあたりを見まわすと、ちょうど一台の車がやって来るところだった。

　透明化の不便、もしくは危険なところは、まさしく透明なところにあった。相手から見えないのだから、道の真ん中にでもいようものなら気づかずに轢き殺されてしまう恐れがある。おまけに〝消音魔法〟のおかげで周囲の物音が聞こえない。この魔術具は自分から出る音も、外部から入ってくる音も同様に消してしまうのだ。

（面倒なところやな――）

　乾は細い小道で車と接触しないよう、脇によって注意した。実際にはエンジン音を響かせているのだろうが、車は無声映画でも見るように無音で近づいてくる。乾は何気なく、そばを通りすぎる自動車の車内をのぞきこんだ。
　――そこに、鴻城希槻が乗っている。

　春の陽気を楽しもうとでもいうのか、後部席の窓は開いていた。そこに、写真で見たのと同じ鴻城の姿がある。その不吉さ加減は見間違いそうもない。春の光を逆に浸潤しかねないほどの稠密な暗闇が、そこには存在していた。
　むろん、鴻城が乾に気づくことはない。〈空想王国〉は魔法的にも透明化されるものだった。そうでなくとも、このあたりは魔法の揺らぎが混線状態にある。

　車はゆっくりと乾の前を通りすぎていった。すれ違ったのはほんの一瞬で、もちろんどこへ向かうのかなどわかるはずもない。

　乾は周囲の状況を確認することも忘れ、急いで走りだしていた。

　透明化すること自体危険だが、おまけに自転車に乗るとなればなおさらだった。

　乾重史はクロスバイクに乗って、車の追跡を行っている。魔法による透明化が可能で、かつできるかぎり危険を抑えた乗り物としては、それが最適だった。乾は普段から、これを移動手段として利用している。
（とはいえ、さすがに厳しいな――）

　と、乾はいささか皮肉っぽい笑みを浮かべる。

　追跡はすでに、数十分続いていた。鴻城の車は尾行を警戒しているらしく、不規則な動きを繰り返したり、同じ道を何度かまわったりしていた。乾は相当の注意を払いながら、周囲との不用意な接触は行わないように神経を使っている。
　結局、車は元の地点からそう離れてはいない、市内にある山間部に向かった。旧時代には城址と対になって存在した小山で、現在では高級住宅街になっている。

　情報にはなかったが、ここにも鴻城の拠点があるのかもしれなかった。あるいは、誰かに用事でもあるのかもしれない。

　乾はつらつらとそんなことを考えながら、ペダルをこいでいた。周辺の障害物はほとんどなくなっていたが、坂道で車を追うのは骨だった。たらたらと汗が頬を伝う。透明なので、自分でもそれは見えなかったが。

　やがて、車との距離が少し空く。追って道の角を曲がった乾は、けれどはたと足をとめた。

　――車が見あたらない。
　住宅地の、やや広い通りだった。道はまっすぐ続いているだけで、すぐに隠れられる場所などない。両側には塀や前庭があって、車を入れるようなスペースもなかった。

（見失ったか……？）

　乾はすばやくあたりの様子をうかがった。が、どこにも変わった様子は見られない。これでは、車が突然消えさったとしか思えなかった。
　透明化と〝消音魔法〟を解くと、乾はペンダントを取りだして周辺の魔法の揺らぎに集中した。かすかに、手ごたえがある。けれどその揺らぎはひどく複雑で、位置や強弱さえつかむのが難しかった。ちょうど、入り組んだ坑道で音が反響するみたいに。おそらく、ここにも魔法の感知を妨害する何らかの仕掛けが施されているのだろう。
　鴻城の車を突然見失ったのは、魔法によるものと考えてよさそうだった。
　乾は携帯端末を取りだすと、電話をかけた。相手はそれを待っていたような早さで呼びかけに応じる。

「――室寺か？」乾は訊いた。

　もちろん相手は、同じ執行者の一人である室寺EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらのじょう),蔵之丞)だった。今回の件に関しては、リーダーとしての役割を担っている。乾と室寺はほぼ同年齢で、執行者になったのも同じ時期だった。何度も仕事で組んだことがある。
〝そうだ、何かあったな？〟

　室寺は簡潔に訊いた。さすがに、これがただの電話でないことを理解しているらしい。

「ああ、鴻城希槻を見かけたわ」

　乾がその名前を口にすると、電話の向こうで沈黙が聞こえた。

〝……本当か？〟

「車に乗っとるのを偶然見かけた。一瞬やったけど、間違いないな。写真通りの恐ろしく不吉な顔やったから、すぐにわかったわ」
〝それで、どうした？〟

「追ったわ、そりゃな。途中で三度ほどは死にそうになった」

〝死なれちゃ困る〟

「そう思って、立派に生きとるわ」

　乾が鼻を鳴らすと、そいつはよかった、と室寺は小さく笑った。

「だが結局、見失った。どうやら魔法で隠蔽されとるらしい。急にいなくなったのはそうとしか考えられんな。〝感知魔法〟でもようわからん。ジャミングみたいなものがかけられとる感じで、手が出んな」

〝そうか――〟

　室寺が口を閉ざすと、乾はすかさず言った。
「やけど、妙なことがある」

〝何だ？〟

「距離や。俺が最初にやつを発見したのは、所在候補地の一つやった。そこからここまでは、位置的にそれほど離れとらんな。何故、そんな近くに二つも拠点を作る必要がある？」

〝何かある、と？〟

「わからんが、可能性はあるな。ここはやつにとって、何か重要な場所なのかもしれん。あとで詳しい場所のＧＰＳデータも送っとく」

〝了解した。今後の調査はそのあたりを中心に行うことにしよう――よくやったな〟

「お前に誉められても嬉しくはねえな」

　乾はからかうような感じで、少し笑う。

　それだけのやりとりを終えると、乾は電話を切った。

（さて――）
　乾は再び〈空想王国〉による透明化を行った。いくらか下調べを進めておく必要がある。場合によってはここが敵の「本陣」ということもありえた。

　そうしてあたりを調べようとしたとき、突然携帯が鳴っている。もちろん音は聞こえないので、バイブレーションだった。乾は画面部分だけ透明化を解除し、誰からの電話なのかを確認する。

　途端に、その表情はコップの水に墨汁をたらすみたいにして曇った。
　乾は通話ボタンを押す。〝消音魔法〟も解除していた。
「――もしもし？」

〝あ、先輩ですか。今、どこにいます？〟

「誰や、お前」

　いかにも友好そうな相手の調子を無視して、乾は言った。

〝ひどいな、先輩〟相手は笑った。確かに、その男にそっくりな声で。〝僕のこと、忘れたんですか？　僕ですよ、千條静です〟

　そう――

　着信画面に示されたのは、確かに千條静の名前だった。だがもちろん、その男はすでに死んでいるのだ。遺体は司法解剖にまわされていた。

　電話については、盗まれた携帯からだろう。だが、この声は――？

「お前が、千條を殺した魔法使いか？」

〝さあ、どうでしょう？〟
　とぼけた口調だった。が、それは死んだ本人にそっくりなもので、つい苦笑せざるをえない。乾は言ってやった。

「忘れとるみたいやけど、お前は死んどるんやぞ」

〝いえいえ、人の魂は不滅ですから、いくらでもリサイクル可能です。僕は魔法で生き返らせてもらったんですよ。完全世界さえ実現すれば、簡単なことです。先輩も、もう死にそうになる心配なんてしなくていいんですよ〟

　乾はちょっと黙った。相手の今の言葉には、さっきまでの室寺との会話を聞いていた、という含みがある。

「……お前、本当に何者なんや？」

〝嫌だな、だから言ってるじゃないですか――〟

「まあいいわ、この際お前が誰だろうと構わん」乾は相手の言葉を遮って続けた。「いったい、俺に何の用がある。目的は何や？」

　電話の向こうで、かすかな間があった。客に注文をつける怪しげなレストランで、舌なめずりの音が聞こえてくるみたいに。やがて、相手は言った。
〝僕に会いたくありませんか、先輩？〟
「――何やと？」

〝もしも今すぐこっちに来てくれるなら、お会いしてもいいですよ。僕としては、先輩に会いたいですからね。こんなチャンス、なかなかないと思いますよ。あ、もちろん来るならお一人でお願いします。室寺さんなんかが来たんじゃ、めちゃくちゃにされかねないですからね。力加減てものを知らないんだから、あの人は〟

　乾は再び、黙らざるをえない。

　どう考えても、これは罠だった。相手の意図が不明確すぎる。ただ会って話をするだけ、などということになるはずはなかった。
　けれど――

「まあいい、その話受けてやるわ」

　と、乾は言った。

〝さすが先輩、肝が据わってますね〟

　相手は誉めたが、乾としては、そんな言葉は室寺のそれと同じくらいに嬉しくはない。

〝では、待ちあわせの場所を送ります。念ために言っておきますが、くれぐれもお一人で。なるべく早めにお願いします。あまりぐずぐずしているようなら、約束はご破算になりますから――〟
　そう言って電話は切れ、続いてすぐに指定場所を示した地図が送られてきた。

　乾はそれを確認して、自転車に乗る。

　どうせ罠には違いないが、敵の正体を確かめる絶好の機会でもあった。今のやりとりからわかったこともある。多少の危険を冒してでも、ここはコールすべきだった。
　それにたった一つ、乾重史には絶対に自信のあることがあった。それだけなら、世界中の誰にも負けないと豪語しうるものが。
　――それは、逃げ足の速さだった。

４
　指定された場所であるライブハウスは、地下形式になっていた。
　乾は地上口から幅のない、すべり台みたいな階段を降りる。あの世との境界にあるとされる黄泉比良坂にしては、ひどく味気ないものだった。
　ここに来るまでに室寺へ連絡してみたが、時間的には間にあいそうになかった。不本意ながら、約束は守るしかない。まあいい、と乾は気にしなかった。いざとなれば、全力で逃げるだけだ。

　〈空想王国〉は、その気になれば高度の暗殺能力を発揮するものだったが、乾は性格上、あまりそうしたことは考えていない。彼における戦闘行動とは、主として退却行為を意味するものだった。
「…………」

　階段を降りると通路があって、左手の遠方に控え室、正面すぐに店の入口があった。人の気配はない。昼なのでまだ準備にもかかっていないのか、それともこれから会うはずの相手が追いはらってしまったのか。
　乾はドアを開けて、店内に入る。バーカウンターらしきところがあって、その横が会場に続いていた。照明は閃光弾なみの明るさで、まるで何かに腹でも立てているようだった。どうやら、女神様は姿を隠す気はないらしい。

　奥に進んで、やや重い防音扉を開けると、大きめの教室くらいの空間が広がっていた。ライブハウスとしては、平均的なものだろう。イスが隅のほうに重ねて置かれているほかは、がらんとして何もなく、どこかにとっかかりさえあれば折りたたんで片づけられてしまえそうだった。ここにも人の姿はなく、照明だけが不満げに輝いている。
　いや――

　そこには一つだけ、人の姿があった。

　数十メートル先のステージに、たった一人だけ。そいつは明らかに、乾を待っていた。この距離からでも、その顔がかすかに笑っているのがわかる。

　乾は周囲への警戒を怠らずに、そいつのすぐそばまで移動した。

「やあ、お久しぶりですね、先輩」
　と、そいつは陽気に言った。
　なるほど、それは確かに〝千條静〟そのものの姿である。柔らかい癖っ毛に、猫みたいにくるくると表情の変わる目。童顔で、実年齢よりはいくらか若く見える風貌。その顔には、弦月に似た一種独特の皮肉っぽい笑みが浮かんでいた。
　声も見ためも、それはまぎれもなく千條本人のものである。

　だが、もちろん千條静は死んだのだ。

「――誰か知らんけど、少し趣味が悪いらしいな」

　乾は不機嫌に言った。

「感動の対面じゃないですか。可愛い後輩がこうしてわざわざ生き返って会いにきたんですよ。もうちょっと喜んでくれてもいいんじゃないですか？」

「戯れがすぎとるわ」

　乾はつきあわない。だけでなく、口調どころか話しぶりまでそっくりなその様子に、嫌悪感を覚えてもいた。
「……仕方ないな」

　と、自称千條静はため息をついて言った。

「もう少し旧交を温めておきたかったんですけど、先輩がそう言うんじゃしょうがない――ニニ！」

　最後の言葉と同時に、ライブ会場の防音扉が音を立てて閉じられていた。

　乾がそちらを向くと、距離があるのでわかりにくいが、どうやら子供らしい人影がそこにはあった。扉の少し前で、通せんぼでもするように立っている。もちろん、ただの子供ではないだろう。

　それから振りかえって、乾は驚く。

　すでに、そこには千條の姿はなかった。ステージ上の同じ場所には、見知らぬ女の子が一人立っているだけである。年齢的には向こうの子供と同じくらいだろう。桜色をした髪を、片側でくくっている。

　乾は顔をしかめながらも、油断なくその様子をうかがった。

「それが、お前の本来の姿ってわけか？」

「どうかしらね」

　と、女の子――サクヤは言った。

「これだって、誰かになりすましてるだけかもよ」

（……いや、おそらく違うな）

　何となくだが、乾はそう思った。変身前の姿を見せられるくらい余裕がある、ということだろう。が、

「いずれにせよ、それがお前の魔法ってわけや」

　そう――

　すでに乾も推理しているとおり、サクヤの魔法〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(トリック・アカウント),妖精装置)〉は〝別の生きものに変身する〟というものだった。声とその姿を認識すれば、他人になりすますことも可能である。

「ま、別に否定はしないわ」
　サクヤは意外にもすんなりと認めた。

　けれどそこには、兎がわざと足跡を残すような調子があった。おそらく、他人の姿を借りるだけの魔法ではないのだろう、と乾は留意しておく。
　現れたのは、その子供たち二人だけのようだった。ほかにも仲間がいるのかもしれないが、確認はできない。ニニと呼ばれた子供のほうも、いつのまにか近くにまで来ていた。乾はその二人に挟まれた格好である。

「それで、どうするんや？」

　二人の様子を確認できるよう、乾は少し位置を変えた。

「約束通り、俺は一人で来てやっとるんやぞ」

「だからこうやって、あたしたちも会ってあげたんでしょ？」

　サクヤは多少、馬鹿にしたような口調で言う。

「なら、親睦を深めるためにトランプでもするか？」

「そこまでの仲じゃないわね」

「――ボクらが知りたいのは、あなたの魔法についてです」

　不意に、ニニが言葉を挟んできた。

　乾はちらりと、そちらのほうを見る。「俺の魔法やと？」

「あの時、どういうわけかあなたの存在はボクの魔法にひっかからなかった。その秘密を知りたいんです」

　朴訥というか倣岸というか、少年の態度は少し形容に迷うところがあった。とはいえ、無茶な質問には違いない。カードゲームの相手に、一方的に手札を見せろと要求しているようなものだった。
「そう言われて、答えると思っとるんか？」

「答えてもらえなければ、死んでもらうまでです」
　ニニは実に物騒な発言をした。

「見かけによらず、横暴なやつやな。もしも教えたら、お前たちのほうは何をくれるんや？」

　乾は苦笑しながら、落ちついて訊きかえす。

「あなたに許される選択肢は〝楽に死ぬ〟か〝苦しんで死ぬ〟か、です」
　ますます物騒な話だった。
「――お前たちは交渉の仕方ってものを知らんみたいやな」

　乾はけれど、軽く一笑してみせた。
「自分たちの優勢を、まるで生かそうとしとらん。勝てさえすれば、賭け金のことなんぞ眼中にないって感じやな……お前たちはどうせ、俺の魔法が透明になるものやって知っとるんやろう？　そのくせ、秘密を教えろと言う。それにあの時、お前たちから電話がかかってきたのは、俺が魔法を解いて連絡をしてからやった。つまりそれまでは、お前たちは俺のことに気づいとらんかった、ということになる。どうやらそっちの少年の魔法は、その辺にヒントがあるみたいやな」

　二人は黙ったまま、何も言いかえしてはこない。どうやら、図星のようだった。その点は、見ため通りの子供らしい反応といえる。

「それから、ほかにもわかることがある」乾は続けた。「それはお前たちが結社に関わりのある人間で、あそこは結社にとって重要な場所らしい、ということや……お前たちの本当の目的を教えてやろうか？　わざわざ俺をこんな場所に呼びだした本当の目的や。それは俺の秘密とやらを探ることにもあったんやろうけど、もっと切迫した理由があった。それは正体不明の魔法使いである俺を、あの場所からできるだけ早く遠ざけておくこと、や。誰から聞いたかは知らんけど、お前たちは何でも知っとるってわけじゃないみたいやな――」
　そう言って、乾は〈空想王国〉を発動させた。またたく間に、その姿は背景へと溶けこんでいく。

「ニニ――！」サクヤは叫んだ。

「わかってる」

　途端に、見えざる衝撃波が飛んで乾のいた場所を直撃した。

　だが、乾はすでに動いている。ニニの攻撃はコンクリートの床を激しく打ち鳴らしただけだった。
（なるほど、な――）

　乾はそれを見て、ニニの魔法特性をほぼ正確に理解していた。

　〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ハッキング・ノイズ),迷宮残響)〉――その魔法は〝あらゆる振動をコントロールする〟ものだった。だから振動糸を作って鳴子のように使用したり、衝撃波のような振動攻撃を加えることが可能なのである。

　あの時、ニニが乾の存在に気づけなかったのは、〝消音魔法〟の効果によるものだった。音とは、振動のことである。ニニはそれを拡大して、広範囲の音声収集を行うことで侵入者の検知を実施していた。そのため、音が消されることによって、乾はステルス戦闘機のようにレーダーにひっかからなくなっていたのである。
　そして乾が読みとったもう一つ重要なことは、ニニのその魔法が必ずしも殺傷能力には優れていない、ということだった。今の光景がいい証拠である。攻撃速度や精度には秀でていても、コンクリートの床を砕くような力はない。直接相手と接触しなければ、例えば心臓の鼓動を停止する、といったことはできないのだろ。
　――乾は冷静に、それだけの分析を行っている。

　一方で、ニニとサクヤの二人は、乾の所在を完全に見失っていた。

「気をつけて、サクヤ！」

　ニニは鋭く言った。乾の存在はやはり、彼の検知にはひっかかってこない。
「わかってる」

　周囲の警戒をしながら、サクヤは答える。けれど、何を警戒すればよいというのか。

　しばらく不自然な間があってから、不意に部屋の隅で物音がした。

　ニニはすばやく、攻撃を行う。積まれていたプラスチック製のイスは、窓をハンマーで叩きわるみたいにして粉々になって吹き飛んでしまった。

　が、それだけで特に何の反応もない。

　ニニが慎重に近づいてみると、心ならずもパズルのピースに変わってしまったイスに混じって、十円玉が一枚床に転がっていた。どうやら、物音の正体はそれだったらしい。

「姿を現せ！」

　〈迷宮残響〉を一気に解放して、ニニは部屋中に衝撃波を放った。

　小さな落雷でも受けたみたいに残ったイスが砕け散り、壁や床が激しく音を立て、照明のいくつかが壊れた。けれどそれだけで、乾の姿が出現するような兆しはない。

「あいつがどこに行ったかわかる、サクヤ？」
　ニニは少し呼吸を乱しながら言った。不用意に魔法を使いすぎたせいだった。

「わかるわけないでしょ」サクヤは怒ったように唇を尖らす。「でも、向こうの扉は開いてないわね」

「じゃあ、控え室のほうは？」

　ニニが言って、二人はそちらのほうに向かった。
　舞台袖から楽屋部分に移ると、鏡ばりの壁と丸イスの置かれた狭い空間に出る。そこから通路につながる扉は、蹴破られるかして完全にドアノブが壊れていた。絵の具を乱雑に塗りつけたような、ひどく暴力的な痕跡だった。

「やられたわね。でも何で、音が聞こえなかったのかしら？　これくらいなら、よほど派手な音がしそうなものだけど」

　サクヤは八つ当たりでもするみたいに壊れたドアを蹴った。

「――ああ、そうか」とニニはようやく閃いている。「音を消してるんだ。そういう魔法を使ってるんだよ。だからボクの〈迷宮残響〉にひっかからないんだ」

「ということは、今のあんたは役立たずってことね」

　特に面白くもなさそうに、サクヤは言った。

「まあ、そういうことになるのかな」

「なら――」

　サクヤはちょっと、偉そうな口調で言った。
「あたしの出番てわけね」

※

　路地裏で、乾はいったん自転車をとめて魔法を解除した。色の着いた気体でも注入されたみたいに、その姿はすぐさま浮かびあがってくる。
　携帯端末を取りだすと、すぐに電話をかけた。相手はかかってくるのがわかっていたような早さで電話に出る。そういう男でもあった。
「今、連中に会ってきたところや」

　と、乾は単刀直入に告げた。

〝無事なのか？〟

　質問は短い。

「まだ死んどらんなら、生きとるんだろうよ」乾は笑いもせずに言った。「だがいくつか、わかったことがあるぞ。やつらの魔法についてな。それから、例の場所にはやはり何かあるみたいやな――」

　二人に会ってからのいきさつや、その魔法についての推測を、乾は簡潔に伝えた。それから、もう一つ、

「その二人の写真を送る。見ためは子供やけど、どうも普通じゃないな。特別な訓練を受けたとか、そういうレベルじゃないわ」

　写真というのはあの時、十円玉を投げる前に撮ったものだった。乾はそれだけの時間をかけてから、逃走のための布石として二人の注意をそらしたのである。
「わかったのは、それくらいやな。あるいは結社の純粋な戦闘要員は、あの二人だけなのかもしれん。何にせよ、あとはいつものとおり逃げるだけや。まだあの世の食い物は口にしとらんから、大丈夫やとは思うけどな」

〝こっちも今、そっちに向かっているところだ。もう少し時間はかかりそうだがな〟

「ああ、〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シグナリング),信号魔法)〟で確認できとる」

　乾は懐から、卵くらいの大きさの球体を取りだした。透明な水晶を金色の縁で十字に囲み、中心にはコンパスの針に似たものが宙空に浮かんでいた。よく見ると、その針は方向と形状を微妙に変化させている。
　〝信号魔法〟は発信器と受信器で構成された、対象の現在位置を知ることのできる魔術具だった。あらかじめ周波数のようなものさえ知っておけば、複数者を対象にすることも可能である。室寺が千條静の死体を見つけたのも、この魔術具によるものだった。

「あの連中が筍や葡萄を食っとるとは思えんから、できるだけ早めに助けに来てくれるとありがたいな」
〝わかった。すぐに向かう〟

　室寺は断固とした口調で言った。頼りがいのある男なのだ。
「――俺としても、十拳の剣を抜くような真似はしたくないしな」

　と、乾は最後に言って電話を切った。

　それから乾は再び透明化して、ともかく遠くへ行こうとした。二人の追跡を振りきったかどうかはわからない。少なくとも、あのニニとかいう子供のほうの魔法では、検知不可能なはずだった。そしておそらく、室寺の魔法でなら戦闘力の面であの二人を圧倒できるはずだった。

　そうして自転車のペダルを踏みだそうとしたとき――

　乾はふと、足をとめた。

　路地の向こうから、一匹の犬が現れている。耳のたれた、毛並みのなめらかな中型犬だった。背中が塗料を塗ったように黒く、全体は赤茶色をしている。いわゆる、ブラッドハウンドと呼ばれる犬種だったが、乾はそこまでは知らない。

　ただ、その犬が何かを探していでもいるかのように、ふんふんと鼻を鳴らしていることには、嫌な予感を覚えた。

（――何や？）

　乾は一瞬、判断を迷う。ただの気のせいなのか、それとも――

　もちろん乾は知らなかったが、ブラッドハウンドの最大の特徴は、その嗅覚にあった。数ある犬種の中でも最高のもので、二日たったあとの臭いでも正確に判別することができる。その能力は例えば、自転車に乗った人間のあとをつけるといったことさえ可能だった。

　その犬は不意に顔をあげると、じっと乾のいるあたりに目を凝らした。あまりよいとはいえない犬の視覚以前に、透明な乾の姿が見えるはずはない。にもかかわらず、その視線は明らかに乾のほうを指していた。
　音や姿を消すことはできても、臭いまで隠すことはできない。

　ブラッドハウンドの目に、何かを捉える確かな気配があった。継ぎめのない箱の蓋を、ぴったりと閉じあわせたみたいに。そして身を低くしていきなり走りだすと、まっすぐ乾のほうへと向かってきた。

（くそっ――）
　乾には、二つの選択肢があった。一つは今すぐ逃走に移ること。いつもと同じ基本戦術だった。だが今回の場合、追跡を振りきることは不可能である。
　そしてもう一つは、応戦すること。

　千條と同じく、乾も銃を携帯している。十分な訓練も受けていた。彼の魔法を使えば完全な無音で発砲することもできる。

　けれど――

　乾はすでに、その機会を逸していた。本来ならあのライブハウス会場で、それをすべきだったのである。あの状況でなら、完全に二人を始末することが可能だった。

　それをしなかったのは、相手が子供だったからである。

　見ためがそうだというだけのことは、わかっていた。それが無用の情けだということも。すでに千條静は殺されている。躊躇や容赦をする必要はない。

　しかし、乾にとって戦闘とは、主として負けないことに意味があった。相手に勝つことは、それほど重要ではない。少なくとも、あの二人を殺してしまうほどには。
　それだけの逡巡が、乾の行動を遅らせた。

　構えた銃から放たれた二発の弾丸は、かすりもせずに回避されてしまった。どうやら、わずかな臭いの変化で発砲を察知されてしまったらしい。〝消音魔法〟の範囲を外れた銃弾が、地面に跳ねて甲高い音を立てた。

　ブラッドハウンドは闘争に向くような犬ではなかったが、この場合そんなことは問題にならない。サクヤが〈妖精装置〉で変身したその犬は、乾の喉笛めがけてまっすぐ襲いかかった。彼女の変身能力は他人への偽装だけでなく、その能力も含めたあらゆる生き物の完全なコピーを実現する。さらにその変身範囲は、必ずしも実在を問わない。
「がはっ！」

　体重六十キロほどの犬にのしかかられて、乾は激しく地面に叩きつけられる。はずみで、銃を手放し透明化も解除されてしまった。浮かびあがったその姿は、首筋をがっしりと犬の口元に咥えこまれている。

　喉元をぎりぎりと締めつけられているおかげで、息ができない。ひゅうひゅう、と乾はか細い呼吸を繰り返した。このままでは、遠からず首の骨が砕かれてしまうだろう。

（ちきしょう――）

　相手を呪う気はなかったが、自分の甘さについては笑いたかった。どうやら、これ以上の逃走は不可能らしい。
「サクヤ、もういいよ。あとはボクがやる」

　不意にそんな声が聞こえた。乾にはもうそれを判断する力もなかったが、ニニという少年のほうが追いついたらしい。

　ふっ、と喉にかかっていた力が消える。同時に、どろりとした液体がそこから流れだすのがわかった。世界の底にあった栓のようなものが抜けて、重要なものが排出されていくようでもある。光が急速に失われつつあった。

　少年の手が胸に触れるのを、乾は感じた。

　それから、本の綴じかたがばらばらになっていくみたいに、心臓が停止して体の機能が消滅していく。スイッチを一つ一つ消していくのと同じ要領で、やがて世界は暗闇に沈み、乾重史の魂は跡形もなく失われてしまっていた。
「死体はどうするの？」

　と、変身を解いて元の姿に戻ったサクヤが言った。その口元には、かすかな血の跡が残っている。

「〝信号魔法〟があるから、たぶんすぐに仲間が来るよ」

　ニニは死体の懐から魔術具の球体を取りだしながら言った。発信機の揺らぎの特徴がわかれば、それでほかの執行者の居場所を知ることもできるはずだったが、もちろんそこまでの情報は持っていない。

　それから念のために、ニニは〝消音魔法〟の魔術具も回収しておいた。乾以外の人間にはそれほどの使い道はなさそうだったが、それでも使用されると厄介な場合はある。

「……このままにしておくってこと？」

　サクヤは重ねて訊いた。

「死体を処理しようとして、また魔術具ごと持っていかれるのも困るしね」

　とニニは立ちあがりながら言う。

　路地裏には昼間だというのに人通りもなく、まるで地面を割ってはいだしてきたような薄闇がにじんでいた。空までの距離さえ、いつもより遠い。
「――何であの時、あたしにとどめをささせなかったの？」

　サクヤは鎖のないブランコにでも腰かけているような、静かな声で言った。

「殺してほしくなかったからだよ」

　と、ニニはすぐさま答える。光が鏡に反射するほどの早さで。

「何で、あたしに殺してほしくないわけ？」

「だって、そのほうが人間らしいと思うから」
　ニニの言葉に、サクヤは黙った。宛て先の間違った手紙でも受けとってしまったみたいに。

「――あたしたちは人間じゃないのよ」

　サクヤはつまらない数学の証明でも口にするように言った。

　けれど、ニニは微笑って、はっきりと答えている。

「ボクと違って、サクヤは人間だよ――ちゃんとした、人間なんだ」

　太陽の角度が変わって、ビルのあいだから小さな光が落ちた。サクヤはまるでそれが気に食わないかのように、かすかに顔をしかめている。
５
　路地裏には、乾の死体と自転車だけが転がっていた。
　室寺と千ヶ崎朝美が、その前に立っている。乾の所持品からは魔術具の類が奪われていた。持ちさったのは、もちろん例の二人組だろう。ただし〝信号魔法〟の発信機は体内に埋めこまれているので、さすがにこれはその場に残されている。

　ビルに挟まれた道は暗く湿っていて、何かの粘性動物が這っていったかのようだった。通りをいくつか離れるだけで、繁華街の喧騒は遠い異国の物音みたいに隔絶してしまう。
　朝美はかがみこんで、死体の状況を詳しく検分した。

「……首のところに噛み跡のようなものがありますね。かなりの出血も見られます」

　と、彼女は努めて冷静に言った。

「だが人間のものじゃないな」

　室寺も上からのぞきこみながら言う。

「ええ、詳細は不明ですが、獣の牙みたいですね」

「たぶん、変身能力を持った魔法使いのほうだろう。サクヤとかいう少女のほうだ。人間だけじゃなく、動物への変身も可能らしい」

　乾が最後に撮影した二人の写真は、もちろんすでに転送されていた。逃走するにしても、ただでは逃げないところが乾らしい、と室寺は苦笑するしかない。
「とすると、狼とか犬にでもなって臭いを追跡した、というところでしょうか？　傷跡とも一致しますね」

「そんなところだろう。こいつを追いかけられるとしたら、それしか考えられん。見てくれだけじゃなく、中身も真似られるわけだ」

　室寺はそう言ってから、乾の首の具合を確かめた。

「だが噛み殺されたというわけじゃなさそうだな。頚椎は折れていないし、出血も少ない。鬱血が見られないから、窒息したわけでもないらしい」
「千條さんと同じ、ですか？」

「おそらくは、な。もう一人の、ニニってやつのほうだろう。心臓を直接停止させられるらしい。解剖所見とも整合性がとれる」

　二人は立ちあがって、しばし沈黙した。事態としては最悪だったが、状況としては最悪というわけではない。これからは十分な反撃が可能だった。
「――でもまさか、あの乾さんが殺されるなんて」

　朝美はつぶやく。

「委員会本部に応援要請だ」

　室寺は極度に感情を抑えた声で言った。死んだ乾重史も知っていたとおり、頼りがいのある男なのである。

「乾が発見した例の場所を徹底捜索、それから敵対勢力の排除を行う」

「二人の敵討ち、ですか」

　朝美が訊くと、室寺はその鉄のような首を横に振った。
「――いいや、これは戦争だよ」

６
　二人の報告を、鴻城は屋敷にある客間で聞いていた。

　部屋の床には市松模様のタイルが敷かれ、古風ながらもモダンな雰囲気を漂わせている。外からの光をたっぷり取りいれた室内は明るく、壁の漆喰や年月を経た木材は、空間を柔らかく溶かしていた。音の響きさえ、この場所ではどこか丸くなっている。
　そこは鴻城希槻の、秘密の屋敷の一つだった。が、乾の推察通り、ほかとは性格が異なっている。ここでは誰かと会見を行うこともないし、通常の結社の面々を招くこともない。厳重な隠蔽措置が施され、あらゆる記録からも抹消されていた。

　この場所は鴻城にとってもっとも個人的なものであり、かつ結社にとっての最重要拠点でもあった。
　その屋敷の客間で、ニニとサクヤの二人は長イスに腰かけていた。応接用の背の低い机を囲んだもので、アンティーク調の落ちついたデザインをしている。

　鴻城のほうは立ったまま、マントルピースのほうを見ていた。二人には背中を向けている。雰囲気としては、校長室に呼びだされた二人の生徒、というふうでもあった。

「……というわけで、乾重史の撃退には成功しましたが、かなりの情報を敵に渡すことになってしまいました」

　サクヤはいつもの調子を潜め、事務的な口ぶりで報告した。この少女にしても、逆らえないものくらいはある。

「――――」

　鴻城はしかし、無反応だった。話など耳に入っていないかのようにじっとしている。その様子は、特殊な時間の計りかたをする時計に似ていた。

「あの、希槻さま？」

　ニニが躊躇するように声をかけると、

「――そうか」

　とだけ、鴻城は言った。それだけで、叱責も皮肉の言葉もない。

「申し訳ありません。あたしたちが迂闊だったばっかりに」

　サクヤが言うと、鴻城はようやく二人のほうを向いている。
「いや、お前たちはよくやった。気にするほどのことはない。誰が行ったところで、同じような結果にしかならなかっただろう。むしろ、お前たちだからこその成果だったと言っていいだろう」
　もしもほかの結社の人間がこの言葉を聞いていれば、意外なことに驚くだろう。鴻城希槻という人間は、常に相手を冷笑するか罵倒するかで、誉めるということはしない。少なくともそれは、神様が預言者に言葉を与えるのと同じ程度には稀なことだった。
「多少の失敗を気に病む必要はない。お前たちはこれからも必要だ、その調子でがんばってくれればいい。期待をしているぞ」
　鴻城の言葉に、ニニはかすかに頬を紅潮させた。
（…………）

　その嬉しそうな様子を横目でうかがって、サクヤは何故か複雑な気分になっていた。あの時、乾重史にとどめをさしたのは、あるいはこんなふうに誉めてもらいたかったからではないのか、と変な邪推をしてしまう。

（まあ、いいんだけどね――）

　サクヤは頭の粘りをこすり落とす。そもそも、そんなのはどうでもいいことなのだ。

「……でもこうなると、委員会の増援が派遣されたり、この場所の秘密に気づかれてしまうんじゃないですか？」

　と、サクヤは念のために訊いてみた。やや差しでがましい質問ではあったが。
「いや、その心配はない」

　何故か、鴻城は断言した。音もなく風船を破裂させるみたいに。

「どうしてですか？」

　ニニが質問する。

「もう、この町に新しい魔法使いが入ってくることはなくなる」

　言われて、二人は顔を見あわせる。鴻城の言葉の意味はわからなかった。
「今はまだ無理だが、そうなってみればお前たちにもすぐにわかる。完全世界の境界が、この世界に越えることのできない壁を作る。計画としては、いささか不完全なものになってはしまうがな……」

　鴻城はそれだけを言うと、窓の外に視線を移した。
　屋敷の庭では、様々な種類の草花が繁茂している。そのあいだに、秋原の姿があった。この老人は自身も庭の一部であるかのように、そこで働いている。

「お前たちは秋原のお茶でも飲んでしばらく休んでいけ。これからのことについてはまたあとで話す。俺は少し席を外すぞ」

　そう言って、鴻城は部屋を出ていった。
　途中、秋原に声をかけて指示を出しておく。そうして自分はそのまま、屋敷の南側にある一室に向かった。屋敷は平屋の開放的な建物で、上から見ると十字に近い形をしていた。丘の中腹にあって、斜面から見える景色を遮るものはほとんど存在しない。
　鴻城はその部屋までやって来ると、ドアをノックして中へ入った。返事のないことはわかっていたが、そうしないとおそらく、中の人物は承知しないだろうから。

　部屋は誰かの居室らしく、簡素な造りになっていた。室内には、小物などが品よく配置されている。窓からは陽光が惜しげもなく注いで、空間全体を満たしていた。それは何だか、鴻城希槻がいつもいる執務室を、きれいに裏返してしまったようでもある。
　その部屋の中央には、寝台に似たものが置かれていた。

　けれどそれは、ひどく奇妙なものだった。大理石と同じような重量感のある石材で作られていて、表面には紋様とも図像ともつかないものが浮き彫りにされている。ちょうど人の身長ほどの大きさで、平らな直方体になっていた。寝台のようでもあるが、どちらかというとそれは、供物を捧げるための祭壇といったほうが印象に近い。
　そしてその石壇の上には、一人の女性が横たわっていた。
　彼女は紅葉を散らした鮮やかな緋の小袖をまとい、大和撫子然とした風貌をしていた。項くらいまでの髪に、ほっそりとした顔だちをしている。純粋な、彫琢された種類の美しさを持つ人だった。その口元には、桜の花の色のようなかすかな微笑が浮かんでいる。
「…………」

　鴻城は無言のまま、そっと彼女に手を近づけた。

　けれどその手は、見えない壁にでも阻まれるようにして、宙空でとまってしまう。どれだけ力を入れたところで、その先へと進むことはできない。手の進行を妨げるどんなものも、そこにあるようには見えない。だが、あるのだ。そこには壁が。時間という壁が。

　〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エンデュアリング),停止魔法)〟

　そう呼ばれていた。あるいは希少系として〝オシリスの棺〟とも。この魔術具は上部の空間を四角く切りとり、その時間を停止してしまう。断裂した時間は空間の障壁と同じで、外からの干渉を一切受けつけることはない。

　鴻城希槻が彼女に触れることはなかった。小人たちの作ったガラスの棺とは違って。そしてこの魔法の効力は、一日程度しか持たなかった。その効果を持続させるためには、毎日一度はこの場所を訪問する必要がある。決して触れることのできない、彼女のところへと。
「……そろそろ時間切れらしいぞ、櫻」

　と、鴻城は言った。

　もちろん、彼女が返事をすることはない。それでも、この男はどこか楽しげだった。月の光が射しているあいだは、白鳥から元の姿に戻れる、とでもいうように。
「完全世界を取り戻すには、いささか時間が足りなすぎるようだがな」
　鴻城は自嘲するような、どこか気弱な声で言った。この男らしくない、というよりは、それが本来の鴻城希槻という人間でもあるかのようだった。
「しかし――」
　と、鴻城は続ける。
「よく百年以上ももったと思わないか、櫻？」

　彼女の微笑みは、魔法がかけられたその時からずっと変わっていない。そして、鴻城希槻の心も。彼の感情は、彼女の微笑と同時に永遠に停止している。

　例え世界がその姿をどれほど変えたとしても、この二人が変わることだけはなかった。
７

　神坂柊一郎は、私立衣織学園に勤める数学教師だった。
　同時に、魔法使いでもある。彼は本来は結社の協力者だったが、魔法委員会への潜入活動を通じてそちら側へと寝返っていた。もちろん、その事実はまだ露見していない。現在は、二重スパイとして結社に所属している形だった。
　彼の魔法〈精神研究〉は、〝人の思考を読むことができる〟というものだった。内偵者としては理想的な能力だったが、必ずしも万能というわけではない。同じ魔法使い同士では、魔法の揺らぎによって思考の読みとりに気づかれてしまうのである。そのため、その力が使える対象は限られていた。

　とはいえ、その魔法の使い手自身であるため、彼に疑いがかけられることは少ない。そしてその場合も、簡単には判決を下されることはなかった。結社に対して委員会側が持つ、数少ないアドバンテージの一つと言っていい。

　けれど、結社の人間のすべてがそのことに気づいていないわけではなかった――
　神坂は学園にある講堂で、演劇部の練習を監督していた。ホールにある観客席には、彼一人しかいない。照明の落とされたその場所は、人工の夜によって一時的に世界から切り離されていた。

　舞台上では『テンペスト』が演じられている。本番と同じ形での通し稽古だった。劇はすでに終幕に近い。魔法を究めたプロスペローは、もうすぐその場所から去っていくだろう。

「…………」

　と、神坂の隣に誰かが座る気配があった。神坂はそちらを見ようともしない。確認しなくとも、それが誰なのかはわかっていた。

「『あらし』ですか？」

　その人物は言った。

「ああ、そうだ。俺はこの劇の最後の場面が好きでね」

　神坂はセリフほどには感情のこもっていない声で返事をする。

「私も好きですよ、あの場面。『何卒、みなさまの呪いをお解き下さいますよう』――」
「そいつはよかった。が、今日はいったい何の用だ、牧葉？」
　言われて、澄花はちょっと笑う。蝶が身を翻すくらいの軽さで。

「用がなくちゃ来ちゃいけませんか、先生？　それとも、恋人である葉山さんへの遠慮ですか？」

　澄花は星ヶ丘小学校に勤める、その教師の名前を口にした。二人はつきあっている。
「お前に余計な心配や詮索をされるいわれはないぞ」神坂はかすかに眉をひそめて言った。「それとも、お前の〈物語記憶〉に何か書かれているのか？」
「いえいえ、そんなことはありませんけど」

　澄花はどこかの妖精みたいに、いたずらっぽく笑う。

　舞台上では、魔法の衣をまとったミラノ公が咎人たちに対する許しを与えようとするところだった。『だが、この怒りの魔法を、わたしは今日限り投げ棄て、二度とは行うまい』彼は言う。『わたしはこの杖を折り、地の底深く沈め、さらにこの書物を、人の手の届かぬ深海の水底に沈めてしまおう――』

「それで、本当は何を聞きに来たんだ？」

　神坂は舞台のほうを見たままで言った。そうすれば、自分の行為の不穏当さが少しでも薄れるとでもいうふうに。

「委員会のことについて、少し」

　と、澄花は言った。彼女も同じように、何気ないそぶりで舞台のほうに目をやっている。

「――どんなことだ？」
　すべてに終焉を迎えさせるため、舞台では老いた王が一人一人に語りかけていた。もうすぐ、一切のことに幕切れが行われる。

「……執行者が二人ほど殺されたそうですね。本当ですか？」
「事実だ」
　神坂は短く告げる。

「鴻城希槻の秘密の居場所について、何かわかったとか？」

「正確な位置はまだ不明だが、一応の目星だけはついているらしい」

「となると――」

　澄花は音の響き具合でも確かめるみたいにして言った。

「もう、あまり時間は残っていない、ということになりますね」

「おそらくは、な。鴻城もかなり追いつめられている形だ」

　舞台では、もうすぐ例の場面がはじまるところだった。作者の分身でもある魔法使いが、客席に向かって許しと憐れみを乞う場面。それが終われば、舞台の照明は観客席へと移っていく。彼らがそれぞれの劇中へと帰っていくために。
「……お前がどうして俺に協力するのかは知らん」

　と、神坂は言った。もちろんそれは、二重スパイのことを指している。

「〈悪魔試験〉を受けているにもかかわらず、どうやっているのかも、だ。詳しいことはわからん。だがお前たちは本当に、それをするつもりなのか」
「委員会にとっても、悪い話じゃないですよね？」
　澄花はまるで、ごく何でもないことのように言う。

「――お前たちが鴻城希槻を倒してくれる、というならな」
　けれど神坂は、見たことのない暗闇にでも手をのばすような、そんなためらいがちの口調で言った。澄花の態度は少しも変わらないまま、何も答えようとはしない。

「だが、何故そんなことをする必要がある？」神坂は続けて訊いた。「鴻城に対して恨みがあるわけではない。完全世界を求める目的も同じ。お前たちの本心は不明だ。おそらく、お前たちは鴻城とは違う形での完全世界を求めているんだろう。だからこそ、あの男が邪魔になる。だがいったい、それはどんな世界だ？　お前たちと鴻城のどちらがより危険かは、一概には判断できん」

　そう言われても、澄花の表情に特に変化はない。その場所が極北でも砂漠でも、そんなことは彼女にとっては何の違いもない、というふうに。

「先生の〈精神研究〉で読んでみますか？」

　と、澄花は言った。軽い微笑を浮かべて。

　けれど――

「いや」

　と神坂は苦笑するように首を振っている。

「それはやめておこう。こう言っては何だが、お前の精神にはいささか問題があるみたいなんでな。俺にはお前がこうして普通でいられることのほうが不思議だ。もしお前の精神に深く立ちいってしまえば、俺のほうがどうにかなってしまうだろう。三人の魔女に唆されるような趣味は、俺にはないんでな――」

　そんな神坂に向かって特に何を言うでもなく、澄花は一枚の紙片を取りだした。ごく普通の、何の変哲もない白い紙である。
「先生にはこれを渡しておきます」

「何だ、これは？」

　小さく折りたたまれたその紙を受けとって、神坂は訊く。

「恋文じゃないから、安心してください」

　澄花はもう一度、いたずらっぽく笑った。

「期待はしていないがな」言いながら、神坂は紙を開いてみた。中には、いくつかの奇妙な数字と文字が記されている。「……何だ、これは？　何かの暗号か？」　
「もしかしたら、それが必要になるときがあるかもしれませんから――」
　多くを語ろうとはせずに、澄花はただそれだけを告げておいた。
　いつのまにか舞台の明かりは消え、光は客席に移っている。眠りから無理に覚まされたようなとげとげしい光が、あたりを照らしていた。

　話はこれですんでしまったので、澄花は客席をあとにしようとした。この場所に、もう用はない。

「最後に一つだけ、聞いてもいいか？」

　呼びとめられると、澄花は立ちどまって神坂のほうを見た。

「お前はいったい、どんな世界を望んでいるんだ。ほかの魔法使いたちと同じように、かつてそこにあって、そして失われたどんな完全世界を。それを取り戻すためなら、お前はやはりすべてを犠牲にするつもりなのか？」

　その問いかけに、澄花はしばらく黙っていた。大切な何かを、手の平の上でそっと確かめるみたいに。

「――私はもう、完全世界を手に入れたんです。世界が終わって、そして始まったあの日の夜に。でもそれは、私だけのものでしかない。兄には……清織にとっては、世界はやっぱり不完全なままです。絶対に、許せないくらい。だからきっと、このままでいれば清織は壊れてしまう。ほかのすべてのものを、いっしょに壊して」
「だから、お前がそうはさせない、と……？」

　牧葉澄花は星の光がようやく届くみたいに、ゆっくりとうなずく。

「私にとっての願いは、できるだけ彼のそばにいることなんです。ただ、それだけ。だって完全世界は、もうもらったんだから――」

８
　そこは何の変哲もない、橋の上だった。すぐ下を、市内を貫く一級河川である白砂川が流れている。交通量はそれなりに多く、ひっきりなしに車が行きかっていた。
　春の陽気は一転して、冬の肌寒さに逆戻りしている。太陽は忘れ物にでも気づいたように少し遠くへ離れ、風はひどく冷たかった。音の響きさえどこか虚ろで、大切なものをどこかに置いてきてしまったようでもある。
　歩行者用の通路には、室寺のほかに誰の姿もなかった。傍らを、自動車が鈍い響きを立てて通りすぎていく。室寺は橋のちょうど半ばあたりで、仁王立ちしていた。川面を眺めて哲学的な思考にふけっている、というわけではない。まるでボードゲームの一旦休憩のマスにでもとまってみたいに、ただじっとしていた。
　やがて室寺は、おもむろに構えを取った。

　足の開きを肩幅にとって、軽く腰を落とし、脇を閉めて、握りを上に向けて右拳を地面と平行に置く。そのまま息を整え、打撃の一瞬を準備する。

「――！」

　と、室寺は空気を圧縮するようにして拳を突きだした。

　その腕は何もない空間をただ素通りするだけのはずだった。

　はずだった、が――

　室寺の一撃は、空中のある場所でぴたりと静止している。自分で打突をとめたわけではない。打撃音も衝撃波もありはしなかったが、その拳は確かに何かを殴りつけていた。
　本来なら、魔法の力をこめたその一撃は、どんなものでも破壊できるはずだった。鋼鉄の扉だろうが、ぶ厚いコンクリートの壁だろうが、室寺にはコピー用紙を突き破るくらいの容易さで粉砕できるはずだった。

　とはいえ、それが「世界そのもの」ということになれば、話は別である。

　鴻城希槻がどんな手段を使ったのかはわからなかったが、そこには見えない境界ができあがっていた。一種の結界といってもいいだろう。それは都市一つをまるごと包みこんでしまうほどの、桁違いの大きさだった。その境界線を越えて、魔法使いが移動することはできない。あたかも、物語と物語のあいだを、その登場人物が行き来することはできないように。
　それはつまり、もはや外部からの応援を期待することはできない、ということでもあった。

「くそっ」

　室寺は見えない世界の壁を殴りつけた。手応えすら感じないというのに、そこには厳然とした世界の違いが存在している。

「これで俺たちは、密室の中ってわけだ――」

　と室寺はつぶやく。

　その傍らでは魔法使いでないものたちが、世界の違いなど気にもせずに往来を続けていた。
［三つめの始まり］
１

　気持ちのよい、春の宵だった。
　空気は染料を浸したみたいに、ゆっくりと暗闇に染まっていく。昼のあいだにたまった熱は誰かが手で押さえるように、まだそのあたりを漂っていた。じきに夜がその冷たい手をのばしてくるのだろうが、今はまだその時ではない。

　藍色の空には、霞がかってくすんだ色をした三日月がかかっていた。どこからか、ウグイスの空気を引き裂くような鳴き声が聞こえる。
　佐乃世来理は庭に通じるガラス戸を開け、ゆっくりと眠りにつきつつある世界を眺めていた。居間の明かりが、番犬めいた律儀さで宵闇を照らしている。時々、カーテンが揺れて、かすかな風が約束のない訪問者みたいに忍びこんできた。
　優しい死を迎えつつある世界で、来理はその家に一人だった。

　最近、日曜日ごとに賑やかな子供たちの声が響くので、部屋の中は必要以上に空っぽな感じがした。その辺の置き物をひっくり返せば、そんな物音の欠片が一つくらい転がっているかもしれない。けれど来理には、それを拾いあつめるようなつもりはなかった。
　彼女はふと、壁にかかった絵のほうを見る。ナツの描いてくれた、油彩の肖像画を。そこには慎ましやかで幸福そうな彼女の姿がある。自分の形がそういうふうに保管されているのを見るのは、悪いことではなかった。

　とはいえ、老人は多くその時間を過去と共に過ごしているものだ。美しく死んだ時間たちと。その事実にふと、かすかな侘びしさを覚えるとしても。
　光にだけあふれた世界は、彼女には少しまぶしすぎる――

　けれど、老人には老人なりの強さというものがあった。彼女には子供たちの残していった空白を、邪険に扱うつもりはなかった。無理にその穴をふさぐ必要はない。無闇に愚痴をこぼしたり、必要のない嘆息をつくのは、彼女のやりかたではなかった。

　だから佐乃世来理は一人で、ただ穏やかに世界の終わりを眺めている。それを見届けることができるのは、一種の特権でもあったのだから。

　そうして彼女が縁側に座ってくつろいでいると、暗闇の一部が動いて、きらりと光るものが見えた。小さな鈴の音が、空気を震わせる。と、甘い鳴き声が聞こえて、そこからは一匹の猫が姿を現していた。

　真っ黒な猫である。丸っこい顔つきに、ややずんぐりとした手足をしていた。首輪には、銀色の大きな鈴がつけられている。

「あら、どこの家の子かしら？」

　と、来理は不思議そうにつぶやいた。

　首輪をしているところを見るとどこかの飼い猫なのだろうが、近所では見かけたことのない猫だった。迷い猫だろうか。けれど猫は普通、頑固な科学者みたいに自分のなわばりからは出てこないものだったけれど。

　猫はまた甘い鳴き声をあげて、来理のほうへと近づいてくる。そして特有の身軽さで跳びあがると、鈴の音だけを響かせて彼女の膝の上で丸くなった。

「ずいぶん人間を飼うのが上手な子みたいね」

　来理は苦笑しながら、その猫の柔らかな重さと毛なみを感じた。顎の下をなでてやると、猫は気持ちよさそうに目を細めている。

　その背中をなでてやりながら、来理は猫の瞳をのぞきこんだ。光を蓄えるための特殊な器みたいなその瞳に、けれど彼女はかすかな違和感を覚えた。その奥に、何か重大な秘密を隠しているような、そんな――
　ふと顔をあげると、今度は庭の同じあたりに少年の姿があった。どこかの美術館に飾られた天使の絵から脱けだしてきたような、そんな少年である。淡い月明かりの下で、その少年はハナニラの花を眺めていた。
「今夜はずいぶんお客さんの多い日ね」

　と、来理は慌てもせずに言った。その少年が何者なのかについては、見当がついていたけれど。

「こんな田舎の茅屋に何の用かしら。それとも、あなたもやっぱり迷子なの？」
　声をかけられて、少年は顔をあげる。そうして丁寧な足どりで来理のそばまで歩いてきた。

「きれいな庭ですね」

　と少年はまず言った。その笑顔にはどこか、人形のような作り物めいたところがある。
「秋原さんのと、どっちがいいだろう」

「あら、そのかたもお庭を作ってるの？」

　来理は首を傾げる。

「うん、お屋敷の世話をしていて。でも秋原さんのは、仕事っていうほうが近いかな……」

「素敵なお仕事ね」

「ボクもそう思います。でないと、あんなにきれいな庭にはならないと思うから」
　少年の姿を、室内の明かりが照らす。小学生くらいの年齢だが、その風貌は古代の遺跡に似て、何かの力で時間を停止させられている印象があった。その瞳の奥は、さっきの猫と同じでどこか秘密の場所につながっているようでもある。
「それで、いったい何のご用かしら？　おもてなしをするには少し遅い時間だし、それにあなたとは確か初対面だと思うのだけど」

「ボクたちはあなたを迎えに来ました」

　と、少年は言った。

　来理の膝上から、猫が飛びおりる。来理はそれを目で少し追ってから、少年のほうに向きなおった。たち、といっても、もちろん少年のほかには誰もいない。

「残念だけど、そんな約束をした覚えはないわね」
「でも、もう準備はできてるんです」

「それは鴻城希槻の指図で？」

　来理が言うと、少年はその作り物めいた笑顔をますます強くする。

　もちろん、来理はこの少年がニニと呼ばれる魔法使いであることはわかっていた。執行者の二人を殺害した残酷な少年だ、と。そして、もう一つのことについても。

「――あなたは、ホムンクルスなのね」

　来理はどこか表情に困った顔で、そう言った。

　いわゆる錬金術において言及されるところのそれは、フラスコの中で育ち、小さな人型をなして世界の秘密について囁いてくれるという、人工生命体のことである。

　けれどここでいう〝ホムンクルス〟とは、魔術具の一種のことだった。〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(エンブリオ),人造魔法)〟――彼らは意志を持った魔術具といってもよかった。この少年は術者、おそらくは鴻城によって造られた、まがいの人間なのである。

「さすが委員会に任された管理者ですね。よく知っている」
　少年、ニニは言った。特に感心した様子も、ショックなふうにも見えない。おそらく、そんなことはたいして気にしていないのだろう。

　――あるいは、そんなふうにしか感じられないのか。

「だったら、わかりますよね」ニニは言う。「ボクたちはもちろん、あなたを連れていく。例え無理やりにでも」

「もしも嫌だと言ったら、どうなるのかしら？」

　来理はあくまで落ちついていた。

「あなた自身のことなら、それでいいかもしれない。でもあなたは決して、断われない」
　どうしてかしら、と訊きかえす前に、来理の横から声が聞こえている。

「――だって、ぼくがどうなってもいいなんて思うわけないでしょ？」

　声のしたほうを見ると、そこには彼女の孫息子である宮藤晴が、イスに座っていた。
　いや――

　ごくごく注意してみれば、それがハルでないことはわかる。その瞳の奥にはニニと同じで、星の光ほども遠い何かがあった。そこにハルの魂と呼べるものは存在しない。だが、その意図するところは明白だった。

「脅迫しようというのかしら、私を？」

　さすがに来理は眉をひそめる。この二人が彼女の孫をいじめるなどということですますとは思えなかった。
「可愛い孫のためだよ、来理ばあちゃん」

　ハルの姿をしたサクヤが言う。おそらく、本人なら言いそうもないセリフで。

「私に選択肢はない、ということ？」

「一方が間違いなく悲劇に終わる道を選択肢というのなら、たぶんそうだと思います」
　ニニは無表情に告げた。

　もちろん、最初からそんなものがないことはわかっていた。完全世界を求めるというのは、そういうことなのだ。そして鴻城希槻は、誰よりもそれを求めている。もうずっと、長いあいだ。

「でも一つ、聞いてもいいかしら？」

　と、来理は質問した。

「何ですか？」

「彼はいったい、私に何の用があるというの？」

　その問いかけに、ニニは少しだけ間を置いた。月の形が変わるのを、ほんのちょっとだけ待つみたいに。

「もちろん、あなたが必要なんです。佐乃世来理さん、あなたの魔法がね」

　少年は道化師めいた笑顔を浮かべつつ、そう言った。

２
　ハルが学校から家まで帰ってくると、玄関の鍵が開いていた。

　一瞬、ハルは躊躇して考える。家の鍵は、父親が閉めたはずだった。かけ忘れたのだろうか。それとも、何かの都合で早めに帰ってきたのか、あるいは――

　念のために、〝感知魔法〟のペンダントを取りだす。あの日以来、来理に言われて習慣的に所持しているものだった。手に巻きつけるようにして、ドアノブへと近づける。
　反応はない。魔法の揺らぎによる痕跡はなかった。だからといって、ほかに鍵を開ける方法がないわけではなかったけれど。

　少しためらってから、ハルは慎重にドアを開けてみた。玄関にはいつもと違った様子は見られない。子羊の血で赤い印がつけられているわけでも、死の天使がその辺をうろついているわけでも。

　そもそも、ハルたちと魔法委員会に直接のつながりはなかった。結社と委員会が争っているからといって、それに巻きこまれるような理由はない。

　けれど――

　それがこの不完全世界と魔法使いに関係したものである、というのも事実だった。

　ハルはできるだけ音を立てないように、靴を脱いで廊下に上がる。家の中の明かりはつけられていなかった。誰かが無理に押しこんだような薄暗がりの中を、ハルはゆっくりと歩いていく。
「――父さん？」

　居間に入るところで、ハルは声をかけてみた。そこに誰かがいるなら、どちらにせよ避けてとおるというわけにはいかない。

　ハルがそっとのぞいてみると、そこには確かに誰かがいた。

　ただしそれは、父親の宮藤恭介でも、会ったこともない結社の人間というわけでもない。

　それは委員会の執行者である、室寺蔵之丞だった。
「何をしてるんですか、室寺さん？」
　と、ハルは呆れるように言った。というより、実際に呆れている。

　居間にも明かりはつけられておらず、加工処理を施されたような不自然な薄闇が全体を覆っていた。ハルは電灯のスイッチを入れ、カバンを壁際に置く。室寺はキッチンのほうのイスに腰かけていた。

「もちろん、お前を待ってたんだよ」

　室寺は慌てもせずに、にやりと笑った。粗放だが、不思議と魅力的な笑顔である。三秒もあれば、相手を信頼させてしまいそうだった。
「こういうのを待ってるとは言いませんよ」

　とハルはできるだけ、腹を立てているように言った。元々、そんな口調は得意ではなかったけれど。
「俺の場合は、言うのさ」

　室寺の様子に、反省の色は見られない。顕微鏡で探しても、そんなものは見つかりそうもなかった。

「そりゃ、室寺さんにはそうかもしれませんけど……」

　ハルはすでに、抗議行動を諦めていた。それほどの面識はなかったが、室寺蔵之丞というのがどういう人間なのかは何となく理解している。

「にしても、人の家に勝手に入ることはないと思いますけど」

「声ならかけたんだがな」

　うそぶく室寺に向かって、ハルはため息をついた。「もし返事が聞こえたっていうなら、耳鼻科のほうにでも行ってください」

　それからハルは、いったん台所のほうに向かう。礼儀を欠いていようが、聴覚に問題があろうが、お客さんには違いない。
「第一、どうやって家の中に入ったんですか？　鍵はかかっていたはずですよ」

　戸棚からお茶の葉や湯飲みを用意しながら、ハルは訊いた。

「聞きたいか？」

　なぞなぞの答えを求めるには、室寺の口調はやや不穏すぎた。

「あまり気は進みませんけど」

　急須にお湯を注ぎながら、ハルは言う。

「まあ何かを壊したわけじゃないから、心配はするな」室寺はにやりとした。「俺はそれほど乱雑な男じゃないからな」

　どちらにせよ、あまり心楽しくなるような話ではないらしかった。

「――とにかく、今度からは中に人がいるかどうか、確認してからにしてください。幽霊とかじゃなくて、ちゃんとした人間がいるのを」

　ハルはお茶をついだ湯飲みを室寺の前に置きながら言う。

「心得た――」
　室寺はさっそく一口飲みながら、素直にうなずいた。
「だがまあ、俺みたいのが玄関前につっ立ってるのもどうかと思ったんでな」
　カーテンを開けてから、ハルは室寺と同じテーブル席に着いた。そうすると、ようやく自分の家にいるという気がしてくる。目の前の室寺を見ていると、コップもイスも、いつもよりひとまわり小さく感じられはしたけれど。

「ハル、お前は今いくつだ？」

　と室寺はもう半分くらいお茶を飲んでしまったところで、不意に言った。どうやら、猫舌とは無縁の男らしい。

「……もうすぐ十五ですけど、今はまだ十四歳です」

　何のための質問かはわからなかったが、ハルは正直に答えておいた。

「ということは、だ」室寺はじっとハルのことを見ながら言う。静止衛星が地上の一点を凝視するみたいに。「お前はまだ〝完全な魔法〟を失っていないわけだ」

　魔法と呼ばれるもののうち、魔術具に頼らない特殊型のものにはある特徴があった。それはこのタイプの魔法が、ある年齢を境として不完全化するということである。その時、その魔法はかつてあったはずの、世界を変えうるだけの可能性を失ってしまう。それはもはや、完全ではなくなるのだ。
　その変化の境界となるのが、十五歳という年齢だった。すべての魔法使いは例外なく、世界に対して十五年という歳月をもって完全魔法を失う。

「一応、そういうことにはなっていますけど――」

　ハルはあまり、気のりしないふうに言った。完全でも不完全でも、この世界は必ずしも魔法を必要としていない、というのがハルの基本的な意見だった。
「――だが、そうもいかなくなるかもしれん」
　と、室寺は少し難しい顔をして言った。
「どういうことですか？」

「お前たちの完全魔法が、あるいは必要になるかもしれん、ということだ」

　たち、というのはもちろんアキやナツ、フユのことを指しているのだろう。けれど、

「……委員会や結社のやろうとしていることと、ぼくたちには何の関係もないはずですよ」
　ハルはそっと、つぶやくように言う。夜の物音に怯えた子供が、頭から布団をかぶるみたいに。

　相手がお化けなら、もちろんそれで十分だったろう。

「お前たちはまだ気づいていないだろうが、この町は今、〝壁〟に囲まれてる」

　と室寺はごく冷静な口調で告げた。

「半径十キロほどもある、巨大な円形の壁だ。魔法使いはこの不可視の境界線を越えることができない。つまり俺たちは現在、その中に閉じこめられているってことだ」

「鳥籠みたいに、ですか？」
「まあそんなところだ」室寺は少し笑った。「これだけ大規模な魔法にかかわらず、発生した揺らぎはごく小さなものだった。何故かは不明だがな。壁のそばまで行かないかぎり、その存在に気づくことはないだろう」

「その壁は、何のためにできたんですか？」

　とハルが訊くと、室寺は一瞬黙った。天秤の揺れ具合を見るような、小さな間が空く。

「……いや、まだ詳しいことはわかっていない」室寺はお茶の残りを飲みほした。「ただ、委員会の連中が壁の外側に集まっていろいろ調査している。それによると、壁は少しずつ拡大しているらしい」

「拡大している？」

「そういう話だ。一日に二十センチ程度らしいがな。遅々としたものだ。しかし、もしかしたら――」

　言って、室寺は言葉を切った。が、ハルにはその続きがわかった。

「――いつか、世界全体をすっぽり覆ってしまう？」

　ハルの指摘に、室寺は苦笑めいたものを浮かべる。

「佐乃世さんの言うように、お前は確かに頭がいいよ。その通りだ。委員会の連中もそれを気にしている。はたしてそうなった時、壁の外側にいる魔法使いたちがどうなるかはわからんがな」
「壁を壊す方法はないんですか？」

「今のところ、めぼしい手段は見つかっていない。俺も思いきりぶん殴ってみたが、まるで効果なしだ。どうも、魔法そのものを受けつけない仕組みのようだ」

　つまり、それは――

「魔法ではどうしようもない、ということですか？」

　ハルは言った。魔法の壁に魔法が通用しないというのなら、もう魔法使いにできることはない。

「おそらく、発生源をどうにかするしかないだろうな。そんなものがあれば、の話だが」

「…………」

「千ヶ崎と俺でいろいろと調べているが、手がまわらない状況だ。外からの支援も期待できん。もはや将棋でいうところの詰めろか、必至をかけられてる状態かもしれん」

「そうなんですか――」

　ハルはつぶやく。事態は思っていたより、ずっと深刻なようだった。

「それから、もう一つ伝えておくことがある」

　と、室寺は言った。「残念ながら、悪い知らせだがな」

「何ですか？」

　ハルが訊くと、室寺は裸の皇帝に従うとんまな大臣みたいな顔で言った。

「――佐乃世さんが、敵に捕まった」
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　朝食に用意されたのは、やけに豪勢な食事だった。
　ベーコンやソーセージ、ベイクドビーンズ、ロールパンにスコーンといった組みあわせである。財宝を奪ってきたばかりの山賊みたいに山盛りにされてはいたが、朝はあまり食べないので、来理は半分以上は残している。
　庭に面したテラスには、摘みとってきたばかりの新鮮さで春があふれていた。広い自然風の庭園を見ると、太陽と草花が人にはわからない言語で話しあっているようでもあった。その中に埋もれるような格好で、白い洋風の東屋が建てられている。
　来理はイスに座って、食後のコーヒーを口にしているところだった。風味は豊かだが、とげとげしいところはない。食事も飲み物も、用意してくれたのは秋原という執事然とした老人だった。おそらく、歳は同じくらいだろう。

　ちょうどコーヒーを飲み終わったあたりで、その秋原老人が現れた。おかわりを注ごうというのだろう。もしかしたら、どこかで様子をうかがっていたのかもしれない。
「いえ、もう十分です」

　来理はそれを押さえて、微笑んだ。賓客として扱われるのはけっこうだが、これでは誘拐されたという気がしない。

「そうですか――何かご要望のことがあれば、すぐにご用意いたしますが？」

「家にいるときより寛がせてもらっています。ありがとう」

　と、来理は微苦笑しながら慰撫するように言った。実際、その点での不満のようなものはない。
　それから来理は、この老人に向かって庭のことについていくつか質問した。植えつけの時期や方法、土の世話、虫対策といったことについてである。秋原は庭仕事の権威として、的確に応答した。その口ぶりからして、どうやら本心からこの仕事を愛しているらしい。

　話が一段落してしばらくした頃、また秋原がやって来た。主人が会いたがっている、という旨を伝えにきたのである。丁寧至極ではあるが、もちろん来理に断る自由などない。

　来理はそのまま老人に案内されて、客間のほうへと向かった。そこに、屋敷の主人が待っているという。

　扉を開けて部屋に入ると、その人物はテーブル近くにあるイスのところに座っていた。

　その姿を見て、来理はひどく複雑な表情を浮かべる。夜の暗闇と、太陽の光を無理に混ぜあわせたような、そんな。
「お久しぶりですね、鴻城希槻――」

　と、来理はその男の名前を呼んだ。
「ああ、そうだな。あんたも息災そうでなによりだ」

　鴻城は、言った。にやりと、どこか悪魔的な表情を浮かべて。

「……あなたとは、もう二度と会うことはないだろうと思っていました」

　けれど来理は、どこか表情を決めかねたような様子で言っている。

「俺のほうはそうは思わなかったがな」鴻城は鋳型を使って成型したような声で言った。「もう一度会うくらいのことはあるだろうと思っていた。何しろ、俺には人より余計に長い時間があるんでな」
　来理は嘆息するような目で、この男のことを見つめる。確かに、その言葉通りのようだった。

「あなたは少しもお変わりないようですね」と来理は言う。

「それだけが取り柄でね」

「いったい、どんな魔法を使っているんですか？　それとも、石長媛でもお招きになったんですか？」
「それは秘密でね。例えあんたにでも、簡単には教えられない」

「でしょうね――」

　来理は少しだけ笑う。その秘密は、決して幸福なものではないのだろうと思いながら。

　そこまでの会話を交わしてから、来理はあらためてイスの一つに座った。部屋の中には、二人しかいない。何となく、檻のない牢獄にでも入れられたような緊張感があった。

「――それで」と来理は一応、表面だけは冷静に訊いた。「いったい、私に何の用があるのですか？」

「ちょっとした失敗をしてな」

　鴻城は相手のことなどまるで斟酌しない口調で言った。

「あんたの魔法が必要になった。たいした問題でもないとは思うが、大事の前の小事と言うんでな」

「私が素直に協力すると？」

「するさ」

　鴻城は面白くもなさそうに言う。

　けれどそれは脅しでも、ましてやはったりなどでもなかった。この男がその気になれば、ほとんどの人間は逆らうことなどできないのだ。例え獅子の皮をまとった英雄ほどの力や意志があったとしても。
　〈悪魔試験〉は、そういう魔法だったのである。

　この魔法は〝その願望を言いあてられた相手は、術者に対して絶対服従する〟というものだった。試験に失敗した人間は、どんな命令も拒否することはできない。ただし、その強制効果には欠点もあった。相手の望みが変化した場合には魔法効果が解除されてしまうし、願望の言いあてに失敗した場合には、主従関係が逆転する。

　だが完全世界を求める人間は、その願いを決して捨てることはできない。魔法が解けることはありえなかった。

「あなたの魔法を使うつもりですか？」

　来理はほんの少し、ため息をつくように言った。完全にではないが、鴻城の魔法についてはその仕組みを理解している。

「あんたを試験するのは心苦しいが、確実を期すためにはいたしかたがないんでな」

　鴻城の態度は、そのセリフほどにはしおらしくはなかった。
「でも、私にどんな願いがあると？　すべての魔法使いが、完全世界を求めるわけではありませんよ」

　その言葉に、鴻城は何故かふっと笑った。今まででは、一番自然な笑みである。けれどそれは、記憶の中の何かを笑ったようでもあった。
「あんたの言うとおりだが、しかし実際には簡単な話だ。あの二人も言ったと思うが、あんたにはどうにもならない願いがある」

　そう言って、鴻城は魔法を使った。揺らぎが広がって〈悪魔試験〉の形を作り、準備は完了する。

「それでは、試験を開始しよう。あんたの願いは、〝孫の無事〟だ――」

　瞬間、確かに魔法は発動する。鴻城の作った揺らぎは来理を捕らえ、縛りあげた。凶暴な狼をも戒める鎖で。右手を代償に差しだすこともなく。

　来理は諦めたように肩を落とし、目をつむった。

「やはり、あなたには誰も逆らえないようですね」

　鴻城は影のように重さのない動作で、イスから立ちあがった。部屋の中にあった牢獄に似た緊張感は、すでになくなっている。それはもう、来理の魂の中へと移ってしまっていた。
「さて、それではさっそく仕事にかかってもらうとするかな」

　言ってから、鴻城はさらに続ける。

「それが終われば、孫のところに帰してやろう。俺はサディストじゃないんでな。ただし、その時にはまたもう一仕事してもらうが――」

　そう言う鴻城希槻の表情は、確かにサディストですらなかった。
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「来理さんが誘拐されたって、どういうことですか？」

　と、アキは憤慨したように言った。
　佐乃世来理の自宅には、六人の人間が集まっていた。四人の子供たちと、委員会の執行者である室寺と千ヶ崎朝美である。本来の家の主人だけがそこにはいない。それだけで、家の中は何百年も放置されたお城みたいにがらんとしていた。
　居間にあるテーブルには、上座に室寺が座り、その反対に朝美。あとはハルとアキ、ナツとフユが並んで席についていた。

「今、説明したとおりだ」

　アキに対して、室寺は鷹揚に返事をした。

「佐乃世さんは結社の連中に拉致された。この家にはいないし、所在も不明だ」

「無事なんですか？」

　ナツは努めて冷静な口調で訊いた。
「おそらくは、な。家の中に争った形跡は見られない」

「そもそもどうして、佐乃世さんを？」

　フユが当然の疑問を口にした。

「わからん、見当もつかん」室寺は世界記録を狙えそうな勢いで匙を投げた。「目下のところ、調査中だ」

「例の壁と何か関係が？」ナツはあまり期待しない声で訊く。

「そいつも不明、同じく調査中だ」

　室寺の返答は予想通りだった。

「……仕事、してるんですよね？」

　と、アキは思わずじと目を作ってしまう。
「残念ながら、な」室寺はさすがに苦笑した。「情報がないんで、俺たちとしてもどうしようもない状況だ。無能の謗りはまぬがれんが」

「魔術具を使って、跡を追うことはできないのかしら？」と、フユ。

「管理者の許可がなければ、魔術具の使用は不可能だ」室寺は返答した。「当然だが、管理者は佐乃世さんなわけだ。問題を解くヒントをもらうには、先に問題を解いてしまう必要がある。それに〝追跡魔法〟のようなものでは、うまくいかない公算が大きい」
「例の隠れ家ってやつですか？」ナツが訊く。

「そうだ、佐乃世さんが連れていかれたのは、おそらくそこだろう。となると、通常、魔法を問わず、あらゆる探索手段は簡単には通用しなくなると思っていい」

　部屋の中に、短い沈黙が降りた。八方塞、というやつだろうか。
「壁は概ね円形って話でしたよね」ナツがふと思いついたように言う。「なら、その中心に何かあるんじゃないんですか？」
「文殊の知恵はけっこうだが」室寺はハルのほうを見て肩をすくめた。実のところ、その意見はすでにハルのほうで出されている。「一応、それはもう調べてある。が、めぼしいものは発見できなかった。円の中心にある場所は民家の裏山にある、ただの空き地だ。例の隠れ家の周辺からも離れている」

　もう一度、話が途切れた。ウグイスの鳴き声が、場違いな長閑さで響いた。時間はひどくゆっくりと流れている。

「――じゃあ、わたしたちにできることはないってことですか？」

　アキは難破船の上から、諦めて空を眺めるような調子で訊いた。

「いや、そうでもない」

　室寺の返事は意外だった。

「実は連中から、こんなメールが届いた」

　その言葉と同時に、朝美が一枚の紙をテーブルの上に置いている。
　用紙には、冒頭に日付けらしい数字が記されていた。ただし、今日のものではない。それから二つの数字「３６５７２７５９・１３６７０５７０３」、おしましに「Ｎ・Ｅ」。

　――ほかには何も書かれていない。

「届いたのは、ちょうど今朝のことだ。ついでに本人からの電話もあった。変身した偽物のほうからかもしれんが、まあおそらくは間違いないだろう。様子はわからんが、元気そうではあった」

「来理ばあちゃんは、何て？」ハルが訊いた。

「メールの場所で待っているそうだ。ほかのことについては話せない、と。おそらく鴻城の魔法をかけられているんだろうな」

「それって、どんな魔法なんですか？」アキが訊く。

「相手の弱みを握ったら、言いなりにさせる魔法だ」

「……王様の床屋さんには朗報ですね」

　アキがうなっているあいだに、ハルは数字の意味に見当をつけていた。
「――たぶんこれは、地図座標だ」

　と、ハルは数字を指さしながら言った。

「Ｎは北緯、Ｅは東経だと思う。桁数から見て３６と１３６は、この付近にあたるから。数字に区切りがないから、十進数表記だと思う」

「千ヶ崎、調べられるか？」

　言われて、朝美は端末機を取りだす。ただの端末機ではなく〈転移情報〉でハイスペック化されたものだった。いくつか操作してから、朝美は手をとめる。

「どうやら、その通りみたいですね」

　彼女は端末機の画面を全員に見える位置に置いた。

「座標は天橋市立総合運動公園の入口を指しています。指定した日時にここまで来い、という意味でしょう」

「露骨だな。何の用意をしてるのかは知らんが、罠ですって言ってるようなものだ」
　室寺は顔をしかめた。

「でも、ほかに方法はない？」と、ナツ。
「それも事実だ」
　室寺の渋面はますます深くなった。

「委員会は壁の外側で手出しできない。内側にいる執行者は俺たち二人だけ。ほかに頼れるほどの組織もない……通常の社会組織はあてにならんだろう。これは魔法使いの戦争だ」

「でも、行くんですよね？」と、アキ。

「――ああ、もちろんだ」

　室寺は一転して、にやりと笑ってみせた。
「これは連中を一掃するチャンスでもあるんだからな。罠だろうがなんだろうが、知ったことじゃない。俺の力をみくびったことは後悔させてやるさ」
　威勢のいい啖呵が切られたその時、

「――ぼくも、行かせてください」

　と、ハルは静かに告げた。

　これが委員会と結社のいざこざであることはわかっていた。けれどそこに関わっているのは、自分の祖母なのだ。もう、放っておくわけにもいかない。

「うむ」

　室寺は難しい顔をした。戦力としては、いくらでも魔法使いの手は必要だった。が、何といってもまだ子供である。けれど――

「俺たち、だよな？」

　と、ナツは当然のことのように言った。

「だよね」

　アキもすぐさま同意する。

　最後に残ったフユも、同じ意見のようだった。

「今度の日曜日に集まるところがなくなるのは、やっぱり困るでしょうしね」
　四人の様子からして、その意志を翻させるのは難しそうだった。

「――わかった、お前たちも連れていこう」
　室寺がそう言うと、朝美が慌てるように制止した。
「いいんですか、室寺さん……？」

「構わんさ」室寺は覚悟を決めたように言葉を続けた。「どっちにせよ、これは世界の未来を賭けた戦いだ。俺たちのすべてに、そのことに関わる資格がある」
５
　祖父江周作は魔法委員会の会長である。あるいは、会長ということになっている。
　実質的なところとしては、彼はまったくそんなことは気にしていなかった。会長といってもろくな権限はなかったし、重要な決定については委員による合議制によって決定される。そもそも、祖父江は自分が何故ここにいるのかを正確には理解していなかった。
　痩せ型で、体はひょろ長く、どことなく案山子に似ている。性格も、ほとんどそれと一致していた。体格と性格のどちらが先だったのかは、永遠の謎である。
　彼は一応、魔法使いだった。一応というのは、本人もよくはわかっていなかったからだ。魔法の揺らぎのようなものを感じることはできるが、それだけだった。自分で揺らぎを作ることもできなかったし、魔術具の使用など論外である。
　それでもこの男が委員会の会長などという役職に選ばれたのは、たんに彼以外には条件に当てはまる適任者がいなかったからだった。条件というのは、魔法使いであると同時に国家の奉仕者であること。つまり、国家公務員試験に合格した官僚、ということである。

　祖父江周作が会長に選ばれたのは、ただそれだけの理由だった。魔法使いとして優秀だったわけでも、自他からの強い推薦があったわけでもない。路傍に転がっていた石が、たまたまつっかえにちょうどよかった、というだけの話だった。

　だから現在起こっている騒ぎについても、祖父江はまるで関知していない。そもそも、理解ができないのだ。完全世界、魔法の壁、結社――とても現実のこととは思えなかった。

　元来、祖父江は事態を静観する立場を取り続けてきた。それは、渋河という男に釘を刺されたためでもある。大学時代から一貫して、この男には頭が上がらなかった。そういう星の巡りあわせだったのだろう。
　祖父江はあらゆる権限を利用して、のらりくらりとやってきた。名目だけとはいえ、会長である。それに、その程度の腹芸なら十分に心得ていた。

　だがここにいたって、事態は完全に祖父江の手を離れていた。緊急招集による参事会が結成され、今後の方針は彼らによって決定される。祖父江はただ、事後承諾を加えるにすぎない。とはいえこの男にとって問題なのは、あくまで渋河弘章のことだった。この事態は、あの男と何か関わりがあるのではないか。だとしたら、いったいどんな責任をとらされることになるのか。あるいは、あの男はこの件で逆に脅迫してくるつもりなのではないか――
　祖父江周作は執務室で一人、戦々兢々として頭を抱えていた。委員会の人間はほとんどが出払っていて、邸内には彼と事務の数名しかいない。緊急事態であるはずらしいのに、トップである彼が一番何も知らない、という状況だった。
　そもそも、この場所からしておかしな話なのだ。どこから予算が出ているのかは知らないが、由緒ありげな古い洋館に、アンティーク調の家具がそろっていた。彼のいるこの部屋には、年代物の柱時計や、絨毯、地球儀、いわくありげな古書の詰まった本棚といった調度品が設えられている。
　そんな豪勢な部屋の主として、彼ほど不似あいな人間もいなかった。いずれは部屋のほうで、この貧相な主人を追いだしてしまうかもしれない。

「…………」

　その時ふと、人の気配を感じて祖父江は顔をあげた。

　もちろん、そんなはずはない。館の人間は現地に飛んでほとんど残ってはいないし、そもそもノックもせず、ましてや何の物音もなく、その場所に人のいるはずがなかった。
　けれど――

　そこには、少女が一人いた。

　少女、だろう。少なくとも見ためには。

　シンプルだが、ひどく古風なデザインのドレスを身にまとっている。十二、三歳くらいの年齢だろうが、その風貌には古典派絵画で見かける種類の、現実離れした神々しさがあった。蚕の繭糸にも似た白い髪は豊かに波打ち、額には小さな朱印が施されている。その一対の瞳は、もっとも純粋な鉱物の結晶を連想させた。
　祖父江は何故か、驚く気にもなれずにいた。それは少女の出現があまりに自然だったから、というのではない。それとは逆に、図抜けて不自然すぎたせいだった。おかげで、頭が通常にとられるような反応を拒否してしまっていた。

　少女はきょろきょろと、あたりを見まわしている。その様子にはどこか、好奇心の強い獣に似た傍若無人さがあった。

「――お主が、この館の主人か？」

　やがて、少女は言った。

　祖父江はその時代がかったもの言いにも驚かなかった。大体、予想はできていたのだ。きっと予想のつかないことを口にするだろう、とは。

「一応、そういうことになっていますが、あなたは？」
　少女に対して、祖父江は比較的丁重な物腰で対応した。彼女がただの人間でないことくらいは、さすがの祖父江にもわかっている。

「我か、我はウティマじゃ」

　少女は短く答えた。ウティマ、というのが彼女の名前らしい。

　そこからの続きはなかった。

「……えー、それでその、いったい何のご用でしょうか？」

　祖父江は我ながら自分の間抜けさ加減をばかばかしく思いながら、仕方なく訊いた。

「我が何なのか、お主は知らぬのか」

　ウティマは不服そうな、呆れたような、それでいて何の感想も持ってはいないような、そんな口調で言った。
「残念ながら、私には何のことか……」

　と祖父江は恐縮してみせるしかない。

　ウティマは気にした様子もなく、次のように説明した。

「我は世界じゃ。世界の揺らぎが発生した以上、我が顕現することは必定じゃろう」

「…………」

　はいそうですか、と納得できる話ではない。だが祖父江には、詳しい説明を聞いても理解できるような自信はなかった。

「あー、それで、結局あなたは何をしにここに来られたんですか？」

　祖父江は何とか、話を自分に理解できるレベルに変更しようとした。それが上なのか下なのかはわからなかったが。

「なに、ただの挨拶じゃ」

　と、ウティマは意外なほどあっけないことを言った。

「この国の最高責任者に聞いたところ、お主がこの地での魔法に関する統括者だという話だったのでな。これから起こるであろうことを考えれば、一言あってしかるべきじゃろう」
　最高責任者というのが誰のことなのか、祖父江はあえて思考しないことにした。やはりこれは、自分の手に負えるような話ではないらしい。

「……いったい、何が起こっているというんですか？」

　祖父江はひどく疲れたような声で言った。実際、もはやため息しか出てきそうにない。

「お主は知らぬのか、今この世界で何が起こっているのか？」

「ええ、何も」祖父江は正直に答えた。

　ウティマはふと、あらぬ方向を見つめる。それが天橋市のある地点を正確に指しているのだとは、祖父江にはわかるはずもなかった。

「完全世界が誕生したのじゃ。あるいは、復活したと言ったほうが正しいのかもしれんが……指輪の持ち主によって、かつて楽園にあった三本目の樹へと扉がつながったのじゃ。ただし、扉そのものはまだ開いてはおらん。どうやらそやつは、最後の鍵を開けられずにおるようじゃの。あるいはそれも、何か考えがあってのことかもしれぬが――」

　ウティマはそう言ってから、おかしそうに祖父江のことを見つめた。その瞳は彼一人を、というよりは、人間一般とでもいうべきものに向けられているようでもある。

「げに、魔法使いどものEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いとけな),幼)く、愚かしきことよ。相も変わらず完全世界を求め、迷い続けておる。どれほどの時が経過しようとも、この性向は捨てられぬものらしい。苦難と歓楽、悲哀と喜悦を繰り返す、憐れで頑是ない、矛盾した族よ。永遠を夢見ては現在を否定し、運命に挑んではかえって破れ、幸福を求めてはあえなく裏切られ、孤独の淵にあって平然を嘯く――我が言うのも何じゃが、不可思議の存在よ。もっとも、ヘルンの持ちだした種がこのような僻遠の地で芽吹くことになるとは思わなんだがの」
　少女はかすかに笑ってみせたが、もちろんその意味については祖父江にわかるはずもなかった。

「……あなたは、あなたはいったい、誰なんです？」

　祖父江は小さく首を振って、無理に混乱を抑えるようにして言った。けれどそれは、少女の言葉が理解できなかったからではない。結局のところ、祖父江周作も魔法使いの一人だったのである。

「先にも言ったとおり、我は世界じゃ」

　と、ウティマは再言した。
「完全世界と不完全世界のあいだに生じた揺らぎが、いわば〝世界〟という魔術具によって形象せしめたのが、我という存在よ。その魔術具の原型が誕生したのは、はるか昔に、〈ヒト〉という魔法が出現した頃に遡るがの」
　祖父江は何の返事もせずに、ただ首を振るばかりだった。まるで子供が否やをするみたいに。

「――どうやら、これ以上お主と話をしていても埒が明かぬようじゃの」

　ウティマは別段気にしたふうもなく、軽く肩をすくめて言った。

「それにお主には、完全世界を希求する精神も、それに挑戦する動機も持ちあわせてはおらぬようじゃ。となればなおさら、〝ウロボロスの輪〟をくぐる資格を与えるわけにはいかぬ」
　それだけのことを告げると、ウティマはくるりと背中を向けた。祖父江は慌てたように声をかける。

「どちらに行かれるんですか？」

「もちろん、彼の地じゃ」ウティマは顔だけを振りむかせて言った。「この世界の行く末は、できるだけ公平に決められなければならんからの」

　そして、少女は部屋の扉を開けて出ていってしまう。

「…………」

　祖父江は少ししてから、恐る恐る同じ扉を開けてみた。横にのびた廊下のどこにも、少女の姿は見えなかった。当たり前だ。彼女は世界なのだ。この場所から影も残さずに一瞬で移動することなど、本のページをめくるのと同じくらい容易なことのはずだった。

　それでも念のために、祖父江は内線で受付けの職員を呼びだしてみた。そして誰か一人でも、あるいは半人でも玄関の前を通らなかったか聞いてみる。
〝いいえ、今日はまだお一人の訪問者もおられませんが〟
「そうか、わかった」と、祖父江は言う。

〝ご気分がよろしくないようですが、大丈夫ですか――？〟

「少し疲れただけだ」祖父江はそっとため息をついた。「心配はいらない、何も問題はない」

　内線を切って、祖父江は深々とイスに腰をおろす。今となっては、この館の奇妙さなど、どうでもいいことになってしまっていた。祖父江は目を閉じて、その暗闇ができるだけ濃くなるように目を覆った。
　いつかこのことを夢だったと思えるのが、現在の祖父江周作が持つ唯一の望みだった。
６
　早朝、まだ太陽もうまく目覚めきっていないような時刻のことである。
　天橋市立総合運動公園には、何台もの大型トレーラーがやって来ていた。それぞれコンテナを引いたトレーラーは、騒々しいエンジン音で静寂を追いはらった。朝の空気はまだ眠りたりないかのように、どこか別の場所へと散っていく。
　大型トレーラーは白い排気を吐きだしながら、公園の各所へと移動していった。そのうちの何台かは、中央競技場へと集まってくる。どうやらそこが一番、搬入物の多い場所のようだった。

　この総合運動公園はかなりの敷地面積があって、各種施設も充実していた。数年前の国際大会を機に建設されたもので、各種体育館、多目的競技場、テニスコートや野球場、武道館などが整備されていた。

　各施設のあいだは自動車での移動も想定されているので、トレーラーでの進入も可能だった。

　中央競技場に集まったトレーラーの一台から、男が二人降りてくる。運送会社のものらしい制服を着ていた。二人は空気の冷たさに驚いたように、小さく体を震わせる。何しろ太陽もまだ起きたばかりで、本調子とはいえない。
「寒いな」と、年配のほうが言った。

「ええ、かなり冷えますね」もう一人の比較的若いほうが答える。

　年配のほうはほかのトレーラーに向かって合図を送った。彼が今回の仕事の責任者だったのである。「早めに体を動かして温まるとしよう――」

　二人はコンテナの後ろにまわると、ストッパーを外した。かすかに不服そうな軋みを立てて、扉は開いていく。

　コンテナには暗闇といっしょに、大量の人形が積載されていた。ほとんど詰めこめるだけ詰めこんだ、という状態である。人形といってもマネキンのようなそれではなく、もっとデフォルメされた形のものだった。その人形がいくつもの箱に小分けにされる格好で、コンテナの床を埋めていた。
「いったい何なんですかね、これ？」

　若いほうが確認のために箱の中をのぞきながら言った。
　人形はどれも同じ形で、白い流線型のパーツでできあがっている。まるで漂白された鯨の骨でも詰めこんだような有様だった。

「さあな」

　スケジュール表を確認しながら、年配のほうは興味もなさそうに言う。

「こいつを公園内の各所に配置しろっていうんですよね？」

「ああ、そういう依頼だ」

「こんなでかい公園を貸しきって、何のためにそんなことするんですか？　何かのアートパフォーマンスってやつですかね」

「詳しい説明は聞いていない。おじさんには芸術のことなんてわからんしな」

「発注元はスパロー企画、でしたよね。スパローってどういう意味でしたっけ？」

「〝雀〟のことだ。志の低い社名だな」

　年配のほうはスケジュール表をたたんで、周囲の状況を確認した。いっしょに運んできたフォークリフトが地上に降ろされている。もう作業にかかるべきときだった。
「そろそろ搬入に移るぞ。あとで運搬の人員も来て、まだ仕事があるんだからな。ちんたらやってると、時間に遅れる」
「了解です」

　若いほうは言って、箱の持ちだしにかかった。
　――そんな様子を、少し離れた場所から眺めている二人組がいた。

　一人は髪を念入りに染めた、いかにも今風の若者である。音楽活動でもやっていそうなしゃれた格好をして、野性味には乏しい見ためをしている。もしも久良野奈津がこの場にいれば、それが烏堂有也という名前の人物だと気づいただろう。

　その烏堂の隣にいる人物は、前髪を横になでつけた、ちょっときざったらしい感じのする男だった。オリーブ色の眼鏡をかけて、やや吊り目になった目元をしている。いかにも怜悧そうな雰囲気だが、何となく頭のよさが徒になるタイプにも見えた。歳は烏堂よりも五つか六つ上といったところ。
　二人とも、結社の協力者という立場にいる魔法使いだった。彼らは必ずしも、完全世界を求めているわけではない。協力者は主に、金銭的か個人的な理由によって結社と関係していた。

「鷺谷さん」

　と、烏堂は声をかけた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さぎたにさとし),鷺谷聡)、というのが彼の名前である。

「どうも、眠くないですかね」

　今にもあくびをしそうな顔で、烏堂は言った。

「ええ、そうですね」

　鷺谷はしかし、澄ました顔で答えた。烏堂と同じくこの男とて寝不足のはずなのだが、決してそれを表に出そうとはしない。自分の弱みは絶対に人に見られたくない、という種類の人間なのだ。

　烏堂は鷺谷のそういうところを、わりと好意的に解釈していた。石に漱ぎ流れに枕する人間なのだろう、と。それに鷺谷聡は烏堂にとって師匠のような立場にある人物でもあった。魔法に関するイロハは、この男から学んでいる。
「結局、徹夜の作業だったから、僕はもうしんどくて死にそうですよ」

「私は慣れてますからね」鷺谷は言いながら、さりげなく目をしょぼつかせている。「仕事ではよくあることです。それに私たちの業務はこれでほとんど終わりですから」
「まあそうですけどね」

　言いながら、烏堂は大きくあくびをした。

「……それより、雨賀さんはどうしたんですか？　あの人も来ると思っていたんですが」

　鷺谷は変に難しい顔をして言った。あくびがうつりそうだったのかもしれない。

「雨賀さんは出張中です。何でも、委員会への陽動で別の場所で仕事をしていたとか。壁が出現したときには、間にあわなかったそうです。同じ場所をぐるぐるまわってたわけじゃないとは思いますが」
　言って、烏堂は少し笑った。雨賀秀平の魔法なら、そういうこともありえないことではない。

「――まったく、わりにあわない仕事です」

　鷺谷はふと、ロウソクの火も消えないくらいのため息をついた。気どっていて愚痴っぽいというのが、この男の愛嬌である。

「会社の実質的な持ち主だからといって、こんなのは横暴というものでしょう。いくら特別報酬が支給されるからといっても、本来の仕事とはかけ離れすぎています」

　だがいくら不満を口にしたところで、この人は結局はそれに従うのだろうな、と烏堂は思う。

「まあいいんじゃないですか？　どっちにしろここから先、僕たちが手だしするようなこともないわけですし」

「ええ、あとはあの子供たちの領分ですからね」

　何だかんだ言いつつも、鷺谷には屈託というほどのものはない。
　二人が無駄口をきいているうちにも、搬入作業は継続中だった。フォークリフトが、何段にも積みかさねた箱を競技場内へと運んでいく。その後に到着したライトバンからは、作業を手伝う人員がぞろぞろと現場へ向かっていた。

　作業主任である年配の男は、鷺谷の姿を見かけて報告に来た。発注元であるスパロー企画の責任者は、その社員である鷺谷ということになっている。

「公園の各所に依頼物を運んで適当に放置する、とのことでしたね。中央競技場が特に数も多くなっていますが、配置指示のようなものはなしということで構わないので？」

「ええ、その通りです」

　鷺谷は簡潔に返答する。
「しかし、片づけのことも考えるとなかなか大変ですよ。本当によろしいので？」

　男は親切心から言っているようだった。が、鷺谷はこともなげに返事をする。
「心配はいりません。あとは人形のほうで勝手にやりますから」

　その言葉に、年配の男は小首を傾げるような仕草をした。何かの比喩なのか、それともそういうパフォーマンス的な何かなのか。だが結局、男はそれ以上の質問はしなかった。何といっても、彼には芸術のことなどよくわからないのだから。
※
　同時刻――

　総合運動公園からかなり離れたビルの屋上に、千ヶ崎朝美はいた。彼女はその場所で、双眼鏡をのぞきこんでいた。レンズの先にあるのは、もちろん運動公園である。

　それは何の変哲もない市販の双眼鏡だったが、例によって朝美の魔法で性能を上書きされていた。距離はあったが、公園内の様子は手にとるようにわかる。それでも、木や建物といった遮蔽物まではどうすることもできなかったが。

　公園内では大型トレーラーを使って、何かの搬入作業が行われているところだった。とはいえ、その正体までは判別できない。朝美にわかったのは、箱に詰めこまれた何か白い塊と、それが恐ろしく大量にあるらしい、ということだけだった。

（サンタさんのプレゼントとしては、あまり気が利いているとはいえないみたいだけど……）

　と、朝美はそんなことを考えてみる。

　双眼鏡の先を移動させる途中、朝美はふと手をとめた。競技場のあいだをつなぐ道のところに、見覚えのある人影を発見したのである。

　朝美は慎重に双眼鏡を操作して、その二つの人影を確認した。やはり、間違いない。思ったとおりの二人組だった。

（とすれば――）

　携帯端末を取りだして、朝美は室寺に連絡を入れる。行動を起こすには、こちらとしても絶好の機会だった。

　――罠を張るのは、何も猟師だけと決まったわけではない。
７
　昼を少し過ぎた頃、県道を走るＳＵＶの車内には五人の人影があった。運転席に室寺、隣の助手席にはアキ、後部座席にはハル、ナツ、フユの三人が座っている。朝美はいつものバイクに乗って、そのあとを追走中だった。

　運転席に座っている室寺は、実のところ運転はしていない。ハンドルには軽く手をそえているだけで、アクセルやブレーキには足を置いていなかった。

　それはアキの魔法〈生命時間〉によるものだった。

　〝物体に生命を吹きこむ〟彼女の魔法によって、室寺の車には今、自らの意志が持たされていた。〈生命時間〉は対象の形態に従った自律機能や、会話能力を付与することができる魔法だった。となれば、自動車が名前の通りに自走するのは、容易いことだったのである。
「――にしても、自分の車が勝手に走ってるってのは妙な気分だよ。誰かに体を乗っとられたみたいな感じだ」

　室寺はどこか釈然としない様子でうめき声をあげた。

「それは室寺さんがクロのことを奴隷みたいに考えてるからですよ」
　隣で、アキは乱暴な子供をたしなめるような口調で言う。

「クロ……？」室寺は口を半開きにした。

「この子の名前です。黒い車だから」
　まるで犬の名前ではある。
「クロが言うには、室寺さんの運転は乱暴すぎるそうです」

「俺が？」

　室寺は目を瞬かせた。〈生命時間〉をかけられた物体との会話は、基本的にはアキとしか成立しない。
「無駄にアクセルを踏んだり、急ブレーキをしたり、無茶なコーナリングをしたりするのはやめて欲しい――だ、そうです」

「……腹蔵のない意見をありがとうよ」

　室寺はため息をついた。

「もっとまじめに聞いて欲しい、ってクロは言ってますよ」

「このままだと、そのうち水奈瀬に向かって尻尾でも振りそうだな」

　と室寺は苦笑したが、アキはまじめな顔をしている。

「自分の言うことを聞いてくれないなら、相手の言うことだって聞かなくなるのは普通ですよ」

　諫言を受けて、室寺は少し口を閉じた。心なしか、車のパネルあたりから敵意のようなものが感じられる気がする。
「その言葉、覚えておくよ。運転については一考しておこう」
「室寺さんも車に名前をつけてあげればいいんじゃないですか？」

　アキはいたって明るい口調で提言した。

「……考えとくよ」

　室寺は少し疲れたように、深々とシートに身を沈めた。

　そうこうするうち、車は目的地へと到着している。天橋市立総合運動公園、カーナビの表示は指定された座標と一致していた。

「――さて、これからどうしろっていうんだ？」

　入口付近で停車すると、室寺は誰にともなくつぶやいた。

　公園への入口には臨時のフェンスが設置され、進入禁止の看板が出されていた。普段は一般に開放されているが、今日だけは使用禁止ということだろう。横のほうにある台座には、公園名の書かれたプレートがはまっている。

「あそこ、何かあるんじゃないか？」

　と言ったのは、ナツである。

　その指先は、ちょうどプレートのあたりを示していた。ほかの四人も目を移すと、なるほどプレートの横に白い封筒のようなものが貼りついている。もちろん、こんな場所に郵便の回収があるわけはない。

「俺が行ってくる。お前たちはここで待ってろ」

　室寺は言って、車から降りていった。それだけで、車内はずいぶんと広くなった感じがした。重そうな鉄の塊が転がっていれば、それだけで十分に気になるものだ。
　バイクで待機したままの朝美に向かって手で合図すると、室寺は周囲の警戒をしつつ封筒の回収に向かった。封筒を手に取ると、そのまま中身を空けて確認する。しばらくすると、室寺は全員を手招きした。どうやら、個人宛ての恋文ではなかったらしい。

　四人と朝美は室寺のところに向かった。そこで、室寺は封筒の中身を四人のほうへと示す。そこには、こう書かれていた。

『一を抜いて、一人ぼっちの二番目の卵

　卵から生まれたのは二組の双子のヘビ
　ヘビの尻尾はどこにある？

　　　　　　　　　　　　　　――グース』

「何なんだ、これは？」

　室寺は実に的確な表現をした。

「たぶん、次の行き先を示す暗号みたいなものだと思いますけど……」

　ハルは首をひねるようにして言った。

「宝探しゲームだな、これじゃ」

　ナツはうんざりした顔をする。

「行った先で、また似たような暗号があるんだろう」
「このグースというのは何なの？」

　フユは最後の署名らしきものについて訊いた。

「グースは鵞鳥――ここではおそらく雁、つまり鴻のことだと思います。鴻城、という意味の署名でしょう。マザーグースともかかっているのかもしれませんが」
　朝美は冷静に指摘した。

「――オーケー、こいつを解かないと、俺たちは佐乃世さんのところまでたどり着けないわけだ」

　室寺は軽く手を叩いて言った。本人がこの公園内にいることは、以前と同じような電話で確認済みだった。例によって、それが本物で、本当かどうかの保証はなかったが。

　六人は公園の入口で、紙面を取り囲んだ。樹木が風に揺れる音が聞こえた。太陽はいつものように、控えめに時間の進行を告げている。

「最後のは、ヘビの尻尾を探せってこと？」とアキがまず、問題について質問した。

「たぶん、そうだろうね」ハルが答える。

「そのヘビが何なのかは、前の文章を解かないとわからないわけだ」ナツは軽く鼻を鳴らした。
「一を抜いて一人ぼっち、って？」アキは首を傾げる。

「……もしかしたら、素数じゃないかしら？」フユがふと気づいたように言った。「素数は一をのぞいて、それ自身の数でしか割れない」

「素数の二番目というと――」と、室寺。

「三ですね」朝美が答えた。

「でも、その卵は二組の双子のヘビだった？」再び、アキが訊く。

　今度は誰も、すぐにはわからなかった。

「……もしかしたら、二乗しろってことじゃないかな？」と、しばらくしてハルが発言する。

「三の二乗は、九」フユがぽつり言う。

「九つのヘビ？」何のことだ、という顔を室寺はした。

「ヘビといえば――？」ナツは唇を尖らせる。

「爬虫類、冷血動物、地を這うもの、毒、丸のみ……」フユが連想を羅列した。
「とぐろ、わっか？」アキが首をひねる。

「……九つの円」ハルは顔をあげた。「陸上のトラックのこと、じゃないかな？」

「確かに、ここのトラックレーンは九列ですね」朝美が補足する。

「その尻尾といえば」室寺が最後にまとめた。「ゴールのことだろうな。陸上のゴールは基本的に一つしかない。九つのレーンの終わりの場所――」

「そこに、来理さんが？」
　アキが訊いた。
「あるいは、次の宝探しのヒントがな」

　そう言う室寺の口調は、今にもやれやれと言わんばかりだった。

「――子供の遊びにつきあえ、ってわけだ」
※
　一羽の鳥が、上空を旋回していた。青空を背景にして、地上からは小さな点にしか見えない。それは今にも、膨大な空の青さに吸収されてしまいそうだった。もちろん、魔法の揺らぎを感知できるような距離ではない。
　鳥は眼下の公園を睥睨するように飛行していたが、何かを思い出したみたいに進路を変えた。弾丸のようなスピードで、ある場所へと向かう。やがて到着したのは、夜間に競技場を照らすための照明塔の一つだった。無骨な葡萄棚に似たその骨組みの上に、鳥は空気の乱れさえ起こさずにふわりと着地する。

　照明塔は、高さにして五十メートルほどはあった。普通なら点検や電球の交換といったときにしか、人の訪れることのない場所である。たまにやって来るものといえば、鳥か、空から落ちてくる雨粒くらいのものだろう。
　けれど――

　そこには今、一人の少年の姿があった。

　少年は空から間違えて落っこちてきたような、ぼんやりとした顔をしている。少なくともそこには、高さにめまいを起こしたり、地上へ降りられずに困惑したりする様子は見られない。風が吹いても、少しも動じることはなかった。まるで、天使がそこで、天国の門でも開くのを待っているみたいに。

　その少年の前で、鳥のほうには変化が起こっていた。魔法の揺らぎが生じ、水面に小石を落としたような波紋が広がる。その波紋が治まったとき、そこにはサクヤの姿があった。彼女にもやはり、少年と同じように高さや落下の危険を顧みる様子は見られなかった。
「ちょっと予定外のことになったわよ、ニニ」

　と、サクヤは言った。

　ニニは相変わらずのぼんやりした顔で、彼女のほうを見かえす。

「どうかしたの？」

「執行者の連中はともかく、例の子供たちも来てるみたいよ。裏切り者の、志条芙夕もね」
「……彼女は委員会側についたのかな？」

　ニニはちょっと考えるように言った。

「どうかしらね」サクヤは比較的どうでもよさそうに言った。「佐乃世来理を助けにきた、というところじゃないかしら。どっちにしろ、希槻さまの魔法が解けてるのは確かみたいね。どうやったのかは、よくわからないけれど」

「でも母親のほうは解けていないんだよね？」
　言われて、サクヤはちょっとむっとしたような顔をする。
「あたしだって、そんなこと知らないわよ。でも、あの子供たちが向こう側に協力してるのは確かでしょ。どうするつもり？」

　ニニは黙って、少し考える。その様子は水面にただ釣り糸をたらしているだけのようで、そこで何らかの思考が行われているようには見えなかったけれど。
「ボクらの目的は〝室寺蔵之丞の排除〟だ。そのことは変わらないよ」

「作戦に変更はない、ということ？」

「うん」と、ニニはうなずいた。「ここで獲物が弱るのを待つ」

「でも、もう不測の事態ってやつが起こってるみたいだけど？　せっかく面倒ななぞなぞまで作ったっていうのに」

　サクヤが小馬鹿にしたように言うと、ニニは「うーん」とうなった。ちょっとのんびりしすぎているようでもある。

「……まあいいわ、そっちのほうはあたしに任せとけばいいわよ」サクヤはわざとらしくため息をついた。「あんたは室寺のほうに集中してればいい。いざとなったら、烏堂と鷺谷の二人を置いて逃げればいいんだから」

　サクヤはそう、さりげなく不人情なことを口にした。

「そうだね」

　とニニはそれを気にしたふうもなく答える。

「そっちのほうは、サクヤに任せるよ。ボクは全力で室寺のほうを片づける」

「頼もしくてけっこうね」

　サクヤはからかうように肩をすくめてみせた。

「――でも」

　と、ニニはいつものおっとりした調子で加えた。

「もしサクヤのほうが危なくなったら、すぐに飛んでいくから。だからその時は、ボクが着くまでがんばって」

「……何であたしが危ないなんてわかるわけ？」

　サクヤはちょっと眉をひそめて、言いがかりをつけるように発言した。
「わかるよ」

　けれどニニは、笑顔で言っている。
「サクヤの声なら、どこにいたって聞こえるんだから」

　言われて、サクヤは無理に怒ったような顔をして、強く口を閉ざす。そうしないと、頬が勝手に変な形を作ってしまいそうだったから。
「――じゃあ、あたしは行くから」

　サクヤは腹いせに思いきりドアを閉めるような調子で言うと、再び鳥の姿に変身して飛びたっていった。そんなサクヤの様子を、ニニは怪訝そうな顔で見送っている。

「さて、と――」

　それから、ニニは骨組みに腰かけて、天使めいた格好で地上の様子を見守った。

　天国の門は開かれないとしても、その時はいずれ確実にやってくるはずだった。

８
　中央競技場は陸上のほかに、サッカーやラグビーの試合が開催可能な施設だった。スタジアムは二万人ほどの観客収容人数を擁し、スタンドに囲まれたごくオーソドックスな形式をしている。
　室寺と五人は車から降りて、その建物へと向かった。当然だが、あたりに人はいない。行楽日和といってもいいくらいの陽射しのもとで、時間だけが妙に余白を感じさせる沈黙の中にあった。
　スタジアムにある出入口のいくつかは、直接フィールドにつながっている。六人はそのうちの一つを選んでスタンドの下をくぐっていった。短い暗闇の向こうには、赤茶色の陸上トラックと緑の芝生が広がっている。今のところ、特に異常は見あたらない。

　広大なフィールドに出ると、まわりをぐるりと壁が囲んでいる。スタンドがすり鉢状になっているせいか、空までの距離がだいぶ遠くなったような感じがした。手をのばしたくらいでは、どうやっても届きそうにない。風は水槽に入れられた魚みたいに、あたりを吹きすぎていった。
「何もないようですね」

　と、朝美が周囲を警戒しながら言った。

「来理さんもいないみたいだし」

　傍らで、アキもつぶやく。

「とにかくゴール地点を調べることだな」

　室寺が言って、六人は指定されたとおぼしき場所へ向かった。

　陸上トラックのレーンには、一から九までの数字が振ってある。それを一つ一つ調べていくと、ちょうど七レーンに黒いマジックらしいもので文字が書いてあるのが見つかった。

「また、暗号――？」

　と、アキが嘆息したときのことである。

　ピイイィィ――

　スタジアムいっぱいに、笛の音が響きわたった。ゲームの試合開始を告げるような、金属的な亀裂音である。

「何だ……！？」

　室寺が背後のスタンドを振りむくのと、ほぼ同時だった。

　正体不明の白い物体が、観客席でいっせいに立ちあがっている。

　さすがにスタンドを埋めつくすというほどではないが、それでも相当の数だった。雨後の筍といった表現がぴったりである。
「早朝から運びこんでいたのは、どうやらこれだったみたいですね」

　朝美が、ほとんど独り言みたいにつぶやく。

「――おい、次の行き先はどうなってる？」

　と室寺は目だけを動かして訊ねた。謎の物体に、まだ動きは見られない。が、どう考えてもこれで終わりというわけはないだろう。観客というには、あまりに不気味すぎる集団だった。

「ちょっと待ってください――」

　アキは言って、慌てて地面をのぞきこむ。

『ＢとＮのあいだにあって、Ｈｅの場所

　　　　　　　　　　　　　　――グース』

　今度は、そう書かれていた。
「何だそりゃ？」室寺が訊く。

「いや、そう言われても――」

　アキが困惑しているあいだに、それは起こった。

　鬼ごっこで規定の秒数を数え終わったとでもいうように、白い物体がいっせいに動きはじめたのである。あるいは、起動準備が完了した、ということかもしれない。何にせよ、何百、何千あるのかもわからないそれらの物体は、人間のような動きでスタンドからの移動をはじめていた。

　――六人のいるほうへと向かって。

「どうやら、これが本命だったらしいな」
　と、室寺はこの状況に及んでも不敵な笑みを浮かべている。

「いったいどうするつもりなんですか、室寺さん？　数が多すぎますよ――」

　朝美がちょっと、途方に暮れるように言った。

「心配するな。お前たちはとりあえずその暗号を解いて、次の行き先を教えてくれ」

　室寺の声はあくまで泰然としている。

　そして五人が何かを言う前に、室寺はその場を少し離れて、スタンドのほうへと向かっていた。首を軽くひねり、腕をまわす。肩を左右で上下させ、足の具合を確かめるように地面を強く踏んだ。拳を何度も開閉し、呼吸を整える。

　白い物体の一体目が、スタンドから地面へと飛び降りてきた。

　ほぼ等身大の人形、といっていいだろう。粘土で形成されたような質感をしていて、流線型の白い四肢が、黒い球体のようなもので接合されている。頭部と思われる場所には、目のような青い線が入れられていた。腕部の先には手のような構造も認められる。

　人形は室寺のことを認識するように、一呼吸だけ間を置いた。

　そして次の瞬間、人間離れした速度で室寺へと襲いかかる。明確な敵意と破壊目的が、そこにはあった。

　室寺は構えをとって、鋭く息を吸う。
　人形の一撃が交錯する直前、室寺はそののばされた手を左腕で払うと同時に、右拳による打突を実行した。

　――室寺の魔法〈英雄礼讃〉

　それは〝装着した魔術具の効果を増大させる〟というものだった。つまり、厳密にいえばこの魔法は室寺本人には何の影響も及ぼさない。この魔法だけでは、室寺蔵之丞を無敵の超人にすることはできなかった。
　だが、彼は常に三つの魔術具を身につけている。

　魔法の揺らぎを受けたグローブが人形の体をとらえると、その一撃は人形の肢体をばらばらに粉砕しながら、派手な音を立てて十数メートルほども吹き飛ばした。

　ひび割れた胴体だけになった人形は、文字通りの木偶と化して地面に転がっている。
「……すごい」

　呆然としたアキの口から、やや控えめな形容詞がもれだした。

　力を強化するグローブ、防護用のコート、特殊効果を持ったブーツ――それが室寺の装着する三つの魔術具だった。もちろん普通の魔法使いでも同じような効果は見こめるが、室寺の〈英雄礼讃〉によるほどのものではない。聖剣は誰にでも抜けるというものではなかった。
　一体目を破壊するあいだにも、別の人形が次々とスタンドから飛び降りている。室寺は気合いを入れなおして、次の襲撃に備えた。
「こっちは俺に任せろ。お前たちのほうには通さん」

　しゃべっているあいだにも、室寺はすでに二体目を粉砕している。

「――だ、そうだけど」

　と、ナツは軽く肩をすくめるように言った。

「できるだけ急いだほうがいいだろうな」

　そして、五人は二つめのなぞなぞに向かいあった。
「今度は前のより短いけど……」アキは地面を見ながら言う。

「ＢとＮのあいだ、Ｈｅ。これってたぶん、元素記号のことだろうね」ハルがつぶやく。

「ホウ素と窒素のあいだといえば、炭素ですね」朝美が言う。

「炭と公園に何の関係が？」アキは首をひねった。

「……炭素といえば、ダイヤモンドかな」ハルが言う。

「ダイヤモンドといえば、野球場だな」ナツがひきついだ。

「でも、ヘリウムというのは何のことなの？」フユが訊く。

　その時、ボーリングのような派手な炸裂音が響いて全員がそちらのほうを向いた。見ると、室寺が人形の足をつかんで別の集団に投擲しているところだった。
「――野球とヘリウム？」アキはもう一度首をひねった。

「周期表では、二番目の元素ですね」と、朝美。

「二番目ってことは、キャッチャー？」アキが言う。

「何で二番がキャッチャーなの？」とフユは理解しかねるような顔をした。

「……守備番号だ」ハルは気づいた。「一番がピッチャーで、二番がキャッチャー。三番はファーストだったかな」

「そうだよ。前に野球部の取材をしたとき教えてもらったんだ」アキは朗らかに自慢する。

「キャッチャー、つまりホームベースってことか」ナツは言った。

「たぶん、そうだよ――」

　ハルは顔をあげると、室寺に声をかけた。

「室寺さん、次の行き先は野球場のホームベースです」

　人形を一体前蹴りで突き飛ばし、室寺は顔だけそちらへ向けた。

「了解した。ただし、俺はこいつらを片づけるのが先だ。次の場所にはお前たちだけで向かえ。それから、千ヶ崎――問題がなければ例の計画通りの行動に移れ」
「でも、室寺さん――」

　朝美はいかにも難しそうな顔をした。いくら室寺の〈英雄礼讃〉でも、この数を相手にして無事ですむとは思えなかった。

「俺のことなら心配いらん」

　室寺は一笑した。そういう男なのである。

「どうせ大本命は例の子供たちだろう。それまでの肩ならしにはちょうどいい」

「…………」

　朝美はかすかに逡巡したが、結局はその言葉に従うことにした。こと戦闘に関するかぎり、この男にはほとんど無敵の能力がある。
　出入口までの人形が塵でも掃くように蹴散らされると、五人はスタジアムの外に向かった。トンネルの下から、朝美は振りかえって言う。

「千條と乾さんがいなくなったうえ、あなたにまで死なれたら困りますからね」
　いまや競技場の反対側にあるスタンドからも、人形の群れは白い津波のように押しよせつつあった。

「……俺はそう簡単に死ぬわけにはいかないんでな」

　室寺は仁王立ちしたまま、顔を振りむかせもせずに言う。朝美には見えなかったが、その顔はたぶん、笑っているはずだった。

　時間の余白は急速に、隙間なく埋めつくされようとしていた。

　〈生命時間〉をかけられた車は、指示された場所へと自動で走っていく。車には四人の子供たちが乗っていた。朝美は以前と同じくバイクで追走中である。車内には手で叩けそうなくらいの硬質な沈黙が漂っていた。
「……室寺さん、大丈夫かな？」

　アキがつぶやくように言う。

「本人がそう言ってたんだから、ぼくたちにはどうしようもないよ」

　ハルは少し複雑な表情で首を振った。
「それに、私たちがあそこにいても、足手まといになるだけでしょうね」

　フユは冷静に指摘する。

「でも――」

　と、アキがなおも言い募ろうとするのを、ナツが制した。

「俺たちにできるのは、さっさと佐乃世さんを見つけだすことだな」

　当然の正論を言われて、アキは口を閉ざすしかない。

　車はほどなく、野球場に到着した。こちらにはスタジアムといった施設はなく、外野の向こうは土手に囲まれている。さっきよりも、いくらか空が低くなったようでもあった。

　球場の前に立った四人と朝美は、けれどその場でいったん立ちどまっている。

　グラウンドには、さっきと同じような人形が石ころでもまき散らしたような格好で散在していた。さすがにさっきのような数は見られないが、それでも相当数には違いない。

「どうやら指示に従って進む先々で、この人形を破壊しなくてはならないみたいですね」

　と、朝美は眉をひそめる。

「室寺さんじゃあるまいし、そんなのわたしたちには無理なんじゃ……」

　アキが不安そうに言うのを、「ちょっと待ってください」と押しとどめて、朝美はグラウンドのほうに向かった。

　そして一番手近にあった人形に向かって、銃を構える。〈転移情報〉によって本物の性能を上書きされた、例のおもちゃの拳銃だった。
　朝美はその銃で、人形の頭部を狙い撃った。正確に一撃された人形は、けれど何の反応も示さない。朝美が横たわったままの人形に近づいても、やはり同じである。指先一つ、ぴくりともさせない。

「フェイク、ってことですか？」

　ナツは訊きながら、同じように人形に近づいてみた。見ためは、さっきのものと何の変わりもない。

「いえ、魔法の揺らぎはあります。ただ、起動条件のようなものを満たしていないのでしょう。スタジアムの時に聞こえた笛の音、あるいはああいったものが」

「ふうん」

　アキはしゃがみこんで、人形の体を何度か叩いてみる。こんこん、と硬質な音がした。かなり頑丈そうである。

「しかしこれ、どっかで見たことがある気がするんだよな……」

　それを見ながらナツはふと、釈然としないようにつぶやいていた。
「え、どこで？」

　アキが訊きかえすと、ナツは迷うように首を振っている。
「――いや、たぶん関係ないし、どうでもいい話だ」

「何にせよ、問題ないなら次の暗号を探しましょう」

　フユが言って、それから五人は動きだす。大量の人形が横たわるグラウンドを、ホームベースのほうへと向かった。白骨化したような白い人形があたりに散らばるさまは、非業の最期を遂げた兵士たちがそのまま野晒しにされているようで、あまり気持ちのいいものではなかった。もっとも、室寺がここに到着すればまさしくその通りのことにはなるのだろうけれど。

　五角形のベースが埋めこまれた本塁のところまで来ると、そこには予想通りに次の行き先を示した問題が書かれていた。当然、それを解かなければ次の場所へは進めない。
「迂遠な話だな」

　とナツは少しうんざりした顔をして言った。またぞろ例のなぞなぞに挑戦しなければならないのだろう。

　けれどその時、不意に朝美が声をかけている。

「――申し訳ありませんが、ここからのことはみなさんにお任せします」

「どういうことですか？」

　ちょっとびっくりしたように、アキは訊きかえした。

「事前の打ちあわせ通り、私は別行動に移ります」朝美はあくまで淡々とした、事務的な口調で言った。「あなたたちは何とか、佐乃世さんの救出を続けてください。室寺さんはああ言っていましたけど、このままではいずれじり貧に追いこまれてしまうでしょう。そうなる前に、何か手を打つ必要があります」

　言われて、四人とも一瞬戸惑った表情を見せる。ここからは、子供たち四人で行動しなければならない、ということだった。
　けれど――

　事態はすでに、ほかにどうしようもない状況になってしまっている。

「大丈夫、あなたたちならきっとやれる気がしますから」

　千ヶ崎朝美は彼女には珍しく、根拠のない太鼓判を押した。
「――完全魔法だけではなく、あなたたち自身の力を見ているとそんなふうに思えるんです」
※

　スタジアムでは〈英雄礼讃〉を駆使しつつ、室寺が孤軍奮闘を続けているところだった。フィールド上には、人形の残骸が破片になって散らばっている。緑の芝生は白いペンキの飛沫でもとばしたように、まだらになって染まっていた。
　今しも、何十体目かの人形が室寺の裏拳で破壊されたところだった。

「――さすが、たいしたもんですね」

　ポータブルモニターに表示されたそれを見ながら、烏堂は感心している。

　競技場を囲むスタンドの最上段、大きなガラス窓の並んだ部屋の中に、烏堂有也はいた。すぐ隣では、鷺谷が立ったまま窓の外を眺めている。部屋の中にはほかに誰もおらず、電気はつけられていなかった。見つけられては困るからだ。

　そこは場内にアナウンスや音楽を流す放送室で、室内には机やイス、いくつもの放送用機材が置かれていた。窓の外からは競技場をほぼ一望することができる。さすがにフィールドの人間は豆粒ほどにしか見えなかったが、全体を眺めるには好都合だった。室寺が次々と人形を殴り倒していく様子がよく見える。

「あーあ、またやられちゃいましたね……」

　烏堂は画面に映された光景を眺めながら、ひどくとぼけた口調で言った。
　スタジアムの人形を用意したのは、もちろんこの二人だった。鷺谷聡の〈EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(インスタント・マスコット),即興兵隊)〉と烏堂の〈暗号関数〉、その二つの魔法を利用したのである。

　鷺谷の〈即興兵隊〉は〝人型の形状をした物体をロボット化することができる〟というものだった。アキの魔法と少し似ているが、こちらは単純な命令に従うだけで、自らの意志や感情といったものを持つことはない。ロボットとしての性能は、概ねそのデザインに依存して変化した。

　一方、烏堂の魔法は〝ある行為による効果を、指定した条件下で発動させる〟ものだった。以前にも説明したとおり、一種の目覚まし時計のような魔法である。

　結社からの協力要請を受けて鷺谷がまず用意したのは、大量の人形だった。幸い、鷺谷にはその心あたりがあった。会社による宣伝企画のために制作された、『スターチャイルド』というアニメの等身大模型である。
　そのアニメではチャイルドと呼ばれるロボットの骨格として、「素体モジュール」という設定が使われていた。宣伝用の人形として作られたのは、その模型である。とはいえ、特注品のものが一体あるだけで、もちろん大量生産などされていない。完成品と設計図だけはそこにある、という状況だった。

　そこからどうやって生産ラインを成立させたのか、鷺谷は知らない。あまり知りたくもなかった。だがそれが必要なことだけを伝えると、すぐに人形の生産が開始されたのである。鷺谷にすれば、こちらのほうがよほど魔法だった。

　できあがった人形には、鷺谷が魔法をかけた。ただしこれには問題があって、魔法の効果は長くは続かない。もって半日程度というところだった。それに一日に魔法をかけられる人形の数も限られている。玩具のネジを巻くにしても、そう簡単にはいかないのだ。

　そこで、烏堂の〈暗号関数〉が必要になってくる。その魔法の条件づけによって、魔法の発動を任意の時間にずらすのである。あとは、作業の問題だった。二人は連日の徹夜を続けて、とうとうこれだけの人形を用意した。

　今、そうして作った人形たちが、ドミノでも倒すみたいに次々となぎ倒されていくのを見るのは、一種の虚しさと快感の混じった、奇妙な感覚だった。

「……にしても、かすりもしませんね」

　烏堂はイスに座ったまま、モニターの前であくびをもらした。その映像は別の人形にカメラを仕込んで撮影させているものだった。隣では鷺谷が、窓の外をじっと見つめている。
「ええ、そんなものでしょうね」

　と鷺谷はまるで、こんなことは当然わかりきっていたことだ、といわんばかりの口ぶりだった。内心でどう思っているのかは不明だったが。

　フィールドでは室寺が、大車輪の活躍を示しているところだった。その無駄のない動きは、一種の舞姿にも似ている。人形たちはその動きをとらえきれずに、子供が玩具を壊すほどの容易さで吹き飛ばされていった。
「見事なものです」

　鷺谷は画面を食いいるように見つめながら、つぶやいた。

「ただし、いつまで持つかは知りませんが――」
［四つめの始まり］
１

　結城季早は病院の食堂で、遅めの昼食をとっていた。並んだテーブルにほとんど人の姿はなく、ひどくがらんとしている。その様子は何となく、どこかのクジラの体内を思わせた。その暗い胃の中が終着点で、もうそこからはどこにも行けない。
　季早は日替わり定食を口にしながら、休憩中のこともあってぼんやりしている。どことなく体の組織にまとまりを欠いているような感じで、手首の部分をまわすとネジ式に取り外せそうな気もした。
　そうやって機械的に食事を続けていると、前の席に誰かが座っている。見ると、宮良坂統だった。この心臓外科医は相変わらずの無造作な身なりで、使いこまれた工作機器のような風貌をしている。

「構わんかな、ごいっしょしても？」

　と、宮良坂は底響きのする声で言った。

「ええ、もちろんです」

　季早は儀礼的にトレイを少し下げて、宮良坂のスペースを作った。

　席に座った宮良坂の盆には、いつものようにサンドイッチとジュースが乗せられている。そのジュースは、宮良坂がこの食堂で唯一まともだというものだった。サンドイッチを一口で半分ほど平らげると、宮良坂は言う。
「――ここの飯は少しも変わらんな」
「そうですね」

　味噌汁を飲みながら、季早は逆らわない。

「何よりもこの病院はまず、食堂の改善にあたるべきだと思うんだがな」

　実際に、宮良坂は院内で頑固にそれを主張していた。症例の検討会で食堂の料理について一席ぶつような人間は、ほかにはいないだろう。

「宮良坂先生はそう言いますけど、僕はそれほど不満じゃありませんよ」

　季早ごく穏やかに、控えめに反論した。

「そうかね？」

　ちょっとなじるような口調で、宮良坂は言う。手元のサンドイッチはすでに三つめにかかっていたが。

「まあ、自分で作るよりはましですから」

　と、季早は言った。妻と子供を亡くしたという前歴が、季早にはある。心臓の悪かったその妻である結城EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すずね),鈴音)の治療にあたっていたのが、心臓外科医である宮良坂でもあった。

「そいつは一理あるかもしれんな」

　宮良坂は最後の一口を放りこむと、わざと感情を削り落とした声で言った。どれだけ問題なく癒着したところで、傷跡そのものはなかなか消えるものではない。
「……それよりも、だ」

　と、宮良坂は急に話題を変えて言った。

「外科部長がかんかんになってたぞ、例の手術のこと」

「――でしょうね」

　季早は平気な顔をしている。

「いったい何をしたんだ？　術式の途中でスタッフ全員を部屋から追いだしちまうなんぞ」

　それはつい数日前に行われた、患者の開胸検査についてのことだった。その手術を小児科医が執刀するのもおかしな話だというのに、あろうことか担当医である季早は、手術の途中で看護士も麻酔科医も退室させてしまったのである。患者本人の希望であったことや、実質的には問題のなかったことで表面化はしていなかったが、どう考えても医療過誤ですむ話ですらなかった。
　季早はけれど、料理のメニューでも確認するような、ごく当たり前の声で言っている。

「魂をつなぎあわせていた――と言ったら、信じますか？」
「魂を……？」

　宮良坂はさすがに、言葉の意味を咀嚼しかねたような顔をしている。

「ええ――」季早は淡々として話を続けた。「僕の魔法〈永遠密室〉では、内部のものを取りだすことはできても、中に入れることはできません。だからそうするためには、実際に切開して、縫合する必要があったんです。つまり、外科手術の必要が」

　そう言われて、宮良坂にはもちろん何のことかはわからない。この経験豊富な熟練医師に理解できたのは、それが魔法に関わる物事らしいということだけだった。
「魂をつなぐ、ね」

　宮良坂は狐にでもつままれたような顔をしている。

　それを見て、季早はかすかに笑った。かつて浮かべていた、白夜に似た印象の笑顔を――

「でも宮良坂さん、もしも誰かが〝完全世界〟をくれると言ったらどうします？」

「完全世界？」

「人が言葉を覚える以前、魔法とともにあった世界のことです。そこでは一切の不幸も、虚偽も、犠牲もありはしなかった。すべては完全だった」

「それをくれる、と？」

「ええ」

　宮良坂は複雑な症例のカルテでも眺めるような、厄介そうな顔をした。

「そいつを断わるのは、ひどく難しそうだな」

「……そうですね」

　と、季早は深海の底からすくってきたような、暗く冷たい感慨を込めて言っている。

「魔法使いでそれができるとしたら、それは不完全世界を望んでいるということですらあるんですから」

２
　世界の行きどまりのような病院の片隅で二人の医師が会話をしている頃、運動公園では四人の子供たちがさらに二つの問題を解き終わって、六つめの地点へと向かっていた。
　移動には、同じく〈生命時間〉のかけられた室寺の車を利用している。野球場を離れたあとも、各所に白い人形が配置されていたが、朝美の言うとおり起動条件が違うのか、どれも動きだすことはなかった。当面のところ危険や問題はなかったが、二人の安否については不明なままである。

　車内ではさすがに、ぴりぴりとした緊張感が漂っていた。焦りや不安感が、ミツバチの羽音にも似た音を立ててあたりを飛びまわっている。
　やがて車は次の目的地に到着していた。総合公園のちょうど中央付近に位置する、時計台の置かれた広場である。レンガの敷きつめられた床に、ベンチや花壇が配置された休憩スペースになっていた。

　ヒントでは、ここにある時計台の文字盤を調べろということになっている。

「――あったぞ」

　ナツが最初に、それを見つけた。時計の文字盤、三の隣にある余白に六つめの問題が書かれていた。

『佐乃世来理はアルビレオの場所にいる

　　　　　　　　　　　　　　――グース』

　書かれているのは、それだけだった。
「アルビレオ？」例によって、アキが首を傾げる。

「確か、『銀河鉄道の夜』にそんなのが出てきた気がするわね」フユは少し考えながら言った。
「てことは……星の名前？」

「ここで佐乃世さんの名前が出てるってことは、次で終わりってことか？」ナツが言う。

「たぶん、そうなんだろうと思う」ハルが慎重に発言した。

「星まで行くのは、ちょっと遠いよね。母を訪ねるのも三千里までだし」アキは星の光が溶けた空を見ながら言った。

「もちろん、アルビレオは公園のどこかにあるんでしょうね」と、フユ。
「といっても、この公園に星と関係するような場所なんてないけどな」ナツは肩をすくめた。

「たぶん、何か意味があるんだ」

　と、ハルはあたりを見渡しながら言った。もちろんそこには、星の光の影さえ存在しない。

「今になって、こんな問題を出してきたってことが……」

※
　――そして、時間は少し遡る。

　その日の朝のことだった。公園内に大量の人形が運びこまれ、ニニやサクヤ、鷺谷や烏堂がそこで準備をしていた頃のこと。太陽は決まりきった儀式に向かうみたいに、ゆっくりと階段をのぼりつつあった。

　牧葉清織は住宅地の一角を歩いていた。何ということのない、ごく普通の住宅地である。造成計画に従って、不自然にまっすぐな道路が敷かれ、たまたま席が空いていたという感じで公園が作られていた。まだ朝の早い時間なので、それほど人影は見られない。時折、まだ世界になじまない音を響かせて車がひっそりと通りすぎていった。

　清織は一人で、あくまで形而下的な道を歩いていく。手に持った厚手の本と、空っぽらしいバッグに少し違和感はあったが、その様子はただ近所を散歩しているだけといったふうにも見える。

　しばらくしたところで、清織は足をとめた。一軒の住宅が、その前にはある。表札には「秋原」という文字が記されていた。

　牧葉清織はチャイムもノックもせずに、その家の扉を開けた。
　今年、中学生になったばかりの秋原ことりは目覚まし時計をとめた。実にけたたましく鳴る時計で、この音で起きれなかったことはない。ちょっと目が覚めすぎるくらいで、夢の残骸がまだベッドの上に転がっているような気がするくらいである。
　その時計をくれたのは、祖父の尚典だった。小学校三年の時である。当時としてはもっといいものをくれればいいのにと思ったが、結局はずっと使い続けている。もしかしたら、今までにもらったプレゼントの中では、一番役に立っているかもしれなかった。いかにも祖父らしい贈り物ではあった。
　彼女はパジャマ姿のまま部屋を出て、階段を降りる。父親と母親の二人は、もう食卓についている頃だろう。大抵、朝食の席に着くのは彼女が一番最後になる。
「――おはよう」

　と言いながらリビングのドアを開けて、彼女は足をとめた。

　テーブルのイスに、知らない人物が座っている。

　だいぶ、年上の人だった。といっても、父親などよりはずっと若い。高校生か、大学生くらいだろう。その辺のことは彼女にはまだよくわからなかった。

　その人物に、特に怪しいところは見られない。靴を履いているわけでもなければ、変な格好をしているわけでもなかった。何となく、親戚のおじさんが遊びにきた、という感じでもある。優しげだし、それに今まで見た中ではテレビをのぞいて一番格好がよかった。
「やあ、こんにちは――」

　と、その人物は言った。落ちついた、ピアノの鍵盤を正確に鳴らすような声である。

「あ……おはようございます」

　ことりはつい反射的に、挨拶をしてしまった。そういうところは祖父などから厳しくしつけられている。
「えと、失礼ですけど、どなたでしょうか？」

　ことりはあくまで丁重に、質問した。パジャマ姿でいることも忘れ、彼女はその場で立ちつくしていた。とりあえず、状況を確認する必要がある。

　訊かれて、男は同じように丁重な声で答えた。

「僕の名前は牧葉清織。君のおじいさんの秋原尚典さんとは知りあいなんだ」

　なるほど、祖父の知人の人か、とことりは思った。道理で見たことのない人なわけだ。

「私は秋原ことりです。よろしくお願いします」
　ことりは習慣的に、お辞儀をする。誰に対しても礼儀正しくしろ、と教えられていた。

「さすが、秋原さんのお孫さんだね」清織は感心したように微笑んだ。「物腰が柔らかいし、きちんとしている。きっとみんなから好かれるだろうね」

　誉められて、ことりは悪い気はしない。素直に喜んだ。

「……ところで、父と母はどこにいるんですか？」

　と彼女はようやく、さっきから気になっていたことを訊いた。

「二人ならすぐそこで眠っているよ」

　そう言われて、ことりはあたりを見まわす。

　なるほど、確かに母親は台所の床に倒れていたし、父親は不自然な格好でリビングのソファに横たわっていた。でもどうして、二人はそんなところで眠っているのだろう――？
　彼女は急に、ぼんやりとしてきた。ベッドの中に置いてきたはずの夢が、いつのまにか追いついてきたようでもある。現実の位置が、いつもとほんの少しずれていた。つけっぱなしのテレビから音声が聞こえてくるのに、時間は停止したみたいに静かだった。

「実は、今日は君に用があって来たんだ」

　と言いながら、清織は立ちあがった。その手には、重そうな本を抱えている。いったい何が書いてあるんだろう、とことりは思った。もしかしたら、自分の運命かもしれない。

「たいしたことじゃないんだ。でも、どうしても君の協力が必要でね」
　清織は言った。その口調は今までと変わらず、霞がかった月の光みたいに優しげだった。

「どんな用ですか？」

　ことりはつい、訊きかえしてしまう。清織の様子には、乱暴なところも強引なところもなかった。この青年の存在は、そうしたものからもっとも遠いところにあるように感じられる。

「君のおじいさんに聞きたいことがあってね」

　と、清織はかすかに微笑んで言った。

「祖父ならちゃんと頼めば、きちんと教えてくれると思いますよ」

「ところが、なかなかそうは簡単にはいかないんだ。例え本人に答えるつもりがあったとしてもね」

「その本には書いてないんですか？」

　ことりは自分でも、ちょっと妙な質問をした。

　けれど清織は気にもせずに、子供から難しい問題を尋ねられた大人がするような、そんな笑顔を浮かべている。

「残念ながら、それは書いていなくてね。この魔法では自分の知らないことや、存在しないものを作りだすことはできないんだ。それに相手の魂や、自由意志を侵すこともね」

　もちろん、彼女には清織の言っていることの意味などわからない。ただそれが、両親の不自然な状態と関わりがあるらしい、ということだけは何となく理解した。それが魔法である、ということも。
「えと、それで、私にどうして欲しいんですか？」

　彼女は訊いた。どういうわけか、恐怖は感じなかった。物語に登場する怪物たちは、どんなに残酷で恐ろしかったとしても、結局は空想の産物でしかないのと同じように。
　清織は無言のまま、そっと彼女の首筋に手をあてた。そして口づけでもするように、顔を近づける。清織の瞳があまりにきれいなので、ことりは心臓の高鳴りにさえ気づかなかった。その瞳は何だか、夜の岸辺に忘れられていった月の光に似ている。

「君には、おじいさんを説得してもらいたくてね」

　そう言った次の瞬間――

　秋原ことりの胴体は、首から離れてどさりと床に転がっていた。血は一滴も流れていない。その切断面は、定規で引いたようにまっすぐだった。おそらく、どれだけ鋭利な刃物を使っても、その線分を再現することは不可能だろう。

　そうしてヨハネの首を持つサロメのように、清織は彼女の首を右手に掲げていた。
３
　スタジアムでは、室寺の戦闘が続いていた。破壊した人形の総数は何百体かに迫ろうかというところだったが、あまりその数が減った様子は見られない。まるで地面についた影でも相手にしているようだった。地面を破壊することはできても、影には傷一つつけられない。

　攻撃対象を限定するため、室寺はスタンドにある通用口の一つに陣どっていた。そこからなら、前方の敵にだけ集中することができる。

（ちっ――）

　飛びかかってきた一体をカウンターで撃砕しつつ、室寺は内心で舌打ちをした。汗が滴り落ち、手足の動きが粘つきはじめている。疲労が攻撃の精度を鈍らせていた。
　だがそれ以上に、魔法の揺らぎが作りにくくなっている――

　もう一体を派手に吹き飛ばしたところで、室寺はわずかに息をついた。こう間断なく襲撃が続けられると、ゆっくり呼吸をする暇もない。

　けれど、その時のことだった。

　突然、後ろからの襲撃があって、室寺は右の肩口を強打されていた。とっさのことで、〈英雄礼讃〉による防御も間にあわない。

　すぐさま反撃してその人形は片づけたが、すでに背後からも敵影は忍びよりつつあった。室寺はコートによる防御魔法を展開すると、人形の群れを突破してスタンドのほうへと戻った。いくらか殴られはしたが、魔法のおかげでダメージというほどのものはない。室寺はそこからスタンド上段に移動して構えをとるが、さすがに息は荒かった。

　人形たちは獲物が力尽きるのを待つ肉食獣のように、そんな室寺をじっと取り囲んでいる。

「――確か、白鳥座の嘴のことだったわね」

　と、フユはようやく思い出したように言った。

　場所は、時計台の設置された中央広場のことである。四人は例の六つめの問題について考えているところだった。

「小説中では例の鳥捕りに会ったあと、二人はその横を通る。観測所、ということになっていたはずだけど」
「観測所、ねえ」ナツは連想を巡らしてみるが、あまりぴんと来ない。

　問題の書かれたその文字盤の上では、時計の針が厳しい顔つきで進んでいく。上官の命令に従う兵隊みたいな様子で。

「白鳥座って、どこあるの？」アキが訊いた。

「天の川のほとり。七夕の彦星と織姫のあいだにあって、二人をつなぐカササギの橋にも例えられるわね」

「――そうか、星座だ」ハルは不意に言った。

「ハル君、わかったの？」

　アキが訊くのも構わず、ハルは広場にある園内地図の置かれた場所へ向かう。その地図の各地点を指さしながら、ハルは言った。

「今までに出された問題は六つ。その問題があった場所を線で結ぶと、白鳥座に似た形になるんだ。ちょうど尾から首のあたりまでに四つと、両翼に二つ。それでアルビレオの位置は嘴になるから――」
「子供の広場？」

　アキがハルの指先にある場所の名前を読みあげた。公園内にあるレクリエーション用の施設で、ここは競技とは関係なく一般向けの遊具が置かれている。

「たぶん、そうだと思う」

　ハルはうなずいた。

「なるほど。基本的に全部の問題を解かないと、最後の正確な位置はわからないってわけだ」

　とナツは感心した。

「何にせよ、行ってみればわかることね。本当に佐乃世さんがいるかどうかは――」

　フユはあくまで慎重な態度を崩さずに言った。

　四人は車に乗りこみ、目的の場所へと向かった。そこに佐乃世来理がいるなら、もうゲームを続ける必要はない。室寺は戦闘から解放され、おそらくはこちら側の勝ちということになるのだろう。

　心なしか今までより短い時間で、車は目的地に到着する。舗装路の向こうには、緑の芝生とカラフルな遊具の置かれた空間が広がっていた。たぶんここでなら、いくら遊んでもロバになったりサーカスに売られたりする心配はないだろう。
「来理さんは？」

　と、アキはあたりを見渡して言う。

　子供の広場に、もちろん人影はない。本来あるべきはずの子供の姿も声もなく、いくつもの遊具だけが忘れられた古代の遺物めいた空虚さでたたずんでいた。緑の芝生は春の陽射しを浴びて、洗濯したばかりのような輝きを放っている。

　広場を歩くうち、四人は足をとめた。ちょうど鉄棒や雲梯の並ぶあたりである。そこには確かに、佐乃世来理の姿があった――ただし、彼女は二人いた。

※
　県庁の十九階は、一般に対して展望台として開放されていた。清織はそこにある四角いソファの一つに座って、町を眺めている。脇に本を抱え、足元にはバッグが置かれていた。

　郊外の外れに近い場所だけあって、窓からの眺望はあまり現代的とはいえない。のっぺりとした住宅地と、特徴のない店舗が並び、山の裾野までそんな景色が続いている。道路を走るミニカー大の車は、餌を探す蟻の群れに似ていた。ちょっと大きめの巨人が一跨ぎすれば、何もかもぺしゃんこに潰れてしまいそうに見える。

　全面を窓ガラスに覆われた展望ラウンジには、人はほとんどいない。友達連れらしい老人たちや、休憩中らしいビジネスマン、ベビーカーを押す若い夫婦、そんなところだった。小さなオープンカフェの席も今はがらんとして、店員が所在なげに掃除をしているだけだった。
　フロアの片隅では、「子供の世界」と題された展覧会が開かれていた。学校関係者が主催したものらしく、題名の通りに子供の描いた絵が飾られている。清織はこの場所にやって来た当初、その展覧会の絵を眺めていた。
　それらは子供の絵だけあって、ひどくまとまりを欠いていた。ちょっと驚くほど写実的なものから、絵の具から直接色を塗りつけたような派手なものまで、千差万別である。テーマも、モチーフも、驚くほど統一感を持っていない。
　清織はそんな絵を眺めながら、けれど何も感じてはいなかった。それは無感情や無感動とは違う、ただの色のない空白だった。知らない外国語の文字を読むのと同じで、そこに意味があることはわかっても、読解することはできない。

　それらの絵に描かれた世界は、清織とは無関係のものだった。月の上では光や、温度や、重力がこの世界とは異なっているのと同じで。

　――彼らの求める完全世界は、僕とはまるで違ったものだ。

　清織にわかるのは、ただそれだけだった。虫食いだらけで題名もろくに読めない本を前にしたみたいに。

　それから清織はソファに座って、町の様子を眺めていた。人を待っている。連絡した時間を考えれば、その人物はもうすぐやって来るはずだった。

　しばらくして、その人物は予定通りに姿を現した。フロアにあるエレベーターから降りて、あたりを見まわす。すぐに清織の居場所に気づいて、そちらのほうに向かった。やや、慌てたような足どりをしている。

　その人物はいつものようにセーターとスラックスという、好々爺然とした格好をしていた。それでもこの人物の姿には、控えめな気品のようなものがあった。使いこまれた職人の道具に、一種の歴史的厚みが存在するのと同じで。

「急に呼びだしなどされて、いったい何のご用ですか？」

　と、秋原老人はいささか落ちつかない様子で言った。普段と比較してみれば、法外なほど狼狽しているといっていい表情である。
「ちょっとあなたにお聞きしたいことがあったんです、秋原さん」

　清織は立ちあがると、他意のないことを示すように懇ろな笑顔を浮かべた。どちらかというとそれは、写実的な仮面のように見えたけれど。
「しかし、わたくしなぞにわかることなど、きっとありはしませんよ」

　と秋原は困惑したように言う。彼自身は、魔法使いではなかった。秋原尚典はただ縁あって鴻城に仕え、長年のつきあいから彼に私淑している忠実な従僕にすぎなかった。魔法のことについては知ってはいたが、心のどこかでは信じきっているわけではない。だが現実的には何度もその力を目にしていたし、何より鴻城自身が歳をとらなかった。
「いえ、あなたでないと困るんですよ、秋原さん」

　清織は笑顔を変えないまま言った。

「はて、わたくしなぞにいったい何をお聞きしたいというのですか？」

　秋原は自分の声がかすかに震えるのを感じた。軽業師の足元で揺れる、頼りないロープのように。

「たいしたことじゃありません」と、清織は本当に簡単そうに言った。「ただ、鴻城希槻の居場所を教えて欲しいだけです」

「…………」

　秋原はにわかには口をきけなかった。その質問の答えには、並外れて重量のある重石を乗せてあった。例え梃子が与えられたところで動かせないくらいの。

「お言葉ですが清織さま。あなたのおっしゃることがよく理解できないのですが……？」

「ごく簡単なことです。鴻城希槻の秘密の居場所を知りたい、と言っているんです。いつも使っているのとは違う、特別な場所です。あなたはそれがどこにあるか、知っているんでしょう？」

「それは――」

　確かに、秋原はそれを知っていた。しかし、

「清織さま、それは造反というものです。何人たりとも、そのようなことを知ろうとしてはいけません。これがご冗談でないというのなら、わたくしは鴻城さまにご報告しなければなりません。いずれにせよ、わたくしのようなものからは、口が裂けても教えられないことです」

「あなたがそれを言わないだろうということは、もちろんわかっていました」清織の口調はまるで変わっていなかった。「そしてまさしくその〝鴻城希槻に仕える〟という願望によって〈悪魔試験〉がかけられているのだということも――」

　清織はそれから、小学生が算数の九九でも読みあげるようにゆっくりと、丁寧に言った。

「けれどあなたはこれから、自分から望んでそれを話すようになります」
「いったい、それは――？」

　怪訝な顔をする秋原の前に、清織は足元にあったバッグを置いた。

　どさり、と何か重量のある物音がする。

　秋原はいつのまにか、冷や汗の流れるのを感じた。もう何年も水を飲んでいないかのように口の中が渇く。電話を受けたときからあった不吉な予感が、急速に形をとりつつあるような気がした。娘夫婦に連絡がつかないのも妙である。今すぐ孫の声でも聞ければ、こんな悪夢めいた不安は霧散してしまうはずだった。
　目の前に置かれたバッグに、おかしなところはない。ごく普通のスポーツバッグというところだった。たいしたものなど入りはしないだろう。けれどすべての災いが詰まっていてもなお、こうまで禍々しい気配を感じることはなさそうだった。

　秋原は憑かれたように、バッグのファスナーを開ける。
　その中には、何か黒い物があった。暗くて、よくは見えない。バスケットボールくらいの大きさだろう……何だか、妙だ。黒いものは、毛のように見える。まるでかつらだった。バッグに手をかけたときの感触から、かなりの重量だとわかる。植木鉢くらいだろうか。いったい何が、入れられているのだろう？　これは――

　そして秋原の心臓は、停まった。

　悲鳴さえ出ない。彼はそれが何なのかを知った。

　その顔を、見間違えるはずはない。誰よりも、そう――おそらくは主人である鴻城希槻よりも大切に思っているであろう、その存在のことを。

「――――」

　秋原は長くのびきったゴムから手を離すみたいにして、短く息を吸った。
　心臓が、再び鼓動を開始する。

　牧葉清織は、見くびっていたのだ。この老人は、切断された孫の首を見せられたくらいで、恐怖から秘密を暴露するような精神の持ち主ではない。そのような行為はただ、硬度の高い悲しみと、絶望的な憤怒を呼び覚ますだけだった。
　彼は決して、牧葉清織を許すことはないだろう。例え刺し違えてでも、この男を――

　そう思っていた彼は、甘かったのだろう。

　何故、清織が「自分から望んでそれを話すようになります」などと言ったのか。

　――それはすぐ、明らかになる。

　秋原の足元にあるバッグの中で、何かが動く気配がした。蛹になった昆虫が、繭の中でかすかに身じろぎするような具合に。
「……お願い、私を、殺して」

　首だけで生きているそれは、言った。

　秋原は今度こそ、悲鳴をあげた。いや、おそらくあげただろう、と自分では思う。その前に喉が裂けてしまったのかもしれない。一瞬で耳が壊れてしまったのかもしれない。ただ、秋原は奇妙な音が耳にこだまするのを聞いただけだった。あるいはそれは、世界か老人自身のどちらかに罅が入る音だったのかもしれない。

　すべてのことを、秋原はしゃべった。もはや鴻城希槻への忠誠心など、この世界のどこにも存在しようがなかった。
　彼の願いは、今やたった一つのことでしかない――

　清織は最後に、それを叶えてやった。もうこの老人は不用だった。あるいはそれは、わずかばかりの慈悲心のようなものだったのかもしれない。
「僕はこの世界に対して、どれだけでも残酷になることができるんですよ」

　もう絶望する必要もなくなった秋原尚典に向かって、清織は言った。
　月の光のような、優しい笑顔を浮かべながら。
４
「何で、来理さんが二人いるの？」
　アキは古典的感情表現であるところの、両手で強く頬を挟む、というポーズをとった。よほど混乱していたのだろう。

　だが、それも無理はなかった。

　四人の前には、まったく同じ姿をした佐乃世来理が二人いた。両方とも縄で後ろ手に縛りあげられ、二つ並んだ鉄棒にやや距離をとってつながれている。目隠しはされていなかったが、猿轡をかまされて声は出せない状態だった。
「どっちかが偽者なんだろうな、やっぱり」

　ナツは間違い探しでもするように、慎重に二人を見比べる。

「ええ、例のサクヤって子の魔法でしょうね」

　フユも目を凝らしながら言った。

　二人の姿はまったくの同一で、少なくともこの距離からでは違いを見わけられそうになかった。服装も同じで、動きも制限されている。声が出せないのだから、何らかの質問を加えるというわけにもいかなかった。
「とにかく、ロープをほどかないと……」

　と言ってアキが近づこうとするのを、ナツが手を出して制した。

「下手に近づくのはまずいだろう」

「何で？」

　アキは不満な顔をする。

「――そうね」

　けれどフユは、ナツに同意した。

「何をしてくるかわからないのだから、ただ接近するだけというのでは危険すぎる。それに私たちより、偽者のほうが佐乃世さんに近いわけだし……」

「でも――」

　と、アキがなおも言い募ろうとするのを、ナツは押さえた。

「これは連中の時間稼ぎだ。とりあえず、この状態なら何も起こらない。一番厄介なのは、偽者が佐乃世さんを連れてまたどこかに雲隠れすることだからな」

　アキは不服そうな顔のまま、一応は黙った。とはいえ、状況はまったく変わっていない。

（私の魔法でなら、一人だけは拘束することができるけど――）

　と、フユは考えていた。〈断絶領域〉で不可視の壁を作れば、どちらか一方を閉じこめてしまうことは可能である。けれど、この魔法で作れる壁の面積には限界があって、完全に密閉するとなると一人分がいいところだった。

「ハル君なら、わからないかな？」

　そう、アキは相変わらず無茶なことを言った。これだけの距離があると、まばたきの様子すらろくに見えないというのに。
（――絶対に、わかりっこないわね）

　四人の前で、サクヤは密かにほくそ笑んでいた。〈妖精装置〉による変身は完璧で、現在の姿でもそのまま真似ることができる。ついさっきできた傷跡や服のほつれがあったとしても、それは同じだった。

（とにかくこうしていれば、ニニのやつは目的を達成できるはず）

　サクヤはただこのまま、捕まった佐乃世来理のふりをし続ければいい。

「……うーん」

　と、ハルは考えている。この距離で、なおかつ言葉や動作に頼らず本物の来理を見極める必要があった。
　ハルは不意に、ポケットから〝感知魔法〟のペンダントを取りだす。

「なるほど、魔法で変身してるなら揺らぎがあるはずだもんね」

　アキはぽんと手を打った。が、

（無理ね――）

　とサクヤは冷静に思っている。変身中に比べると、変身後の揺らぎはごく小さい。これだけの距離があれば、〝感知魔法〟程度では揺らぎを発見することはできなかった。

　確かに、それはできないはずだった。

　けれど――

　サクヤはすぐ近くから、魔法の揺らぎを感じた。何の形も作らずに、ただ世界をかすかに揺らすだけの波。静かな子守唄にも似た、ゆるやかなリズムを持った――
「……！」
　まずい、と思ったときには遅かった。ハルにはもう、本物がどちらなのかがわかっている。

「左のほうが、本当の来理ばあちゃんだ」

　言うのと同時に、フユの魔法が飛んだ。
　〈断絶領域〉による壁が、偽者の四方を囲む。
　わずかの差で、サクヤは間にあわなかった。変身を解き、元々縛ってなどいなかった縄目をほどいて逃走しようとしたが、鼻の差で追いつかない。透明な壁に強かぶつけて、サクヤは頭を抱えこんだ。

「もう大丈夫よ――」

　フユは言う。だいぶ距離はあったが、十分に魔法の効果範囲だった。偽者はどこかの魔神みたいに、完全に瓶詰め状態である。
「でも、どうしてわかったの？」

　その場にいた全員の中で、アキだけが不思議そうに言った。

「魔法の揺らぎで信号を作ったんだよ」

「信号？」

　ハルはうなずいてみせる。

「昔、訓練のついでにそんな遊びを考えたことがあるんだ。モールス信号みたいに、揺らぎで合図をしあうっていう」
　ハルが〝感知魔法〟を使ったのは、来理の作った揺らぎを感じるためだったのである。

　ともかくも、四人は来理のところへと向かった。サクヤは見えない壁を蹴ったり叩いたりして悪態をついていたが、音も遮断されているのでそれらは一切聞こえてくることはない。何となく、壊れた玩具を連想させる眺めでもあった。

　四人は苦労してロープをほどくと、猿轡を外した。来理はさすがに憔悴した様子だったが、存外元気そうに笑っている。

「まさか、あなたたちに助けられるとは思ってなかったわね」

「室寺さんはちょっと忙しかったんだ」

　ハルは来理が無事なことを確認して、さすがにほっとした顔をしている。

「そう、人形と遊ぶのでね」

　とアキが冗談めかして言うと、「人形？」と来理は怪訝な顔をした。が、ナツがそれを押しとどめている。

「その話はあとでいいから、今は用事を先にすませちまおう」

「用事って？」

　アキの表情にとぼけたところはなかった。

「……室寺さんに、佐乃世さんの救出を伝えなくちゃならないでしょ」
　フユは珍しく、少し疲れたような声で言った。
「ああ、そっか」
　特に懲りた様子もなく、アキはうなずく。
　それからの準備は、ナツの仕事だった。ウエストバッグからいくつかの物を取りだす。紙の筒、ゴムボール、小さく丸く切りとったダンボール。ボールには、短い糸がセロハンテープで貼りつけられていた。それらに、ナツは〈幽霊模型〉で必要な記号を描きこんでいく。

　魔法によって記号が現実化されると、ナツはまず紙筒を地面に埋めこんだ。〝レンガ〟の模様で強化してあるので、足で踏むとすぐに半分ほど土に埋まる。次に火薬として〝ドクロマーク〟の描かれたダンボール紙を筒の底に敷き、〝花火〟の絵がついたゴムボールをそこに投入する。
「みんな、ちょっと離れてくれ」

　と、ナツは手で距離をとるよう指示した。

　周囲の安全を確認すると、ナツはマッチを擦って火をつけた。これは、本物である。スープに塩でも入れるみたいに、ナツはその火を紙筒の中に放りこんだ。

　途端に、鋭い炸裂音がしてボール玉が打ちあがる。
　それと同時に火のついた導火線が、ゴムボールに描かれた記号にしたがって空中で爆発を起こした。空の低いところで火花があがり、色とりどりの原色が着いた煙が広がる。音だけは夜と変わらない響きようで、あたりの空気を乱暴に打ち鳴らした。

「……何だか、できそこないのクラゲみたいだね」

　耳をふさいでいたアキは、空中に広がった煙を見て感想をもらす。煙は風で段々と形を崩しつつあったが、しばらくのあいだは空に浮かんでいることだろう。

「とりあえず、これで室寺さんも気づくだろう」

　ナツはその批評には反論せずに、色の着いた小さな雲を眺めながら言った。
　その隣では、古い映画みたいな格好でサクヤが無音のまま騒ぎ続けている。

　おそらく、知らず知らずのうちにだろう。鷺谷は身を乗りだすように窓ガラスの外を眺めながら、唇を尖らせていた。スフィンクスみたいに表情そのものに変化はない。が、目の前の事態をどう思っているのかは明確だった。
（――おやおや）

　と、烏堂は内心でくすりとしている。苦虫をかみつぶしたとき、この男はそんな顔をするらしい。
　烏堂の手元にあるモニターでは、室寺と人形たちの戦闘が佳境を迎えつつあった。

　人形たちの残存数は、数十体ほどにまで減少している。スタジアムにはそこら中に白い破片が散らばり、死屍累々というところだった。
　室寺はスタンドの壁を背にして、人形たちの攻撃を迎え撃とうとしている。その場所でなら背後を気にせず目の前の敵に集中できるからだったが、同時にそこまで追いつめられているということでもあった。疲労は蓄積し、魔法の力は枯渇しかけている。
　人形が二体同時に襲ってくるのを、室寺は機械のような冷静さで時間差を見極め、まず一体を破壊した。それから相手の拳打を半ば受けつつ、もう一体の頭部を一撃する。もはや無駄な動作をするほどの余裕も残されていない。
「このままだと、スタジアムの人形は全部倒されそうですね」

　と、烏堂はつぶやいた。疲労困憊の態だったが、それだけの力はありそうだった。ようやく故郷にたどり着いてから、不埒な求婚者どもを一人残さず射殺すくらいには。

「人形はここにあるもので全部というわけではありません」

　鷺谷はすぐに反論した。少々、ヒステリックな調子でもある。

「そのために苦労した仕かけです。いずれはあの男だって力尽きることでしょう」

「でも、ほかの場所にはそれほど人形の数はありませんよ」

　別に逆なでするつもりはなかったが、烏堂は肩をすくめて穏当な意見を口にした。

「私は与えられた仕事は必ず成功させる人間です。報酬の分は働く、それがまっとうな人間としては当然というものです」

　白鳥の断末魔というほどではないにしろ、鷺谷は小さく叫んだ。
　まっとうでもまっとうでなくても、うまくいかないときはうまくいかないものですよ、と烏堂は慰藉しようとした。

　――その時である。

「二人とも動かないでください」

　いきなり、声がした。

　二人が驚いてそちらを見ると、いつのまに入ってきたのか、部屋の入口には一人の女性が立っていた。眼鏡をかけ、手には拳銃らしきものを構えている。子供の頭に乗ったリンゴを狙うようなその目つきと雰囲気からして、的を外すような期待と心配は無用のようだった。

　ほとんど反射的に、二人は手を挙げる。樽に刺さった剣が当たりを引いたみたいに。

「私は魔法委員会の者です。あなたたち二人を魔法の不正使用の疑いで拘束します。委員会には魔法使いの捕縛、及び生殺与奪の権限が認められています。怪我をしたくなければ、下手な動きはしないよう気をつけてください」
　言いながら、彼女は二人のうちの一方に見覚えがあることに気がついた。

「――確か、烏堂有也さんでしたね？」

　烏堂は両手を高く挙げたまま、苦笑いを浮かべる。

「ええ、その通りですよ。千ヶ崎朝美さん」

　朝美は油断なく銃を構えたまま言う。

「まさかもう一度あなたと会うことになるとは思っていませんでしたね。雨賀さんはどうしたんです？　今日はパートナーがいつもとは違うみたいですが」

「……みんなそれを聞くんですね」

「は――？」

「いえ、こっちの話です」烏堂はもう一度苦笑した。「あの人は出張中で、今は物語の外側にいるんですよ」

「よくわかりませんが、ここにいるのはあなたがた二人だけのようですね」

「残念ながら――ところで、あなたのほうこそどうしたんですか？　視力でも悪くしたんですか。前はそんな眼鏡、かけてませんでしたよね」
「これはいわゆる、伊達眼鏡というやつです」

　朝美は笑いもせずに言った。

「……女性がおしゃれをするのはいいことです」

　皮肉かどうかよくわからない口調で、鷺谷が言った。そんな軽口もきくらしい。

「私がどうやってあなたたちを見つけたと思っていますか？」

　そんな鷺谷の相手はせずに、朝美は続けた。

「それと、その眼鏡に関係があると？」
　烏堂は唇を尖らせる。鷺谷の癖がうつったのかもしれない。朝美はうなずいて言った。
「この眼鏡は今、片方が〝サーモグラフィー〟になっています。もちろん、私の〈転移情報〉によるものです。それで、この場所に窓からのぞいている人間がいることに気づきました」

　なるほど、と烏堂は鷺谷のほうを見る。その視線の意味に気づいたらしく、鷺谷は憮然とした表情を浮かべた。
「この部屋にも人形を配置しておくべきでしたね。そうすれば、こんな無様なことにはならなかったでしょう」

「あの人形を動かしているのは、あなたの魔法ですか？」

　朝美は銃口の向きをわずかに変えた。
「その通りです」

　抵抗はせずに、鷺谷は答える。

「別の場所にあったものは、動かないようでしたが？」

「条件が違うからです。ここにあるもの以外は、特定の人物が接近したときにだけ反応するように仕組んであります」

　自分の仕事に欠陥があると思われるのは気に食わない、というふうに鷺谷は言った。

「つまり、室寺さんがいるときにだけ動きだす、と？」

「ええ、そうです」

「では――」

　と、朝美が口を開こうとしたとき、異変が起こった。

　公園いっぱいに大砲のような音が響きわたったのである。空気の震えで、窓ガラスが軽く揺れる。放送室からは光も煙も見えなかったが、この音に気づかないはずはない。

　もちろんそれが何なのかを、千ヶ崎朝美は知っていた。

（さすが、あの子たちね――）

　朝美は心の中で、静かに賞賛する。さすが完全魔法の持ち主だけのことはあった。
「何なんですか、今のは？」

　窓の外をうかがいながら、鷺谷は神経質そうに訊いた。

「佐乃世さんが保護されました」

　と朝美は澄ました顔で告げる。

「まさか？」烏堂は半信半疑といった様子で言った。「執行者はもうほかにいないはずですよね。誰が彼女を助けられるっていうんですか」

　朝美は、彼女を助けた四人のうちの一人はあなたもよく知っている相手です、と言おうかと思ったが、やめておいた。特に言う必要のあることでもない。

「そんなことより、あなたたちにはやってもらうことがあります」

　再び銃口を向けて、朝美は言った。二人は慌てて、手を挙げなおす。いいかげんに、この格好も疲れはじめていた。
「今すぐ、人形たちを停止してください。ここだけじゃなく、公園全体の」

「あー……」烏堂はちらりと鷺谷のほうをうかがう。

「できない、とは言わせませんよ」

　朝美はにこりと笑った。はじめての笑顔のわりに、その表情が今までで一番凄惨な感じがしている。

「……仕方ないでしょう」

　鷺谷はため息をついた。ここで、できないと言うほどの度胸と演技力はなかった。それほどの義理と報酬も。あくまで公平に取り引きをすることが、鷺谷聡の信条でもある。

　人形の停止条件は、あらかじめ組みこんであった。鷺谷は機器を操作して、公園内に放送をかける。しばらくすると、スピーカーから音楽が流れはじめた。ゆったりとした落ちついた曲だったが、朝美には何の曲なのかはわからなかった。
　効果は、すぐに現れている。

　フィールドでは室寺の前にいた人形が動きをとめ、眠りにつくように、あるいは夢から覚めるように地面へと頽れていった。まさしく、糸の切れた人形である。誰かが手を離してしまえば、もう自分では立つこともできない。

　とはいえ、その場にはすでに二体の人形を残すのみとなっていた。もしもそのままだったとしても、室寺が片づけてしまっていただろう。
　その室寺はというと、人形といっしょに地面に倒れこんでしまいかねないほど疲れきった様子をしている。背後の壁にもたれ、かろうじてまだ立っているという状態だった。しかし、まだ立ってはいる。
（あの人ならきっと、いい準備運動になったとか何とか、そんなことを言うのだろう――）

　そんなことを考えて、朝美は少しおかしかった。だがいずれにせよ、事態はこれでほぼ決定的である。

「――どうやら、私たちの勝ちみたいですね」

　千ヶ崎朝美は一人、密かに勝利宣言を行った。

　その少し前のことである――
　照明塔の上にいたニニは、誰よりも早く異変に気づいていた。ナツが合図の花火をあげる、その前にである。

　ニニの〈迷宮残響〉は、あらゆる振動をコントロールすることができる、というものだった。声とは、空気の振動にほかならない。だからこの少年は、遠く離れた人物の音声でも正確に聞くことができる。

　ただしある程度の距離があった場合、それはかなり難しくなった。振動の特徴をうまくとらえ、増幅してやることができないからである。ラジオの周波数をあわせられないみたいに。ニニがそれをできるのは、実のところサクヤ一人に限られていた。同じホムンクルスであるせいかもしれないし、ほかに何か理由があるのかもしれない。

　いずれにせよ、ニニはその魔法でサクヤの身に何かが起こったのを察知した。彼女からの振動が完全に途絶えてしまったのである。まるで、空間そのものが断絶してしまったかのように。
（サクヤ……！）

　次にどう動くべきかの選択を迫られたとき、ニニの心に迷いはなかった。迷う必要も。どこかの王女のくれた糸がなくとも、どこに向かうべきかはわかっていた。
　スタジアムでは、風船の空気が抜けるみたいに室寺の力は底をつこうとしていた。もう少しすれば、あの超人を確実に倒せるようになるかもしれない。それが、今回もっとも優先すべき目標でもあった。
　けれど――

　ニニには、やはり迷いはない。光が常に空間にそって直進するのと同じで。それは造物主である鴻城希槻に対する忠誠心とは別に働く、彼が持つ数少ない感情の一つだった。

　――その感情が何と呼ばれるものなのか、この少年が最後まで気づくことはなかったのだけれど。
５
　四人の子供たちと佐乃世来理は、空に残った煙を眺めていた。赤や黄色といった色つきの煙は、誰かが気まぐれにクレヨンを塗りたくったみたいな格好でそこにあった。風が吹いてその形は崩れ、徐々に薄くなりはじめている。

　花火の打ちあげ後、五人はとりあえずその場に待機していた。一刻も早く室寺たちと合流して事後策を練るべきだったが、肝心の二人とはまだ連絡がとれていない。

　そのあいだに、ハルは来理に向かってことのおおまかな経緯を説明していた。招待状やスタジアムでのこと、どうやってここまで来たのか、といったことについて。

「――ずいぶん手の込んだことをしたものね」

　と来理は感心したように言った。鴻城の屋敷に軟禁されているあいだ、あの二人とは何度も話をしている。彼らを〝敵〟と呼んでいいのかどうかは、来理にはわからないことだった。

　そうしてしばらく、五人はその場に留まっている。これからどうすべきかについて考えているためだったが、動けないのにはもう一つ理由があった。
　フユの〈断絶領域〉で作られた壁の中に、サクヤが囚われている。

　さすがにもう、暴れるようなことはしていない。はじめの頃は豹になってひっかいたり、熊になって叩いたりしていたが、まるで意味がないことがわかるとやめてしまった。空間そのものを区切るこの壁は、どうやっても破ることはできないのだ。それにこれでは、体のいい動物園だった。

　ただし内部から何もできないのと同じ理屈で、外からも処置の施しようがなかった。完璧な牢獄であるとともに、究極のシェルターでもある。ホムンクルスであるためか、今のところ酸欠といった症状に襲われることもない。この少女は仏頂面のまま、ただ退屈そうにしているだけだった。

　〈断絶領域〉の効果範囲は概ねフユの視認領域でもあるため、このまま立ち去るというわけにはいかない。檻から脱出できれば、サクヤはすぐにでも襲いかかってくるだろう。

「どうしたものかな……」

　と、ナツは試験管の中にある溶液でも確認するみたいにサクヤのことを見た。その少女がいつかデパートで見たのと同じ人物だということには、ついさっきようやく気づいたところである。

「あなたの〈幽霊模型〉と性格で何とかならないかしら？」

　フユは魔法の維持に注意しながら、訊いてみた。
「……性格は関係ない」ナツは小さくうめく。
「わたしやハル君の魔法じゃどうにもなりそうにないから、ナツが何とかできないかな？」

　アキもフユに荷担して、そう訊ねた。

「とは言いますがね」

　ナツは肩をすくめるようにしている。単純な拘束をしたところで、変身能力があるのだから簡単に逃げられてしまうだろう。とすれば、眠らせるなり何なりして意識を奪えればいいのだが――
「ところで前から気になってたんだが、どうしてお前はハルのことは君づけで、俺のことは呼び捨てなんだ？」

　ふと、ナツはそんなことを訊いた。

「ん――」アキはあめ玉の味をどれにするか迷うくらいの口調で言った。「人間としての格の違い、かな」
「格、かよ」

　さすがのナツも、二の句が継げない。

「そう、人間としての」

　アキはいたってまじめな顔で言う。

「……二人とも、余裕があるのはけっこうだけど、そろそろどうすべきか決めておくべきじゃないかしら？」

　と、来理は見かねたように言った。

　――ちょうど、その時である。

　公園いっぱいに、音楽が響きわたった。もちろんそれは、鷺谷と烏堂の二人を捕縛し、スタジアムの放送室で朝美が流させたものである。無骨なスピーカーのせいで、音には割れた卵みたいな罅が入っていた。けれどその曲を聞いて、
（ああ、やっぱりか――）

　とナツは思っていた。あの白い人形は、やはりアニメに出てきたものだったのだ。何しろ今流れているのは、そのアニメのエンディング曲なのだから。といって、それがどうしてなのかということは、さすがのナツにもわからなかったが。

「何なのかな、これ？」

　アキは不審そうな顔で言った。

「わからないけど、スタジアムで何かあったのかもしれない」

　とハルはそちらの方角を見ながら言う。

「室寺さんが負けちゃった、とか……？」
「それはどうかな――でも、ぼくたちの花火に反応した可能性もあるけど」
「とりあえず、二人に連絡したほうがいいんじゃないか？」と、ナツは言った。「何せ、終わりの曲なんだからな」

　――その時、それに気づいたのはフユ一人だった。

　いつだって、口数の少ない人間が最初に気づくものなのだ。鳥は周囲を警戒するときに囀ったりはしない。その嘴が鋭い警告音を発するのは、敵を発見したときだけだった。

　だからフユには、

「みんな、私の後ろに――！」

　その攻撃を防ぐことができたのである。

　ソニックブームに似た衝撃波を、フユの魔法で展開した壁が遮断した。空気を力任せに引き裂くような鋭い轟音が、あたりに逆巻く。壁の範囲外にあった周辺では、地面をひっくり返してしまいそうな勢いで風が吹きぬけていった。
　フユの作った壁は、五人全員を守るだけの広さを持っていた。同時にそれは、〈断絶領域〉の限界面積いっぱいでもある。世界を壁で区切るのは、容易なことではないのだ。

　そのため、当然ではあるがサクヤを囲んでいた壁は消滅した。例え目には見えなくとも、揺らぎがなくなったことはわかる。サクヤはすぐさま兎に変身すると、文字通り脱兎のごとく走り去った。その動きを、フユの魔法で捕捉することはできない。

　サクヤは問題の衝撃波を飛ばした人物――ニニ――のほうへと向かった。この少年はサクヤが捕まったことに気づくと、まっすぐここまでやって来たのである。最短距離を走破して。

　ニニのそばにまで来ると、サクヤは変身を解いて元の姿に戻った。救出されたわりには、この少女はクラスの席替えで嫌な相手の隣にでもなったような、不機嫌そうな顔をしている。
「何で、あんたがここにいるわけ？」

　開口一番で、サクヤは言った。助けられた人間のセリフではない。

「サクヤの声が聞こえなくなったんだ」

　ニニはいつも通りの調子で、特に反抗しようとはしない。「だから、ここに来た」
「室寺のほうはどうしたのよ？」

　サクヤはあくまで表情を変えようとしなかった。

「そんなのはどうだっていいことだよ、サクヤのほうが優先だ」

　真顔でそんなことを言われて、サクヤは言葉につまってしまう。怒っていいのか喜んでいいのかわからないことを言われると、この少女はひどく困ることしかできなかった。鍵をなくして、自分の部屋に入れなくなったみたいに。
「それはどういたしまして――」

　サクヤは精一杯、皮肉っぽく聞こえるように言った。
「でもあんた、自分のこと王子様みたいに思ってないでしょうね？」

「思ってないけど、白馬にでも乗ってきたほうがよかったかな」

　と、ニニは珍しくそんな冗談を口にした。この少年は単純に、サクヤの無事を喜んでいる。

「ふん――」

　サクヤは怒るのと笑うのを同時にするような、変てこな顔をした。

「けど、あたしは王女様なんかじゃないわよ。あいつらの相手は、あたしがするから」

　そう言って、サクヤは〈妖精装置〉による変身の準備をはじめた――
　一方で、五人はこの突然の事態に対処しかねていた。少年と少女のほうまでは、だいぶ距離がある。かといって、簡単に逃げられるとは思えなかった。こちらには来理もいるのだ。
「あれって、ニニって子だよね？」

　アキが目を凝らしながら言う。状況から考えても、それ以外にはありえそうにない。

「たぶんな――これはけっこう、まずい状況だぞ」

　ナツは爪を噛むような具合に言った。

「そうね」フユも短く同意する。「私たちには、あの子をどうにかするような戦闘力はない……」

「――室寺さんはどうしたんだろう？」

　ハルは少し心配するように言った。もしかしたら、室寺蔵之丞はすでに敗れてしまったのかもしれない。

「もしそうだったら、白旗をあげたほうがいいんじゃないかな？」

　とアキはどこかのん気そうに言った。事態の深刻さをどれくらい理解しているのか、ちょっと疑問になるくらいの落ちつきようだった。
「それで許してくれるかしら？」

　元結社にいただけあって、フユの見とおしは暗い。

「それに室寺さんがまだ無事なら、俺たちは体のいい人質になる」

　ナツが指摘した。

「……あの二人、フユの魔法で何とか拘束できないかしら？」

　と、来理はいたってシンプルな提案をした。けれどフユは、首を振っている。

「それは少し、難しいでしょうね」

　フユの〈断絶領域〉には展開面積に限界がある。二人を同時に拘束することは難しかった。一人だけ捕まえても、あまり意味はない。

「じゃあ、どうすればいいの？」

　アキがもっともな疑問を口にするが、もちろん答えられる人間などいない。

　そうこうするあいだに、サクヤはこちらのほうへと足を踏みだしていた。

　――魔法の揺らぎが、彼女から発生する。

　その揺らぎは、かなりの大きさだった。一種の津波か、竜巻みたいに。彼女を中心にして、蜃気楼にも似た空間の歪みが生じる。そこには神々の黄昏を告げる角笛を思わせるような、重くて暗く、不吉な響きが充満していた。
　〈妖精装置〉による変身が完了すると、そこには巨大な生き物の姿があった。

　全体としては、トカゲの姿に似ている。大きさは小さな小屋ほどもあって、全身が鋼のような鱗に覆われていた。首が長く、手足は短く、その体躯にはあたりの重力が変化してしまいそうなほどの、質量感と密度があった。鎧兜を連想させるごつごつした頭部には、黄玉を思わせる瞳が爛々と輝いている。
　長い尾をしならせて地面を一打ちすると、鈍い打撃音とともに軽い震動があたりを伝わった。

　たぶんそれは、古来からこんなふうに呼びならわされているものだった。

　――〝竜〟と。

「そんなのありなの？」

　アキはぽかんとして、その姿を眺めている。いくらなんでも、空想上の生き物に変身するとは。
「問題は外見じゃなくて、中身のほうだけれど……」

　来理も不安そうにつぶやいた。だがあの少女の魔法がこけおどしですむようなものだとは、とうてい思えそうにない。

　竜＝サクヤは、五人のほうへと這いよってきた。それほどのスピードはなく、象がゆっくりと歩くような印象に近かった。やや離れた場所で足をとめると、首を動かす。鎌首をもたげた、というべきだろう。

「――みんな、伏せて！」

　再び、フユが指示した。同時にこの少女は四人の前に出て、〈断絶領域〉を展開させる。

　竜は蛇腹のようにその首を蠕動させると、灼熱の炎を吐きだした。
　高熱による発光が、五人の四方を囲む。

　けれどフユの作った透明な壁に遮られて、誰も火傷一つ負うことはなかった。熱風も燃焼音さえも、その壁を越えることはできない。

「もう、あの子乱暴すぎだよ」

　屈んで頭を抱えたまま、アキは悲鳴のような声をあげた。

　強力なガスバーナーのような炎は、しばらくしてやんだ。が、相手の様子を見るかぎりでは、すぐさま次の攻撃が飛んできそうだった。

　フユの魔法で守られなかった地面は、緑の芝生が完全に黒こげになった状態だった。まるで離れ小島か何かみたいに、五人のいる場所だけが元のままの色あいを保っている。とばっちりを受ける形で炎を浴びた遊具のいくつかは、塗装が熔融して流れ落ちてしまっていた。
　そうこうするうち、二度目の火炎放射が打ちこまれている。どうやらこの少女は、さきほどまでの鬱憤を晴らしているらしい。

　〈断絶領域〉による壁は、ちょうど三方だけを囲んだかまどのような形になっている。面積的にそれが限界だった。そのうえ、五人はぴったり身をよせあわなければならない。
「手がつけられんな、こりゃ」

　さすがのナツも当惑気味だった。このまま火炎攻撃が続けば、身動きすらままならない。

「どうしようか、ハル君？」

　意外と人物が大きいのか、アキにはもう動揺した様子はなかった。

「うーん……」

　ハルは難しい顔でうなった。すぐさま名案が浮かぶような状況ではない。

「…………」

　そんなやりとりを尻目に、フユはあることを考えていた。髪留めに手をのばし、そのことを思う。融けない雪の結晶に残されたもののことを。その力を使えば、あるいは――
　けれどその思考は、ハルの言葉で中断されている。

「ちょっと思いついたことがあるんだ――」
　と、ハルは言った。そのあいだに火炎放射はやみ、小休止の息継ぎに入っている。炎が消えると、前よりいっそう黒くなった地面が見えた。煙で燻されて、空まで少し焦げついたようでもある。

　見たところ、竜は少しずつこちらに近づいているらしかった。少年のほうはまきぞえを避けるためか、最初の位置に留まっている。

　やがて、三度目の火炎放射がやって来た。あまり近くまで来られれば、頭を隠しただけの今の状態では防ぎきれないだろう。

「――で、どうするんだ？」

　と、ナツが訊いた。

　ハルは一通りの作戦を、みなに伝える。要するに、何とか車までたどり着いて逃げだすしかない、ということだった。そのために、目前のこの状況をどう処理するか――
「……なるほどな、いけるんじゃないか？」

　この作戦の鍵にもなるナツは言った。この少年はさっそくそのための準備に入っている。
「アキは、どう？」

　とハルは彼女のほうを向いた。

「たぶん大丈夫だと思う。魔法はまだ、かかってるはずだから」

「フユは？」

「心配いらないわ。ここでこうしているよりは、ましでしょうね」

　話がまとまったところで、それぞれが準備にかかった。次の息継ぎに入ったところが、作戦開始の合図になる。

「……このままじゃ、蒸し焼きだもんね」

　暑そうに服をぱたぱたとしながら、アキは言った。

※
　清織は丘にそった住宅地の坂を、ゆっくりと歩いていた。
　麗らかな春の陽射しが、すべてのものを作り変えようとしていた。景色や、音や、時間までもが、透明な繭の中にでも入れられたように、黄金色の夢を見ている。世界は平和で、静穏で、退屈な眠りの中にあった。例え寄生木に貫かれた神は死に続けるとしても。
　歩きながら、清織はもうバッグは持っていなかった。秋原老人の死体ともども、それはあの場所に置いてきてしまっている。この世界から持っていくべきものは、もうほとんど残ってはいなかった。せいぜいが自分自身と、腕に抱えた本、そして彼女――
　あともう一つのものは、これから手に入るはずだった。

「…………」

　無言のまま、清織は坂道をのぼっていく。その様子には、春の陽射しでもこの青年を祝福しかねている感じがした。その足跡さえ、濃い闇になってしばらくは残っているようでもある。
　道の角を曲がったあたりで、清織は塀に手を添えて歩きはじめた。学校帰りの子供たちがよくやるように、世界に見えない痕跡を残しながら歩道を進んでいく。

　それからちょうど、かつて乾重史が鴻城の乗った車を見失ったあたりにまでやって来た。魔法による妨害によって、周囲の揺らぎは錯綜している。そこからは、清織は塀の様子を注視しながら歩く速度を落としていった。
　しばらくして、清織は足をとめた。

　そこは何の変哲もない塀の一部である。白い壁が、何の愛想もなく続いている。何かの言葉や、印が書かれているわけでもない。けれど清織はそこに、ゆっくりと指を這わせた。登山家がわずかな岩の凹凸を探るみたいに。目を閉じ、指先に意識を集中する。
　そして、清織は見つけた。

　ほんのかすかな、魔法の揺らぎである。精巧な時計の針が立てる、小さな音に似た揺らぎ。正確な場所を知らければ、発見することは不可能だろう。はるか彼方にある、人の目ではとらえられない星の光を見るのと同じで。

　それは〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(コントラディクト),隠匿魔法)〟によって除去された魔法の揺らぎだった。この魔法はちょうど音波の山と谷をあわせるノイズキャンセリングと同じようにして、魔法の揺らぎを打ち消すのである。
　ただしそれは、完全に痕跡を消せるというわけではなかった。わずかだが、揺らぎは残る。それは本来なら、問題にもならない程度のものだった。〝感知魔法〟でも検出できないほどの。実際には、それは針の先が地面に落ちたほどの跡も残すことはなかった。特に、揺らぎの錯綜したこの場所にあってそれを発見するのは、ほとんど不可能に近い。
　それでも――

　清織はそれを、見つけていた。

　指先で確かに揺らぎを探りあてると、清織は目を開いた。白い壁にはやはり、何の痕跡もない。盗賊の宝が隠された、どこかの岩壁みたいに。

　清織はそれから、本を開いた。左手でそれを持ち、右手を壁に当てる。

　そして壁のその部分を、さっと払う。机の上のゴミを、無造作にどけてしまうみたいに。

　瞬間、〝隠匿魔法〟は消去されていた。ノートの文字を消すのよりも、容易く。そして防音壁が取り除かれたみたいに、隠されていた魔法の揺らぎが出現する。時計の針どころではない、教会の鐘にも似た巨大な揺らぎである。そんなものが今まで何の問題もなくそこにあったのだということのほうが、驚きだった。
　次に清織は、何かを摑むように壁の前に手をかける。

　そうしてベニヤ板でも剥ぐような具合に、力を入れて勢いよく手を引いた。　

　魔法の揺らぎがぐるりと反転し、地震に似た大きな揺れを作る。その場所にかけられていた魔法は、蜘蛛の巣を破るほどの容易さでずたずたにされていた。そして、組み変えられていた世界が元に戻る。空間に歪みが生じ、塀のあいだを割って道が出現する。いや、それは塀を割ったのではなく、空間そのものを割ったのだった。
　清織は紅海を行く預言者のように、その道に足を入れた。その先に、目指すべき場所がある。

　それからふと、清織は持っていた本をのぞきこんだ。あることに気づいて、足をとめる。その本には誰の手も借りずに、次々と言葉が綴られていた。今しも、文章は自動的に書き連ねられている。

　清織はそのうちの一文に、軽く指を当てた。そしてかすかな揺らぎとともに、その上をなぞっていく。世界そのものを記述したその文章は、彼の魔法によって一部が書き換えられていた。

「…………」

　と、清織は上空のほうを振り返り、かすかに微笑む。あるいはそれは、ちょっとした誤算にもなりうるような事態だった。彼らに対して、いくつものヒントを与えてしまう。世界そのものを書き換えるという彼の目的にとって、ある種の障害になるかもしれなかった。

　けれど――

　もう、遅い。その程度のことでは　何も変わったりなどしない。すべては手遅れだった。砂時計をひっくり返したところで、時間が逆戻りするわけではない。

　すべてはあの日の夜に、もうすでに決まっていたことなのだ。

６

　例によって、サクヤがいったん炎を吐き終えて小休止に入った瞬間のことである。

　五人のいるほうに、変化が起こった。

　フユの壁を解除して、二手に別れたのである。ハルとアキ、来理は公園の外に向かい、ナツとフユはその場に留まった。
　一瞬、サクヤはどちらを追うべきかの判断に迷った。〈断絶領域〉がなければ、炎に対しては丸裸同然になる。来理はさすがに年齢のこともあって全力疾走とはいかず、離れていく三人はまだ十分に熱攻撃の射程距離内にあった。一方で、残った二人が何をするつもりなのかはわかっていない。

　サクヤがそんな逡巡をしているうちに、ナツとフユの二人は動いていた。

　ナツの手には、〈幽霊模型〉で魔法のかけられたボールが握られている。かなり強力なものだったので、準備には時間がかかった。物をぎゅうぎゅうに詰めこんだ袋のファスナーを、無理やり閉めるようとするみたいに。
　そのボールを持って、ナツは投球体勢に入った。腕を大きく振りかぶり、右足を蹴りだすとと同時に左足を踏みこんで体を支える。腰の捻転と腕の回転、手首から指先のしなりを使って、ボールをリリースする。
　豪速球というほどではないにしろ、ボールはなかなかのスピードで放たれた。狙いは過たず、サクヤの顔めがけてまっすぐに飛んでいく。

（ふん――）

　と、しかしサクヤは思った。どんな魔法をかけたのかは知らないが、硬い竜の鱗を破れるはずがない。それにこんなボールなぞ、着弾する前に消し炭に変えることだって可能だった。

　だがそんなことはもちろん、二人にもわかっている。

　フユはサクヤの手前、ボールの軌道上にある場所に壁を作った。形としては、投球から彼女を守ることになる。当然ながら、ボールは壁に直撃した。
　直撃して、弾ける。

　――大量の閃光を放って。

　世界が白く灼きつくされて、サクヤは完全に目が眩んでしまった。変身中は声帯も変化しているため、人の言葉を話すことはできない。サクヤはただ、岩が谷底を転がり落ちるような低いうめき声をあげるだけだった。どれほど頑丈な装甲であっても、光を防ぐことはできない。
　ナツとフユはそのあいだに、三人のあとを追って公園の出口に向かった。もちろん、閃光からは目をそらしている。

　頭にからまった蜘蛛の巣でも払おうとするように暴れるサクヤの後方で、ニニも同じように閃光の直撃で視界を奪われていた。ただしこの少年の場合、視覚以外でも行動が可能だった。いわゆる反響定位というやつで、自分で発した振動の響きをもとにして周囲の状況を多少は知ることができる。

　ニニは目を閉じたままサクヤの横を通りぬけると、五人のいるほうに向かった。このままみすみす逃がしてしまうわけにはいかない。

　一方、先に出口のほうへ走っていた三人は、別の行動に移っていた。歩みの遅い来理と、その手を引くハルを残して、アキが先行する。そして、大声をあげて叫んだ。

「クロ――！」

　もちろんそれは、室寺の車にアキがつけた名前だった。犬でも呼びよせるように、アキはその名前を口にしている。
　その声に、反応があった。

　馬のいななきに似たエンジン音を響かせて、その車はこちらへとやって来た。多少の段差や悪路などものともせずに、野牛のような力強さで走行している。
　そのあいだに、来理とハルがアキに追いつき、ついでナツとフユも合流した。

　けれどその後方からは、ニニが追ってきている。どこかの醜女か雷神みたいに。車が五人のところまで到着するには、まだ時間がかかった。ぎりぎり、間にあうかどうかというところである。

（車を停めてしまうのは簡単だ）

　と、ニニは思っていた。人間の心臓をとめるのと、そう変わりはしない。直接触れられれば、エンジン内部にあるピストンの振動を停止することは可能だった。
　けれどその時、意外なことが起こった。

　ハルがその魔法〈絶対調律〉を使ったのである。

　それが〝すべてのバランスを零に戻す〟ものだということは、ニニは知っていた。互いに共通する事象を足しあわせ、いわばその平均値をとるものだということは。だがこの状況で、いったい何を平均化するというのか。
　疑問には、眼前で答えが出されていた。
　魔法の揺らぎが発生すると、ハルたち五人とその車は、ちょうど互いの中間地点にまで移動している。その時点での目標地点、移動すべきその距離の半分ずつをとれば、お互いが同じ場所に存在するのは当然の話だった。

　ようやく薄れはじめた白い暗闇の中で、ニニはそのことを確認する。車のドアが勝手に開いて、五人がその中へ乗りこむところも。もはや鳥の翼があったところで、間にあいはしない。
　だが――

　だが何か、妙だった。

　もう車に乗りこんで逃げるだけのはずのところで、一人だけがそれをせずにこちらを見ている。いや、こちらというよりも、そのずっと先のほうを――

　大地を揺るがすような震動が伝わってきたのは、その時だった。天空に届くほどの豆の木が伐り倒されたかのような。
　ニニが振り向くと、その理由はすぐにわかった。竜に変身したサクヤの体が、横倒しになって地面に伏せているのである。
　そのすぐそばには、今回の標的でもあるその男が立っていた。

「――俺はジークフリートじゃないんだがな」

　室寺蔵之丞は不敵な笑みを浮かべて、そううそぶいてみせた。
　――その少し前、室寺と朝美がスタジアムをあとにした頃のことである。
　二人は朝美のバイクにまたがって、花火の上がった地点を目指していた。その場所には雲になりそこねたような、不恰好な色つきの煙が漂っていた。方角からして、公園内にある子供の広場付近だろう、と朝美は推測している。
　鷺谷と烏堂の二人は、放送室に会ったコード類を使って拘束してあった。とりあえず、あの二人がこれ以上関わってくることはないだろう。

　朝美はできるだけのスピードを出しつつ、後ろに乗った室寺の様子をうかがっている。さすがに疲労の色が濃く、いつものような調子はなかった。じっと呼吸を整えることに集中している。やはり、長時間の戦闘がかなりの負担になったことは間違いない。

　けれど朝美には、もう一つ気がかりなことがあった。それはスタジアムを赤外線で探知しているときに見つけた、もう一つの影のことである。照明塔の上にあったその影は、室寺と合流する頃には消えてなくなっていた。それがあの子供たちのどちらであったにせよ、今はどこにいるのか――
　バイクを走らすうち、池のほとりにさしかかっていた。目的地まで行くには、この場所を大きく迂回しなければならない。面倒だが、ほかにはどうしようもなかった。朝美がそうしようとしたとき、室寺が急にそれをとめている。

「ちょっと待て」

　理由を聞く暇もなく、室寺はバイクを降りて池のほとりへと向かった。朝美も仕方なく、バイクに搭乗したままでそのあとを追う。

「……あれを見ろ」

　と言って室寺が指さしたのは、池の水面だった。朝美がよく見ると、そこには透明な何かが浮かんでいた。巨大なガラスのおはじきに似ている。おそらく、氷の塊か何かだろう。

「何ですか、あれは？」

「たぶん、足場だろう」

「――足場？」

　だがそれに答える前に、室寺は再びバイクの後ろに乗っている。そこから、続きを説明した。

「あのニニってほうの魔法だろう。熱運動は、要するに粒子レベルでの振動のことだ。それを押さえて氷点下にまで温度を下げれば、水を凍らすことができる。氷に十分な大きさがあれば、足場として利用可能だろう」

「……つまり、ショートカットしたと？」

「ああ、そうだ。だから俺たちも、同じことをする必要がある」

「同じこと？」

　その方法を聞かされたとき、朝美の表情は豪雨の到来を告げる黒雲みたいに曇っていた。ヘルメットをかぶっていてよかったと思う。蛇足ながら、室寺のほうは何も着けていなかった。
「本当に大丈夫なんですか、それ？」

　バイクを回転させて方向転換しながら、朝美は訊いた。

「俺は信頼できる男だよ」

　本気なのかただの気休めなのか、室寺はひどく自信ありげである。ただ、この男の自信は意外と馬鹿にならないことを、朝美は知っていた。

「どうなっても知りませんよ――」

　むしろ自分に言いきかせるために、朝美は言った。

　助走のための距離を十分に確保すると、朝美はアクセルを目一杯に回した。すばやくギアチェンジして、最高速度に達する。

　そのスピードのまま、バイクは池に突き出た桟橋へと突入した。

　当然だが、バイクは桟橋を飛びだし、慣性に従って直進を続ける。だが、重力を振りきれるわけではない。そのあいだも、バイクは確実に水面へと落下している。弾丸でもその場で落としたコインでも、落下時間に変わりはない。射出速度に従って多少遠くまでは行けるが、池の対岸まではまだかなりの距離があった。
　だがバイクが着水するその寸前、室寺はおもむろに立ちあがっている。そして朝美の襟首を猫みたいに引っつかむと、後部シートから思いきり跳躍した。

　土台にされた憐れなバイクはそのまま水中へとダイブしたが、室寺と朝美はさらに先へと進んでいる。

　それでも、対岸に到達するには無理がある。室寺は空中で朝美を抱えなおしながら、〈英雄礼讃〉による魔法を使った。魔術具であるブーツの力で、室寺の右足は空中で一歩を刻んだ。そして三段跳びの要領で、跳躍を重ねる。二人はついに対岸へと到着した。

　背後では、バイクが完全に水面下へと沈みつつあった。残念ながらその様子からして、金のバイクも銀のバイクも手に入りそうにはない。

「……私のバイク、弁償してもらえるんですよね？」

　地面に降ろされた朝美は、ひどく恨めしそうに言った。

「さあな、そこまでの責任は持てん」

　自称、信頼できる男はそう言って肩をすくめるだけだった。

　――時は、元に戻る。
　そうしてニニのあとを追ってきた二人は、ちょうど現在の状況に出くわしていた。室寺はまず、竜を一撃で地面へと転がしてしまう。〈英雄礼讃〉には、それだけの力があった。

　五人のことを放りだし、ニニは室寺のほうへと向かった。予定は大幅に狂ったが、結果的には問題ない。鯨に飲みこまれたどこぞの預言者のように、文句をつける気はなかった。
　ニニはある程度の距離まで接近すると、五人に向けて放ったのと同じソニックブームに似た衝撃波を発生させた。超音速の振動が室寺へと向かう。回避は不可能だった。

　雷音を鋭利にしたような響きと、派手な土埃を巻きあげつつ、衝撃波は室寺を襲った。まともに食らえば、もちろんただではすまないだろう。

　だが――

　煙幕のような土埃が晴れていくと、そこにはまったく無傷のままの室寺が立っていた。その顔には、かすかな笑みさえ浮かんでいる。魔術具であるコートのおかげだった。
（やっぱり、心臓を直接停めるしかないか――）

　ニニはそう思って、室寺へとさらに接近した。格闘戦の間合いに入る。

　二人の体格差を考えれば、徒手での勝負は無謀だった。けれどニニには、十分な訓練とホムンクルスとしての身体能力がある。加えて、室寺には疲労の蓄積があった。それに腕相撲で勝負をするわけではない。ゴリアテを倒せるのは、何もダビデだけではなかった。
　すばやく懐に潜りこんで、ニニは打撃を重ねる。常に位置を変え、無理はしない。摑まれてしまえばおしまいだからだ。

　室寺はその動きに対処しきれなかった。足運びを工夫して間合いを取ろうとするが、簡単ではない。そのくらい、ニニの動きは速かった。次第に、室寺は防戦の比重が高くなっていく。戦闘では、攻撃の最適距離を保てる側が優位に立つことができる。

「この――！」

　室寺の打突は空を切った。的が小さいうえに、よく動く。岩を砕くには、それが静止している必要があった。

　一方、ニニのほうでも実際には手詰まりになっていた。どうやら室寺は、攻撃を捨てて防御に専念しているらしい。〈迷宮残響〉で強化した攻撃も、魔術具の効果によってほとんど通用しなかった。
　決め手を欠いた戦いの中で、ニニは一瞬油断をした。
　室寺はその隙を逃さない。開いたドアから無理に体をねじこむみたいにして、わずかにできた間合いから一撃を加えた。

（まずい！）

　ニニはかろうじて、回避行動をとった。間一髪、体をひねってそれをかわす。

　目標を外れて地面を打った室寺の拳は、爆撃に似た衝撃をともなって地面を吹き飛ばした。その余波で、ニニの体は木の葉みたいに宙を舞う。空中で難なく姿勢を整えて着地したが、それでも目の前にあるのはぞっとするような光景だった。
　室寺はお化けの格好をして子供を脅かすような、そんな笑顔を浮かべる。ただしそれは、追撃に移るだけの余裕がないことをごまかしているにすぎなかったが――

（さすがに、これ以上は限界が近いな……）

　疲労のため、体はネジを外した時計みたいにばらばらになりそうだった。室寺にすれば、そんな笑顔で自分を鼓舞する必要がある。

「キシャアアァァ――！」

　その時、空気を裂くような咆哮とともに、サクヤがその首をのばしていた。すでに起きあがって、目くらましの閃光からも回復している。空気を大きく吸いこむ音が、その口元から聞こえた。

　次の瞬間、灼熱の炎がその口から吐きだされる。すべてを焼失させんばかりの威力で、室寺に向かって火炎が襲いかかった。一面は文字通り、火の海だった。空気は歪み、空間ごと燃え尽きかねないほどである。
　サクヤがいったん炎を吐き終わると、そこには黒煙と灼熱と焦土と化した地面だけが残されていた。さっきまでとは違う、本気の炎である。骨の残骸さえ消し炭へと変わっているだろう。
　ところが――

「悪いが、こいつは耐火仕様でな」

　まったくの五体満足で、室寺は立っていた。わずかにコートの襟を立てているだけで、体どころか服さえ焼けてはいない。その魔術具による防御力は、フユの魔法にすら近いものがあった。

　そして、戦闘は膠着状態に陥っている。実際には、もはや室寺にそれほどの力は残っていなかったが、ニニとサクヤの二人からしてみれば簡単には手を出しかねていた。攻撃はことごとく防がれているうえに、厄介な一撃も見せられている。しかも本人は不敵な笑いを崩していない。

　経験値の差が出た、というところだろう。いかに高い戦闘力を持っていても、そこは子供だった。室寺のブラフとしての挑発の意味を、正しく理解できていない。自分の影に怯える、まだ幼い嬰児みたいに。
　空の上では、太陽が知らぬ顔でいつもの運行を続けていた。室寺たちがこの公園に来てから、すでに数時間が経過しようとしている。
　けれど、その時――

　ニニの表情が、不意に変わった。夜空で、流れ星が暗闇を引っかくみたいに。何かの変化を、それも重大な変化を感じとった顔だった。戦闘中であることも忘れて、あらぬ方向を見つめている。わかりにくいが、サクヤのほうでも同様の現象が起きているようだった。
（何だ……？）
　室寺はしかし、とっさには手を出せない。虚勢をはるのだけが精一杯で、そもそも攻撃を仕かけるほどの余裕はなかった。
　遠くの物音にでも耳を澄ますようだったニニは、やがて室寺のほうに向きなおった。魔法の揺らぎが、そこから発生する。室寺は攻撃に備えて身を固くした。

　だが、予想したような衝撃がやって来るようなことはなかった。

　代わりに、広場のあちこちで異変が起きはじめる。突然、何もないところから爆炎が生じ、大きく吹きあがる。それも一ヶ所や二ヶ所ではなく、ほとんど広場全域でのことだった。

「どうなってる？」

　室寺が注意して炎の発生源を見ると、そこにはネズミ色の大型ボンベらしきものがあることがわかった。おそらく、プロパンガスのボンベだろう。振動をコントロールして氷が作れるのなら、バルブをひねってガスを放出し、同じようにしてそこに着火させることもできるはずだった。
　それだけのことを理解するまでに、ニニとサクヤの二人はすでに次の行動に移っている。

　いったん変身を解除したサクヤは、今度は巨大な鳥へとその姿を変えた。ロック鳥とか、サンダーバードとか呼ばれる類の鳥である。翼をはばたかせると、その体は大きく風を起こしながら、ふわりと宙に浮きあがった。

　ニニがその足を摑むと、サクヤは一声あげてから、一気に空へと舞いあがった。まるで矢を射るような勢いで、二人はその場から離脱していく。
「室寺さん――！」

　五人のところで警戒にあたっていた朝美が、室寺のほうへと駆けよった。

「……何か、問題が起こったらしいな」
　誰にともなく、室寺はつぶやいた。状況としては、命拾いしたというのが正しいところだった。あのままの状態が続けば、いずれ確実に殺されていただろう。
　だがいったい、何が起きたというのか――？

※

　その屋敷は、丘の中腹に建てられていた。

　春の光が祝福するように、その場所を照らしている。屋敷といっても平屋の比較的こぢんまりとした、いたって慎ましやかなものだった。人が造ったというよりは、最初からそこに建っていた、という感じである。誰に命じられるでもなく、草花が野辺を飾るみたいに。

　その屋敷を見るのは、清織も初めてだった。けれど一見して、ほかの屋敷とは趣きが違うことに気づく。場所や、建物のせいだけではない。そこには風や、音や、光があった。半分以上が死んでいるほかの屋敷とは違って、そこだけは今も生きている。

　ゆるやかな階段をのぼりきって敷地の中に立つと、建物の左手には庭園が広がっていた。そこにはわざとらしさのない自然さで草花が配置されている。たった今、色をつけたばかりのような鮮やかさで、それらはあった。けれど世話をする人間がいなくなった以上、その庭園もやがては荒れ、元の形を失うだろう。百年の眠りを約束するような、七人目の魔女もいない。

　清織は本を開くと、少しのあいだそれに目を通した。そうしてゆっくりと、歩きはじめる。屋敷の一番南にある部屋に向かって。

　部屋のドアを開けると、そこには一人の女性が横たわっていた。艶やかな着物姿をした、妙齢の婦人である。彼女は〝オシリスの棺〟と呼ばれる魔術具の上に乗せられていた。停止した時間の中に閉じこめられながら。

　清織はそのそばまで近づくと、置いたあったイスに腰かけた。もちろん、そのあいだにも彼女に変化はない。例え世界が滅んだとしても、彼女が目を覚ますことはなかった。その魔法が解けないかぎりは。

「…………」

　見えない棺の上に、清織は手を置いた。温度も質感もない、時間の壁がそこにはある。魔術具の効果が切れるまでは、誰にもその壁を壊すことはできない。

　けれど――

　清織は手を置いたまま、本を開いた。そして世界そのものを、書き換えてしまう。文字という形に記述された世界を、自由に操って。

　それはある意味では、鏡に映った世界を変化させることに似ていた。鏡像は本来、現実を写しとったものにしかすぎない。それはわずかな歪みや瑕疵を持つ、不完全なものだ。けれど等号で結ばれた完全に近い鏡像があるとすれば、その中での変化は逆に現実をも変化させずにはいられないものになる。

　牧葉清織が使ったのは、そういう魔法だった。ここに来る途中、〝隠匿魔法〟や〝EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ストラクチャー),空間魔法)〟を解除したのも、同じ魔法である。だからここでも同じことができるのは、しごく当然のことだった。

　世界の書き換えが完了すると、ガラスの棺は音もなく砕けている。時間の破片はコップの水を海にでも注ぐみたいに、すぐに世界と同化して消えていってしまった。

　しばらくのあいだ、何の変化もない。窓の外では緑が風にそよぎ、鳥の鳴き声が聞こえる。光は相変わらず透明で、温かかった。

　けれどやがて――

　彼女は、静かに目を開いた。

　静止した一瞬という、長い長い時間を越えて。

「はじめまして、鴻城櫻さん」

　と、清織はごく当然のことのように挨拶をした。

「…………」

　彼女はほんの少しだけ、あたりの様子をうかがうような仕草をした。今までに素通りしてきた時間の一部が、もしかしたらその辺に落ちているのではないか、というふうに。

　それからゆっくりと、水中で体が自然に浮きあがってくるように上体を起こした。たったそれだけの動作にも、どこか典雅なところがあった。彼女はそして、清織のことを見つめる。

「あの人は？」

　ほかの質問など思いつかない、というふうに彼女はまっすぐ訊ねた。いったい今がいつなのか、目の前にいるのが誰なのかも、聞こうとはしない。

　そんなことはたいした問題じゃない、とでもいうように。

「おそらく、すぐに来られます」

　清織はそんな彼女に向かって、特に驚くこともなく言った。

「――早く会いたいわ」

　鴻城櫻は朝顔の蕾が開くような、そんな笑顔を浮かべた。

　まるで、ついさっきまで幸せな夢を見ていた少女みたいに。

７

　一人の少女が、橋の上を歩いていた。

　ましろの髪は光で作った漣にも似て、その風貌には神話的な種類の美しさがあった。月明かりをほんの少し色づけしたような、そんな肌をしている。シンプルだが、どこか時代がかったドレスを着ていた。
　それは、魔法委員会の会長である祖父江周作に対して、自分のことをウティマと名のった少女だった。自分のことを〝世界〟だという少女――

　橋の上では、何台もの車が行き来していた。無粋な物音に、春の陽射しもどこか迷惑そうな様子をしている。光にはかすかな濁りが生じ、春の濃度は少しだけ下がっているようでもあった。土手沿いの桜は、すでに散りかけている。
　少女はけれど、そんなことなど気にしたふうもなく歩いていく。春の陽気に誘われて散歩に出かけた、というわけではない。彼女にはある役目があった。

　橋の半ばあたりまで来ると、彼女は足をとめる。その場所に、特に何があるというわけではない。空間に歪みが生じているわけでも、時間の流れに亀裂が現れているわけでも。

　少なくとも、魔法使いでないものにとっては――

　彼女はその場所に、そっと手をのばした。そこに何があるのかを、彼女は知っていた。完全世界と不完全世界のあいだに生じた境界線。錯視によって本来は存在しない線が知覚されるように、その境界は魔法使いにとっては壁となって存在していることになってしまう。

　その壁は、正確には筒状ではなくドーム状になって広がっていた。もっというなら、球状になって広がっている。境界は完全世界の中心にあるその樹から、すべての空間に等しく拡散していた。
　彼女は壁面を、軽くなでてみる。本棚のあいだから出てきた、古くて色あせた写真を懐かしむみたいに。

　そこは偶然ながら、以前に室寺がその魔法を使って全力で殴打した地点でもあった。どんなものでも破壊しうる、その拳で。けれどもちろん、壁には何の痕跡も残ってはいない。罅割れどころか、かすり傷一つさえ。いかなる魔法によっても、その壁を破ることは不可能だった。
　彼女はその場所に、そっと指をあてる。

　まるで、飛んできたシャボン玉に手を触れるみたいに。

　――その途端、壁には穴が空いていた。人が一人通れるくらいの穴が。光を切断しようとするのと同じで、どんな手段、どんな魔法を使っても不可能なはずのことを、彼女はいとも簡単にこなしてしまっていた。

　自動ドアでもくぐるようなごく気軽な調子で、彼女は穴を通りぬける。するとその背後で、壁は元へと戻っていた。まるで、おかしなことなど何も起こらなかった、とでもいうように。

　再び、彼女は橋の上を歩きはじめた。もう薄れかけてはいるが、絨毯みたいにして道の上に敷かれた春の空気を踏みしめながら。

　彼女の口元から、かすかな鼻唄がもれだす。

　懐かしいというにはあまりに古代的な、遠い遠い昔の調べが。
（了）



















